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この調査は、 昭和47年 度 に おけ る 日本

小型 自動 車 振 興 会 か ら、小型 自動車競 走法

に基 づ く小 型 自動車等 機械工業 振興資金 の

交付 を受け て実施 した もの であ ります 。
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は じ め に

わが 国 に おけ る最 近 の技 術 革 新 に伴 う急 速 な経済 成 長 は 、反 面 で は、 自然

環 境 の破 壊 、社会 福 祉 の 阻害 、 人間尊 重 へ の見 直 し等 とい った社 会 公 共 的 諸

問題 を発 生 せ しめて い る 。

これ ら、社 会 公 共 的 課題 に対応 す る一 つ の方 策 と して 、 コン ピ ュ ータの広

汎 か つ高 度 利用 の 検討 が 各 機 関 で進 め られ つつ あ る。

しか し、 コ ン ピュ ー タ をペ ース と した これ ら公 共 的 シス テ ムの開 発 は 、対

象 とす る シス テ ムが定 量 化 し に くい入 間生 活 の質 的 向上 や 、人 間 の心 理 的側

面 ま で も含ん だ多様 か つ 複雑 ・老 大 で あ る上 に 、 シス テ ム開発 の歴 史が 浅 く、

人的 、 物的 、財 政 等 の面 で今後 に期す る所 が 大 きい わが 国 で は、そ の方 策 を

模 索 してい るのが実 情 か と思 われ る。

そ こで 、(財)日 本経 営情 報 開発 協 会 では、 これ ら社会 公 共的 分 野 の シス

テ ム開発 にお け る コン ピュ ー タの高度 利 用 の方 策 につ き調査 す るた め 、昭 和

47年11月 に 「情 報 化実 態調 査委 員 会(委 員 長 高 瀬 保氏)」 を設 置 した。

さ らに 、同 問題 に対 す る海 外 の 実情 を を調 査 す るた め、 昭和48年1月 に

「第1回 情報 化実 態 調査 団(団 長 香 山 俊安 氏)」 を編 成 し、米 国 カ リフ ォ

ル ニア州 内の主 と して地 方 行 政 機 関 のほ か 、大学 、研 究所 、 コ ンサ ル タン ト

会 社 等 を歴 訪 し、 コ ンピ ュ ータの 高度 利用 の実態 を調査 した 。

この報告 書 は、 あ くま で 同 調 査 団 が 調査 しえ た具 体 的事 実 に も とつ い て

と りま とめ た もの で あ るが 、 関 係各位 の ご高覧 を賜 わ り、 わが 国 の 社会 公 共

的分 野 に拾け る コン ピュ ータの高 度利 用 の進 展 に 資す る こ とが で きれ ば 幸 で

あ る。

蔚 わ りに本調 査 につ き終 始 ご尽 力 い た だ いた委 員 ・団 員 各位 、 な らび に海



、
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である。

昭和48年3月
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1.調 査 目 的 と そ の 背 景.

一 カ リフ ナル ニ ア州 におけ る 自治 お よび 行政 的 背景 をふ ま えで 一

1.1調 査 の 目的 …

我 国 に於け る最 近 時 の技 術 革新 に よる 目覚 ま しい経 済 の発 展成 長 は、 他

面 で は、 自然環 境 の 破壊 、 都 市再 開発 、 社会 福 祉、 或 い は入 間尊 重 へ の見 ＼

直 し等 の社 会 公 共的 諸 問題 を惹 起せ しめて い る。

これ等 、 社 会公 共 的 課題 に対応 す る一 つの 方 策 と して、 コ ン ピュ ー タの

より広 汎 且 つ積 極 的 な活 用検 討 が各 機 関 で進 め られ つ つ あ る。

然 しなが ら、 コン ピュ ー タ をベ ース と した これ等 公 共 的 シス テ ムの 開発

は、対 象 とす る シス テ ム の 目的 が 多様 か つ複 雑 で あ り、尾 大 た もの で ある

の に対 し、 一 方、 シス テ ム開 発 の歴 史 が浅 く、 人的 、 物 的、 財 的 等 の 面 で

可成 り弱 い現 状 にあ る我 国 では、 そ の方策 を模 索 して い るのが 実情 か と考

え られ る。 ㍗ パ',

そ こで、 公 共 的 分野 の シス テ ム開 発 にお い て、 コ ン ピュ ー タ利用 面 では

米 国 内 で後 発地 域 で あ りなが ら、 現 在時点 で は先端 を走っ て い る と 目され、

加 え て、 風 土、 気 候.経 済 生活、 民度 等 の面 で 日本 と類 似点 が 多 く見受 け

られ る カ リフナ ル ニ ァ州 内 の、 主 と して地 方 行 政機 関 に於 け る公 共 的 シス

テ ム開発 が 如何 に行 なわ れ て い るかそ の 実態 を調査 し、 今後 の我 国 に於 け

る シス テ ム開 発 の一 助 に 資す る こ とを期 した のが、本 件 調査 の 目的 で あ る。

なお、 本 件 調査 の姿勢 と しては、 公 共 的 シス テ ム開 発 の背 景 、 社 会 的 ニ

ーズ、 シス テ ム の特質 お よび そ の効果 ・効 率 の見 方、 お よび そ れ らの問題

点 を可及 的 に具 体 的 な実 例 ・事実 に副 っ て調査 し、 生 の まま のデ 三 夕 の収

集 お よび な ま の ま まの 討議 に主眼 点 を置 いた もの で ある。
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調査 先 の選 定 と して は、 カ リフ ォル ニ ア州 政 府 を始 め とす る州 内 の代 表

的 な コン ピュ ー タ利用 を行 なっ て い る行 政機 関 をベ ー ス と して、 併 せ て大

学、 研 究 所お よび コ ンサ ル タ ン ト会社 を も含 め て、理 論的 解 明 お よび 民間

会社 の意 見 を も聴 取 した もの であ る。 二:ll-,Z-1㌧㌶

1.2カ リフォル ニア州におけ る自治および行政 の特徴

カ リフォルニア州は、米国の他の四十九州 と同 じような地方行政機構 を

もっている。即 ち

州 政 府

市 政 府

郡 政 府

以上三つのタイプの政府 で ある。州政府は、州全体の行政上 の責任 を持 ち、

郡 政 府 は、 州 内 い くつ かに わけ られ た郡 行政 の 中心 となっ て い る。 市政 府

は、 元来 、 州 内 に あ りな が ら州 の下 部組 織 とい うよ り、 一 つの 対等 な独立

した行 政機 構 と して 考 えうる。 た とえ ば、 郡 と市 に また が る ハ イ ウ エイの

取 締 りを行 な う時 は、 郡 か ら市、 ま.たは市 か ら郡 へ と両 者 の パ トカーはい

必 ず しも自由 に権 限 を行 使 し得 な いの み な らず、 事 態 に よっ,ては、 犯罪 者

を境 域 を こえ て、 追 跡 し得 な い。 そ の よ うな意 味 で、 米 国 におけ る地 方 自

治体 の権 限 と権 力 は、 そ の管 轄 区域 内 にお い て 日本 に較 べ て 甚 だ排 他 的 な

もの とい え よ う。

しか しなが ら、 我 国 の三 割 自治 と異 な り、米 国 の地 方行 政 府 は、そ の 財

政 的基 盤 は強 く、・る れそ れ 独 自の プ ログ ラムの 実施 を可 能 な らしめ て い る。

米国 の州政 府 は、.我国 の県 庁 とは異 な り、 一 独 立 国 の感 が あ る。 それ は

行 政、 司法、 立 法 の三権 と、NationalGuardと い う名 の 州軍(陸 軍 お

一4-一



よび空 軍)を もっ て お り、 そ れぞ れ の 州 の存 立 は、 州 憲 法 に よっ て い る。

更 に米 国 地 方 行政 の特 徴 は、Region(地 区)で ある。州 の 中 でい くつ

か の郡 または 市 が集 っ て、Regionを 形 成 す るttl・b.…れ は法制 上 の団 体 で は

な く、 各 自治 体毎 のVolun-t-aryOrganizationで あ る。 カ リフナ ル ニ

ア州 の場 合、 い くつ か の郡 また は市 の 連 合 を さ し、Regionの 範 囲 は、 そ

れ ぞ れ の住 民 の意 志 に よっ て きま る。VoluntaryOrganizationで あ

る とい うこ とは、 そ の機 構 が 才人 権 を もっ てい な い。Regionは 、 そ れ 故

に、 連 邦政 府 また は、 加 盟地 方公 共 団 体 の拠 出金 に よっ て運 営 され る。

カ リフォ ル ニア州 は、1「SocializedStatelt'ま たはllPolice

State"と 呼 ば れ る。 そ の こ とは、 逆 に州 と しての財 政 収入 が 他 の 州 よ り、

ず ば抜 け て よいか らで あ る。 即 ち、 カ リフ+ル ニア 州 の治安 は、 豊 富 な 予

算 に よっ て 立派 な警察 力 を維 持 し、 ま た は社会 福祉 に おいて み るべ き もの

が 太 い の もそ の理 れ に よ る。EDPの 分 野 に お いて、 カ リフ ォル ニ ア州 が

よ り早 く整備 され た の もレ そ の 豊富 な 財 源 に よる とこ ろが 多 い 。

(1)行 政 に おけ る マネ ジ メン トの導 入 ・

元来 、 米 国 にお い て は、11CheapGovetment"と い う言 葉 が あ る。

これ は、 政 府 は、 個 人 の生 活 に最低 限 に干 与 す る こ とが望 ま しい とい う

こ とを意味 してい る。 しか しなが ら、 社会 の近代 化 に伴 い、 政 府 の 役 割

が 複雑 化 し、 高度 のサ ー ビス.が要 求 され る よ うにな り、 そ れ をよ り一層

効 率 的 に行 な うた め で あ る。

4年 前 ニ ク ソン政 権が 発足 して以 来 、 この面が 強 調 され て きた 。 特 に

予 算 の縮 減 と行 政 サ ーゼ ス の 向上 を 図 ろ う とす るニ ク ソン大 統領 は、 そ

の改 善 の第一 歩 と してざ 予算 の 立案 と執 行 につい て、 企業 に おけ る

』虹anagement技 術 の導 入 を考 え、 ホ ワイ ト ・ハ ウス のBnreau-o「f
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BudgetはOfficeofManagemen't"a'ndBudget(通 称OMB)と

改 組 され た の で あ る。PPBか ら等 立案 の面 が 強 調 され る とす る な ら、

Management.はProductivityの 導入 で ある。

そ の部 局 の一 部 としてOrganizationand随anagementiSystem

DivisionIが あ り、EDPを 利用 して、 行 政 サ'≡ ビ入 の能 率 向上 を 目

標 と してい る。 そ の よ うな一 般 行 政官 庁 の動 きに答え て、議 会 の上下 院

合 同 委員 会(証6htEconomicCommitteeう 一の プ ロキ マ.イ・ヤ 一一上院

議 員 委員 長 を中 心 』と して、 行 政 機構 におけ るProductivity'が 論 議 さ

れ て い る。

この よ うな ワ シン トンに おけ る 中央 官庁 の 動 きが、 現 実 に カ リフ ォル

ニ ア等 の進歩 的 な州 が 率先 して、 コ ン ピュ ー タの利 用 を各市 の行 政サ ー

ビス に行 なっ て い る6 .そ の本 来 の 目的 は、 子 供 が新 しい玩 具 を持 ちた が

る の と異 な り、 この新 し く高 価 な機 械 をTtflanagementと い う観 点 で導入

して い るの で あ る。 この こ とは、 い いか え れ ぱ納 税者 に対 す る リタ ーン

と して、 コ ン ピュ ー タの利 用 を考 慮 して い るか らで あ る。 日本 の よ うに、

組 織が 組織 の た め に仕事 を す る とい うこ と よ り、組 織 が 存在 して い る社

会 へ の奉 仕 とい う観 点 力sらで あ る。

(2}必 要性 の識 別,、

前 に述 べ た様 に、Productivityの 概 念 が、 行 政 部 門 に甚 だ重 要 な

役 割 を演 じて きてい る。 そ の こ とは、行 政 の責 任者 と して、 問題 の必 要

性 を 認識 して い る か らで あ る。EDPの 適 用 につ い て も同 じこ とが いえ

る。

政 策立 案 にお い て 問題 識 別 ので般 形 態 は、 日本 のそ れ と異 な る。,先づ、

連 邦行 政 と州 行 政 との差 につ い て理解 せ ねば な らな い。連 邦 政 府 は、 直
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接 地 方行 政 に タ ッチせ ず 、 地 方 交付 金、 補 助 金 ま たは パ イ ロッ ト ・プ ロ

ジ ェク トの実 施 あ るい は二 州 間 に ま たが る問題 の行 政Kた ず さ わっ て い

る。 また 州 と連 邦政 府 との関係 は、 我国 と異 な り、 上 下 関係 にな,く、 州

は、 完全 に予 算、 入 事 にお い て独 立 性 を維 持 してい る。 そ の よ うな意 味

で、 地 方行 政 の 直接 の責 任者 で あ る州が 直接住 民 の 必要 性 を識 別 し、 そ

れの 実施 の 責任 を とっ て い る。 即 ち州 政 府、 郡 政府 ま たは 市政 府 が そ の

問題 を識 別 し、 必 要 と な らば 、連 邦政 府 か らの資金 援 助 を あお ぐ形 態 に

なっ てい る。

例 え ば 犯罪 捜査 に於 け る コ ン ピュ ータ ・シス テ ム の導入 につ いて、 各

市警 察、 各 部 警 察(シ ェ リフ)各 州警 察 毎 に、 そ の必要 性 の緊 急 さ にお

い て検 討 され てい る。そ して 一旦 そ の導 入 が きま る と、 連 邦 政府 の司法

省 か ら補 助 金 が で る仕 組 に なっ てい る。 ・ 、㌘ ビ

ま た、教 育区(Schooldistrict)(注.米 国 にお け る教 育 行政 区)

におけ る教 育行 政(予 算 、 人 事、 教 務)のEDP化 につ い て、 その必 要

が 識別 され たの ち、 導 入 され るの で あ る。前 記こ二つ の何 れ の場 合 に して

も、 予算 の大 部 分 は、そ の関 係 の官庁 に お いて、 調達せ ねば ね らぬが、

そ のす べ てが 地 方 選挙 が行 なわ れ る毎 に 住民投 票 にかけ られ る こ とで あ

る。 米 国 の地 方 行 政 の特 徴 と して、 新 た な事 業 を お こ した り、.新 しρ法

案 等 が 出 さ れ た 時 、 それ は原 則的 に住 民投 票 の 対 象 とな り、そ の3分

の2以 上 の同 意 を得 られ な くて は な らない か らで あ る。 更 に新 しい予 算

を伴 う時 には、 すべ て起 債 に よるた め、 そ れ も住 民 投票 の対 象 に な るか

らで あ る。

こ こで述 べ た こ とは、 米 国地 方行 政 の一 般的 慣 行 であ るが、 我 国 と基

本 的 な差 は、 三 割 自治 とい う我 国 の地 方 行政 に対 して、 完 全 に 自己の 調
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達 で き る歳 入 権 を大 巾'に各地 方 行政 体 が もっ て い る こ とに よる。 この こ

とはEDP化 の 分野 に お いて も同 じこ とが 云 え る。

更 に カ リ・フ ォ ル ニア 州 の場 合 は、 全米 の他 の州 に較 べ てみ て、 民度 が

高 い という 点 で、 この よ うな新 しい提案 が 住 民投 票 を通過 す る こ とが で

き るめ で あ る。

(3)日DPの 機 能 と地 方 行政 との関係

以 上 の様 な理 由で、 カ リフォル ニ ア州 は、 州 の レベ ル以 外 に市、 郡 の

レベ ル ま で相 当広汎 囲 に行 政 のEDP化 が 行 な われ た。 そ の結 果 、 い く

つ か の問題 点'にぶ つ かっ た。

そ れは、 行 政上 の問題 と して

① デ ー タ ・セ ンタ ーの 乱立

②EDP関 係 ス タ ッフ の不足(マ ネイ ジャー、 お よび サ ポー テ ィ ン

グ ・ス タ ッフ)

の 点 が でて きた。

特 に デ ー タ ・ベ ー ス を基 に しての地 方 行政 長 期 計 画(社 会 開発)が 問

題 に なっ て か ら、 今 ま で個 .々に行 なわ れ てい た デ ー タ処 理(税 務 、 福 祉、

蜜 察、教 育、 交 通 、 公益 事 業 、 土地 利 用)の 統 合 が問 題 になっ て きた。

即 ちデ ー タの 互換 性 とい う意 味 で、 デ ー タ ・ベ ース の 統合 が行 なわ れ始

め た。・

行 政 上、 た くさん のデ ー タ ・ベ ー ス を持 つ こ とは、 プ ライバ シ ィの観

点 で、 デ ー タの独 占を押 え る とい う意 味 で、 有 用 か も しれ ない が、 行政

管 理 上 そ の複 雑 化 に伴 い、 問題 が生 じて きたの で ある。 これ らの こ とを

支 え る要 因 と して は、主 に以 下二 つ の こ とで あ る。

① 統 合 に よる予 算 の節 約
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統合を支える電算機技 術の発展
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2.カ リフ ォル ニ ア州 政府 の コ ン ピュ ータ利用促進政策

2.1背 景

カ リフォ ル ニ ア州 は、 歴 史 的 に は米 国 内 では 遅れ て開発 され た州 で あ り、

た か だ か200年 余 りの歴 史 を有 す る にす ぎない。 しか し、 第2次 世 界大

戦 を契 機 と して大 き く成 長 した州 内 の エ レク トロニ クス 産業 の隆 盛 を背景

と して、 コ ン ピュ ー タの利 用 に関 して は、 ニュ ー ヨーク 州 な ど と並 ん で、

現 時 点 では最 先 端 に あ る とい わ れ る。 この背景 と しては カ リフォル ニア州

に おけ る軍 需産 業(特 に航 空宇 宙産 業)の 発達 が あげ られ よ う。 ち なみ に、

ロ ッキ ー ド、 ボ ー イ ン グ、 マ グダ ネル ・ダ グ ラス社 な どは、 カ リフ ォル ニ

ア州 を活 動 の 中心 と してお り、 航 空宇 宙産 業 は コ ン ピュー タ をか な り使用

す る と ころか ら、 コン ピュ ー タの利 用 技術 と知 識 が カ リフォ ルニ ア州 で深

く滋 養 され た とい うこ とが考 え られ る。 ま た、 カ リフォル ニ ア州 に は、各

種 の研 究 所 が 多 く設 置 され て い る。 た とえば 、 ロス ア ン ゼルス の近 郊 サ ン

タモ ニ カに本 拠 を置 くラ ン ド、 コー ポ レー シ ョン、 ナ ン タバ ーバ ラのテ ン

ポ(GEの 研 究所 か らのス ピンオ フ)、 パ ロアル トのSRI(Stanford

:ζeseachIn3titute)な どが カ リフォ ル ニ ア州 に あ り、 ソ フ トウエ ア会

社 に つ い て も、 ロス ア ンゼ ルス のCSC、 サ ン タ モニ カのSDCな ど大 手

が 集っ て い る。 そ の他 の 中小 の ソフ トウェア ・ハ ウス を あげ れば、 ま さ に

き りが な く、 カ リフォ ル ニ ア州 の人 々 のEDPに 対 す る理 解 は、 エ レク ト

ロニ クス産 業 に たず さわ る人数 が 多 い こ と もあっ て、 全米 を通 じて1、2

位 とい え るの で は な いだ ろ うか。 従 っ て、歴 史 的 に は カ リフ ォル ニア は後

進 の 州 では あるが 、現 時点 では、 少 な くと もこ とEDPの 利 用 に関 す る限

り他 州 を大 体 に お いて リー ドしてい る といえ よ う。
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カ リフ ナ ルニ ア州 が ゴ ン ピューーーータ利 用 の先 進 州 に なっ た第2の 背 景 と し

ては、 カ リフォ ル ニナ 州 の 官僚 の優 秀 さを あげ なけ れ ば な らない 。例 え ば、

ニ ュー ヨー ク州 の ケ ース で は、 優秀 な州 の役 人 は連 邦 政府 に ひっ ぱ られ る

とい うこ とが 多 いが 、 カ リフ+ル ニ ア州 の場 合 には 、 西岸 に あ る こ と もあ

っ て、 優 秀 な州政 府 の 官僚 が連 邦政 府 に引 き抜 かれ る とい うケ ース は少 な

い。 カ リフ ォル ニ ア州 の 官僚 の 質 が優 れ て い る理 由 と して は、 後述 の優 秀

な大学 の存 在 が先 ず 考 え られ よ う。 ーまた カ リフォ ル ニ ア州 内 のEDP関 係

者 の実 力 もそ の例 外 では な く、 お しなべ て か な り高 い とい え る よ うに 思わ

れ る。 州 あ るい は郡 の 記DP部 門 の長 は単 な る技 術者 に と どま らず、 経 営

者 と して の力 量 もあ り、 組織 内 での地 位 も全般 的 に高 い。 これ らEDPマ

ネ ジャの 中 には、 ロッ キー ドでの経 験 を活 か して郡 の 日DPマ ネ ジ ャ にな

っ た人 もい るな ど、 前 に あげ た州 内 の エ レク トロミ ク ス産業 お よび 知 識 産

業 の興 隆が 人材 の確 保 の面 で も良い影 響 を与 え てい る といえ る。 また、 最

近 の軍 需 産 業 の レイ オ フは 多数 の技 術者 の プー ルを うみ 出 し、 優 秀 な人材

が 政 府 部 門 に流 出 した とい う事 情 も考慮 され なけ れ ば な らない 。

第3に 考 え られ るの は、 カ リフ ナル ニ ア には、 良 い大 学 が 多 い とい うこ

とで あ る。 カ リフナル ニア 大学(パ ー ク レ)は ノ ーベ ル賞 を受 賞 した科学

者 が 多い こ とで有名 で、 数年 前 に行宏 わ れ だ全米 の大 学 の ランキ ジ グ でぱ

ハ ーバ ー ドを しの い で第1位 で あっ た 。 ス タ ン フォ ー ド大 学 も西 の ハ ーバ

ー ドと称 され る大学 で、 米 国大 学 の 中 では超 一 流 で あ る。 この他、 カ リフ

ォ ル ニ ア大学 で 迫 ス ア ン ゼ ル ス)は 経 営大 学 院が 有 名 で あ りv特 にイ ン

フォ メー シ ョジ ・シス テ ム な どの分 野 では、 か な り評 価 され て レ・る'6ま た、

パ サ デ ィナの カル テ ック(CaliforniaInstituteofTechnology)

は 工学 関係 で はMITと 並 び 称 さ れ て お り、 全 米 で最 も入 学 の むず か しい
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大 学 と して有 名 で ある。 この他 に も、 例 え ば 南 ガ リ⑦ ナル ニ ア大 学い ク レ

ア モ ン ト大 学 な どの有 名大 学 もあ り、 努 々 ジ ュニア"・功 レ ッジ も多数 設立

さ れ てい る と ころか ら、 州全 体 の教 育水 準 が か な り高:い とみ液 さ れ、 これ

らが優 秀 な人 材 を送 り出す要 因 と して 考え られ る。 ∵,い.▽

1'川第4の 背景:と じて は、 カ リフォ ル ニ ア州 の経 済 力 を あげな け れ ば な らな

い。 第二 次 世 界大 戦 と…朝鮮 動乱 を足 場 に高成 長 を とげ た カ リフナル ニ ア州

経 済 は、 最 近10年 余 りの間 に、 ミシ ガン ・ペ ン シルバ ニア両 州 を抜 き、

つい には ニ ュー ヨー ク州 を も抜 きさっ て、 生 産高 お よび雇 用者 数 の両 面 で

全 米1の 地 位 を獲得 した 。 特 にEDP関 係 の 技術 官僚 に対 す る高 い給 与 、

多 くの州立 大 学、 あ るいは知 識 産 業 の隆 盛 な ども、 カ リフ寸 ル ニア 州 の高

い経 済 力 が あっ ては じめ て可能 に なっ た とも言 え よ う。 更 に、 州 ・郡 ・市

の 予算 に 占め る1・:DP関 係 費 用 の比 率 は平 均す る と2..2パ ー セ ン トとい う

相 対 的 に高 い 水 準 に あ り、 絶 対 額 では:1⑥0:'百 万 ドル(1970年 度)を

越 え るな ど、 豊 富 な財 源 を パ ックに優 秀 な人材 を確 保 で きた こ とが、 カ リ

フォ ル ニア州 の コ ン ピュ ー タ高 度 利 用 を可 能 に した ご とを忘 れ る こ とは で

き,ない。'・1

2.2コ ン ピ ュー タ利 用促 進 政 策 の特 徴

この よ うな、 州 内 の知識 産 業 お よび エ レク トロニ クス産業 の発 展、 あ る

いは優 秀 な州政 府 のス タ ッフ に よる問 題 意識 の先 取 りな どに よっ てvカ リ

フ ォル ニ ア州 政府 は広 範 囲 な コ ン ピュ ー タ の利 用 を はかっ て きた 。州 政 府

のEDP利 用 に関 して は、1965年 か ら現 在 まで 長期 的観 点 に基 い て、

下 記 の よ うな調 査 が 行 な わた て い る。.,

。EDPの 必 要 性 と問題 点(1965年)
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。カ リフ ォル ニア 州政 府 のEDP(19 ,67,年)

。効 率 性 とコス ト ・コ ン トロール に 関す る詞華(1968年)

。長 期 マス タ ・プ ラン草 稿( .1969年)

。長 期 マ、～Sタ ・.ズ ラン最 終 案(.1970年)

これ らEDP利 用 にか か る諸 提 案 は・ 州 知事 あ る恒 は 州議 会Qイ ニ シャ チ

ブに よる もの が多 く、 そ の意 味 では上 か らの開発 促 進政 策 とい.う意 味合 い

が強 い といえ よ う。 しか し、 プ ロ ジ ェク トの と りあげ 方 と して は、 一 般 的

に いっ て い わ ゆ るニ ーズ ・オ リエ ンテ ッ ドで あ る点 に特 色 が あ り、 この場

合 の ニ ーズ とは住 民側 か らの ニ ーズ で あるの で、 この 意味 で は ボ トム ア ッ

プ的 色 彩 が 強 い とい え る。従 っ て、 カ リフ+ル ニ ア州政 府 の コ ン ピュ ー タ

利 用 に関 す る施 策 は、 い わば ボ トム ア ップ と トップダ ウンの ぶ つ か りあい

の 中か ら新 しい政 策 が 生み 出さ れ る とい う傾 向 が強 い とい え よ う。

現 行 州 政府 に よる シス テ ム と して は、 司法 執行 シス テ ム、 自動 車情 報 シ

ス テ ム、教 育情 報 シス テ ム な どが あ リカ リフ ナルニ ア州全 体 を網羅 す るデ

ー タ ・ベ ースが 形成 蓄積 され て お り、 土地 利 用情 報 システ ム につ い て も、

サ ン タ ク ラ ラ郡 を中 心 に着 実 に進 め られ て い る状況 に ある。 我 が 国 で は最

近 デ ー タ ・ベ ース が しき りに論 議 され てい るが、 カ リフォル ニ ア州 で は、

少 な く と も上 に述 べ た よ うな シス テ ム に関す る限 り着 実 にデ ー タ の収 録 が

進 め られ て お り、 郡 お よび市 の レベル で も、 デ ー タ ・ベ ー スの 重 要 性 は一

般 に高 く認識 され、 非 常 に労 力 を要 す るデ ー タ ・ベ ース の メイ ン テ ナ ンス

が着 実 に行 なわれ てい る との感 を深 く した 次第 であ る。

以 上 要 約 す れば 、 カ リフ+ル ニ ア州政 府 に よるEDPの 利 用 水 準 はか な

り高 く、 ア メ リカで は、 ニ ュ ニ ヨーク 州 と並 ん で1、2を 争 うレベル にま

で達 した といえ る。 しか し、 同 時 に従 来 の コン ピュー タの利 用 に つ い て、
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標準化 あるいは統合化を指向す る新 しい段階 た入った ともいえ よう。つ ま

り、 システム作業 が全体的な設計概念 な しに個 々の部門 で別 々に進め られ

るな らば、 関 連 部 門 との イ ンタ ー フ ェンス は、 と もす れば お ろそか に な り、

全 体 と して の能 率 は かえ っ て 下が っ て しま う とい うこ とが 認 識 されて きた。

個 々 の シス テ ム を最 適化 して も、 全 体 と しては オ プテ ィマル に な らな い と

レ、うこ とが往 々 に して起 るこ とは、 既 に言 い古 され た こ とで は あ るが・ カ

リフォ ルニ ア州 の場 合 、 この問題 を解 決 す るた め の ア クシ ョンを具 体 的 に

とっ た と ころ に特 色 が あ る。 そ の一 つ の例 が 次 節 に述 べ るrEDPに 関 す

る行 政 機 関連 絡 委 員会 」 で あ る。 カ リフ ォ ル ニア 州 政府 の コン ピュー タ利

用 が新 しい段 階 に入 っ た こ とを示す も う1つ の事 実 は、 州 の コン ビュー一夕 ・

セ ン タの統 合 問題 で ある。州 の コン ピュ ー タ利 用 促 進 政策 に よ り、 州 政 府

ぱ現 在47台 の コ ン ピュ 一一タを レ ンタル してい るが、 これ を機 能 別 に5大

セ ン タに統合 集 約 す る こ とに よ り、

・す べ ての ユ ー ザ ー に対 す るサ ー ビス の 向上

・コス ト削減

EDPに つ いて の標 準 の設 定(た とえ ばANS-COBOLを 標 準 言 語

とす る等)

・プ ライ バ シ ィの保 護 の強 化

な どを はか ろ う とす る もの で あ る。 この よ うに1カ リフォ ルニ ア州 政府 の

コ ン ピュ ー タ利 用 に関 す る政 策 は、 労働 節 約 的 な意 味 での コ ン ピュー タ リ

ゼ ー シ ョンは一 段 落 し、 住 民 に対 して よ り良 い サ ー ビス を、 最 小 の コス ト

で提 供 す るた め に は ど うす れば よい か とい うこ とを考 え る、 い わば 第2ス

デ ッ プに入 っ た といえ るの で は なか ろ うか。
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2.5行 政 機 関連 絡 委 員会(IntergovernmentalBoard)

の役 割 と活動

行 政機 関 連 絡 委員 会(以 後IGBと 呼 ぶ)は 、

① 州 政府 内 のい ろい ろ な部局 全 体 の政 策 方 針 が な く、

② 行 政機 関 を結ぶ 適 当 な コ ミュ ニケ ー シ ョンが な い 已とな どの問題 点 を解

決 す る 目的 で1967年 に 設置 され た。 しか し、.この時 点 ではIGBは 州

の局 長 に よっ て のみ 構成 され てお り、 郡 お よび 布 のス・タ ッ フは 参加 を許 さ

れ なかっ た の で、 地 方 政府 か ら州知 事宛 に参 加 希望 が 出 され 、.その結 果I

GBの 改 組 が 行 なわれ た。 現在 の組 織 では、IGBは12人 の メ7.バ に よ

っ て構 成 され、 内訳 と して は、 州政 府 か ら4人 、 郡 政府 か ら3入 、 市政 府

か ら3入 、 学 校 区 か ら2人 となっ て い る。

IGBは 広 汎 な活 動 を行 なっ て きたが、 特 に 司法 執行(LawEnforce-

ment及 びCriminalJustice)の 面 では 種 々 の勧 告 を行 なっ た 。 そ の

他 、IGB内 に設 け られ た技 術勧 告 委 員会 は イン フ ォ メー シ ョン ・シ ス テ

ムの ガイ ドライ ン ・マニ ュ アル を作 成 した。 これ は全 ての組 織 が この マニ

ュア ル に従 わ ね ば な らない とい う性 格 の もの で は ないがい この ガ イ・ドが各

行 政機 関 で使 わ れれ ば、 最 終 的 には シス テ ムの トランス フ ァが 容 易 に で き

る よ うに な る もの と期 待 され て い る。 この マニ ュアル か ら一 歩 前 進 して、

州 全 体 を網羅 す る福 祉情 報 シス テ ム作 成 の ため に も、、1・GBは 積 極 的 な呼

び か け を行 ない、 リーダ ー シ ップの 確保 に努 力 してい る。 ま た最 近 は、 住

民 の プ ライバシィの保 護 の 問題 につ い て、 州 議 会 向け に多 くの勧 告 を 出 して

い る。1972年11月 カ リフ ォル ニ ア州 議 会 は、 プ ライバ シ ィの 権 利

(TheRightofPrivacy)を 憲 法 の認 め る基 本的 人権 の 中 の一 つ とす

る とい うこ とを立法 化 したが、 この裏 に はIGBの 勧 告が 力 が あっ た とい
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わ れ て い る㍉ ・・が 沖 蹴 ・い …'1・ □ 搭 烈-・x・

情 報交 換 の 分野vak・ い て も、IGBは 精 力的 な活動 を展開 してい る。米

国 にお い て も、地 方政府 な り州 の 部局 め ゼク シ ョナ リズ ムは強 く、 他 の行

政 機 関 が 開発 した システ ムを そ の まま コ ピーす る こ とには 非 常 な抵抗 が あ

るが、 情 報 の交 換 自体 はか な り行 なわ れ て い る。IGBが 州、 郡、 市 お よ

び学 校 区 の代表 者 で構 成 され て い る とい うこ とは 、 この情 報 の交換 を 円滑

に して い る一 つ の要 素 と言 え よ う。 この面 で の具 体 的成果 と して は、 例 え

ば 或 る学校 区 の シス テ ム(カ リキ ュ ラム の作成 、 教 科 書 の在庫 管理 、教 員

へ の給 料 支 払 い、 テ ス トの採 点な ど)が 、 他 の学 校 区 でそ の ま ま利 用 で き

た とい う例 が あ る。 この よ うに して、 あ る組 織 が学 ん だ教 訓 を よそ へ適 用

し、 知識 を他 の機 関 へ 移 す こ とが で きれ ば、 同 じシス テ ムを 開発 す る手 間

ど費 用 が 省 かれ る こ とにな る。 情 報 の交 換 を促 進 す るた め には、 だ れ が ど

の よ うな シス テ ム を開発 ・しだ か が わか らなけ れ ば な らないが、IGBは 、

1970年 に18,dOOド ル と6カ 月 の期 間 を かけ て、 カ リフォル ニア州

内 でのEDP"シ ス テ ムの調 査 を行 な い、 そ の後 も調査 を続 け、 行 政 機 関 相

互 の情 報交 換 の主 体 となっ て い る。

IGBの 決定 自体 には一 般 的 に強 制 力 は無 く、 助言 ・・勧 告 ・指導 程度 の

権 限 しか与 え られ て いな いが 、 例 え ば地 方 政府 の 司法執 行 シス テ ム につ い

て は、夫 々の シス テ ムの 技 術評 価 を行 ない、 州 か らの資金 援 助材 料 を提供

す るな ど実 質 的 な発 言 力 はかな りあるもの とみ こまれ る。 いず れ にせ よ・I

GBの よ うなユ ニ ー クな機 関 を有 して い るの は、 ア メ リカ広 し といえ ど も

カ リラ ォル ニ ア州 のみ で あ る。 最 近 で は他 の州 に も、IGBの 果 して い る

機 能 の有 効 性 と必要 性 が認 識 され、IGB宛 に多 くの問 い合 せ が 行 なわれ

他 州 もIGBの よ うな組織 の導 入 を検 討 して い る現状 で あ り、 この意 味 で
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OもIGBの 今後の活動 は注 目に値す るもの と思われ
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3.地 方行 政 機 関(郡 ・市)V(teけ る

コン ピュ ー タ利 用 の現状 と問 題点

ろ.tEDP部 門 の位 置 づ け 、 組 織 、予 算 、要 員 管理

カ リフ ォル ニ ア州 の 実態 調 査 の 中で、 まず、 注 意 を 引い たの は、 カ リフ

ォ ルニ ア州 の システ ム化 の技 術 よ り、 む しろ、 そ の原 動 力 となっ たEDP

部門 の 日本 との差 違 で あ る。

カ リフォ ル ニア の郡 ・市 のEDP部 門 の トッ プは、 経 験 が 豊 富 な政 治 力

の ある人 間 が 占め て お・り、 全 体 の組 織 図 の上 で も、 他 の 部門 の マネ ジャ ー

と同等 かつ、 そ れ以 上 で あ る。EDP部 門は、 ほ とん どが、 予 算 部 門 の下

に属 し、 予 算 配 分 等 に もか な り影 響 を及ぼ してい る。

EDP部 門 の長 は、 技 術 畑 出身 の入 か、 財 務 ・予算 畑 の 人 が 多 く、 デ ー

タ プ ロセ シン グ に関 す る経 験 が 長 く、 マ ネ ジメ ン ト、 心 理 学等 の周辺 教 育

を受け てい る人 が 多 い た め、 た た きあげ の技 術 者 色 は、 きほ ど強 くな く、

マ ネ ジ メン トの能 力 を可 な り有 して い る よ うに、 見 受け られ た。

EDP部 門 の組 織 は、(1)シ ス テ ム開発(2)デ ー タベ ー ス の管理 、 デ ーータ

の標 準化(3)オ ペ レー シ ョン に分 け て い る とこ ろか らデ ー タ ・ベ ース の管

理 とい う新 しい組織 が 設 置 さ れ て いた 。 キ ー パ ン チ ャ 部 門 は、 人 件 費 の

上 昇 か らオ ン ライ ン端 末 に置 きか わ りつ つ あるが、 この キ イ パ ン チ ャ 部

門 を、EDP部 門 につけ づ に、 現場 の各 部 門(ユ ー ザ)に つけ て い る所

も見 受け られ た。

EDP部 門 の予 算 は、 市 叉 は郡 予算 の2.2%が カ リフォ ル ニ ア の標 準 で

あっ て、 これ は1人 当 り1,84ド ル にな る。

これ は、 日本 の地 方 自治 体 の0.2～0.3%と い う数 字 と比較 す る と著 る
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しく高 い。

各郡 のデ ータ処 理 予 算 の総 額 は、 次 の表 の よ う,=になる。,

F

　

郡

」 ト

人.口

デ ー タ

処理予算

(千 円)

ア ラ メ ダ
I

LO?a18・ 川 LO94625

ブ ッ ト 10L969 14・1720

コ ン ト ラ コ ス タ1 !55a389 430920

フ ン ボ ル ト 99692 84600

カ ー ン

㎡F

329162
一29L:60℃'ご

、

キ ン グ ス 64610 63720

ロ ス ア ンゼ ル ス ZO32075 424258

モ ン テ リ ィ 25qo71 　

ネ バ ダ 26346 12240

オ レ ン ヂ L42q386 864000

プ レ サ ー 77306 63609

リ バ ー サ イ ド 459074 48qg96

サンペルナルデ 684072 74
.8S59

サ ン デ ィエ ゴ L35τ854 945256

サン フランシ ス コ 715674 2038473

サンジ ョアク イ ン ,2gq208 268833

サ ン マ テ オ 556234 363618

一

サ ン タ パ ー パ フ 264324 165744

サ ン タ ク ラ ラ LO64714 16τ840

シ ス キ ユ ウ 3a225 3L673

ン ノ マ 204885 170856

サ タ ー 4L935 57567

ペ ン チ ュ ラ 376・130 309600

表1各 部別 の人 口とデ ータ処理予算
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EDP部 門 の従 業 員 の給 料 は、 他部 門 に比 較 す る と若干 高 く、 本 人 の努

力 に した が っ て、 昇 給 試験 を受 け させ 、 上級 の ポス トに配 置 させ てい る。

この こ とは、EDP部 門 に従 事 す る人 のモ ラール を高 め てい る。

この よ うに、 よ りよい シス テ ム作成 の ため に は、EDP部 門 の 人 の地 位

の 向上 と、 モ ラー ル の 向上 が最 も大 切 で あ り、 これ を率 先 して 行 なっ てい

る カ リフナ ルニ ア 州 に お いて 次 に述 べ る よ うな シス テ ムが完 成 した の は、

む しろ当 然 の こ と ともいえ るの で あ る。

ろ.2シ ス テ ム開発 の進 め方

カ リフ ナ ルニ ア州 の シス テ ム開 発 は、 必 ず ユ ーザ ー部 門 を含 ん だ明確 な

組 織 づ く りか ら始 め られ る。 新 規 プ ロジ ェク トに対 す る システ ム化 の組織

と して、 必ず ユ ー ザ ー を含ん だ政 策委 員 会 と運 営 委 員会 が作 られ る。

政策 委 員 会 は、 各 ユ ー ザ部 門 の代 表者 か ら構成 され、 年数 回開 催 され、

予算 作成 、 政策 の決 定、 運 営 費 の承 認 等 の業 務 を行 な う。

運 営 委 員会 は、 各 ユ ーザ ー とシス テ ム開発 のス タ ッフ とで構 成 され、 プ

ログ ラム の共 同開 発 を行 な う。

サ ン ・ガブ リエル ・バ レ ーのMDS、 オ レン ジ郡 政 府 の システ ム 開発 に、

これ らの例 を見 る こ とが で きる。

プ ロ ジ ェク トマネ ジ メ ン トと して は、 シス テ ム化 の計 画 書、 標 準 化 の ド

キ ュ メ ンテ ー シ ョン を綿 密 かつ 詳 細 に作成 し、 そ れ に多 くの 時 間 を 費 して

い る。 そ して計 画=書、 ドキ ュ メンテ ー シ ョンで決 定 され た タス ク単 位 に、

ドキ ュメ ンテ トを提 出 しプ ロジ ェク トの 日程 管理 、 予 算 対 実 績管理 を厳格

に行 なっ て い る。

計画 書、 ドキ ュ メ・ンテ 「、シ ョンの完 成 は、・そ の意 味 で、 シス テ ム全 体 の
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完 成 に等 しい とも云 え る。 い ・ 　 =、

これ は、 ア メ リカ人 が 契 約 ベ ース で仕 事 を行 なっ ていけ る所 に帰 国 す る

が、 カ リフナ ルニ ア州 に於 け る軍 関 係 の管 理 技 術 の影響 もか な りあ る よ う

で ある。

カ リフtル ニ ァ州 政 府 のEDP計 画書 、・オ レン ジ郡 の ドキ ュ メ泌 テ、一 シ

ョン は、 この 例 と して著 名 で あ る。 ま た、 カ リフナ ルニ ア州 に於 いて は、

シス テ ム設 計 、、プ ログ ラム 開発 に外 部機 関 を利 用 して行 な う場 合 が 多 い 。

これは、 空 軍 関係 の シス テ ム技 術 が 民 間 に流 出 しそれが 優 秀 な ソフ トウ ェ

ア会 社 を生 ん だ た め で、Informatics,DS2,DS3を 開発 したSDCが そ

の代 表的 な例 で あ る。 そ の他 に ユ ーザ をベ ース に設 立 され たInformati6s

も♪瓜RKIVの 開 発 で著 名 で あ る。

カ リフォル ニ ア州 政府 、 各 郡 、 市 は外 部 の ソ フ トウェア会社 に、 調査 お

よび プ ログ ラムの開 発 を委 託 してい るが、 また そ の一 方そ の管理 を厳格 に

行 なっ て い る。

この委 託 管理 は、 契 約 ベ ース で厳 格 に行 な われ てい る た めに、 計 画 が 杜

撰 な ソフ トウェア会 社 は倒 産 す る こ と もあ る。 ■

この よ うな ユ ー ザ を含 ん だ シス テ ム 開発 組 織 ドキュ メ ンテ ー シ ョンの'

撤 定、 外 部 機 関 の有 効 利 用、 これ らが三 位 一 体 となら て、'・今 日の カ リフ ナ

ル ニア の計 算 機 シス テ ムを作 り上げ た の で あ る。

プ プ ログ ラム開発 以 前 の この よ うな形 態 こそ 日本 の地 方 自治体 との明 白 な

る差 違 で あ り、 日本 の地 方 自治 体 が、 発 展 す るた め には、 この ギ ャ ップ を

乗 り越 え る必 要 が あ る。
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5.5ア プ リケ ー シ ョンの 現状

カ リフォ ル ニア 州 の郡 、 市、 その他 公 共 施 設 のEDPの ア プ リケ」 シ ョ

ンは、 大別 す 為 とV次 の よ うに な る。以 下 の ア プ リケ ー シ ョンの うち、.(2)

の公 共 的 サ ー ビス へ の適 用例 が最 も進 ん でお り、 ほ ぼ完 成 され て い る。(3)、

(4)の教 育医療 問題 は現 在重 要 なテ ーマ と して ク ローズ ア ップ され 、'シス テ

ム化itl'漸次 左 され つつ あ る。(1)、(5)の 地域 計 画 、 環境 問題 は 現在 カ リフナ

ル ニア州 にお い て も開発 中 で あ り今後 の 重要 な 課 題 とな ろ う。

(1)地 域 計 画 へ の適用 例

(2)公 共 的 サ ー ビス(社 会 福 祉、 犯罪 、 財 政 、 …… …etc)

'③ 教 育問 題 〃

(4)医 療 問題 〃 ・tt

(5)環 境 問題 〃

地 域 計 画へ の適 用 例 の うち、 代 表 的 な ものは 、 サ ン ホ セ 近郊 のサ ン タ

ク ラ ラ郡 で あ る。

こ こでは、IBMの サ ン ホセ研 究 所 と、 共 同 開 発 で、 地 図情 報 を基 礎 と

した、 人 口、 収 入 … ……etcの デ ー ダ ・・ペ ース を完 成 し、 そ れ に基 づ き、

地 域 的 な経 済 予測 、 人 口予 測 を行 なっ てい る。 これ に よっ て、 サ ン フ ラン

シズ コ湾 の湿 地 帯 の土地 利 用 計 画、 農 村 地域 の都 市 化現 象 に対 す る対策、

生 活 レベル の低 い階 層 に対 す る低 賃 金 アパ ー ト対 策、 都市 の拡 張政 策、 レ

ク レニ シ ョン施 設 、 公園施 設 等 の 設置 エ リアの確 保 等 々の将 来 計画 の 指針

を得 て い る。

この他 に も、 サ ク ラメ ン トの地域 計 画Agency等 では、 将 来 の土地 利用

計 画 、交 通 輸送 計画 のた め に計 算 機 を活 用 して い くこ とを計 画 中で あ る。

こ こでは、 サ ン タク ララ郡 と同様 に、 デ ー タ ・ペ ース をそ の 中核 に して、
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シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ル を運 用 させ る こ とを計 画 して い る。

公共 問題 へ の適 用 例 と して は、 サ ンホ セ近 郊 の サニー ベ ール市 、 ロス ア

ンゼ ルス近 郊 のサ ン ガ ブ リエル バ レーの王～lunicipalDataSystem(M.

D.S) t、オ レ ン ジ郡 、 サ ンベ ル ナ ン デ ィ ノ郡 、サンジィエゴ郡 が代 表 的 で あ

る。

サ ニ ーベ ー ル市 は、 人 口約10万 人 の市 で パ ロアル トに あ る計 算 セ ン タ

のIBM370/155(2000KB).を タ イ ム シェア リング で使 用 し

、て い る。 こ こで行 なっ て い る主 な業 務 はい

(1)ユ ー テ ィ リテ ィ計 算(2)'給 与、 雇 用 計 算(3)消 防、 警 察

(4)・ ビジネ ス ライセ ン ス ⑤ 設 備管 理 ⑥ 在庫 管理(7)一 般 会 計

(8)図 書 管 理 …… …etcで あ る。

これ らの業 務 はIMSを 使 い相 互 に連絡 して い るデー タ ・ベ ース を 中核

に して、 遂行 され る。 又 この他 に もCJI'C、CLETS、PIN、 … …

等 の犯罪 防 止 シス テ ム(詳 細 は、 各 論 サニ ー ベ ー ル市 を参 照 の こ と)が あ

り、 車 の盗 なん、 逮捕 の参 照 等 が ネ ッ トワー ク の端末 を介 して即 時 サ ー ビ

ス され る。

サ ン ガ ブ リエル バ レー の江DSは 、13の 市 が 互 い に資金 を供 出 し合 っ

て計 算 セ ン タ ーを設 置 し、 計 算機 の共 同 利用 を してい る点 が 特 徴 で あ る。

ζ ζで行 なわ れ てい る業 務 は、

(1)市 の 一般 会 計 業 務(2)下 水 道 等 の 公 益事業

(3)警 察 関係 の統 計 業務.㈲ 都 市 計 画 業務 の4つ で あ る。

こ こに於 い て も、 サ テ[べ 「 ル市 と同様 、.デ ー タベ ース は、 相 互 に連絡 さ

れ て お り、 入 力 の僚 とん どは各 市 の端 末 か ら行 な われ る。

オ レン ジ郡 は、 人 口約1510万 人 で カ リフナ ル ニア第2の 郡 で ある。
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こ こで行 なわれ て い る業 務 は、(1)予 算 管理 ② プ ログ ラム予 算別 の

費 用計 算(3)固 定 資 産 評価(4)図 書 館 の 図書 貸 出管 理

・等 であ り、 予算 管 理 に はPPBSを 採 用 してい る。 この他 に も未 成年 者

の犯 罪 シス テ ム等 が 完備 して お り、 逮 捕 状 の シス テ ム も現 在 計画 中 で あ る。

この オ レ ン ジ郡 で は、1970年 に セ ンサ ス局 で 開 発 した、ACG-D・I

MEを 使用 し、 地 図 の形 体 で、 各 種 デ ー タの 密度 分 布 を 出 して い る こ とは、

注 目に値 しよ う。1・ …ii

サ ンペ ル ナ ンデ ィノ郡 で は(1)土 地 ・建 物 の財 産 評価 を 行 な う財産 評

価 シス テ ム ② 社 会 福祉L(3)選 挙(4)医 療(5)道 路 の 状態 の管理

を行 な う道 路 シス テ ム(6i予 算 付実 績 把握 等 の業 務 を行 なっ てい る。

サ ンデ ィエ ゴ郡 に おけ る主 な業 務 は(1)固 定 資 産 シス テ ム(2)社 会

福 祉 シス テ ム(3)給 与(4)ス ピLド 違 反(5)予 算 シス テ ム(6)選

ミ:

挙(7)固 定 資産 評 価 シス テ ム 等 で あ り

固 定 資 産、 社会 福 祉 、 選挙 、 ス ピー ド違 反 等 の シス テ ム は、 す べ て オ ン

ライ ン で1.R.を 行 な うこ とが で きる。

全 般 的 に公共 的 サ ー ビス の分 野 での特 徴 を挙げ る と次 の よ うに な る。

(D予 算管 理、 予算 編成 シス テ ム はPPBSを 採 用 して い る所 が 多 い。

(2)ほ とん どの システ ムが オ ン ライ ンの端 末 を利用 して お り、 端末 か ら

の デ ー タ入 力、 レポ ー トの ア ウ トプ ッ ト、1.・R.等 の 照会 業 務 が定

着 して い る。

(3)給 与 シス テ ム、設 備 管 理 シス テ ムは 、 一－re会計 シス テ ム と、 デ ー タ

ベ ー ス と して結 合 して お り、AIS(AccountingInfor旭tion

System)が 完 成 して い る よ うに見受 け られ る。

(4>住 民 の福 祉;':選 挙、 犯罪 防 止、 消 防 等 の、 住 民 に密着 した シス テ
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ム化 が 着 々 と進 め られ、 これ らの シス テ ムは、 デ ー タベ ース と、して結 合 さ

'合 され つつ あ・る。`J,IL,,1.、 ・ ・t.tl .

教 育 問題 の適 用 例 と しては、 サ ク ラメ ン ト地 域 教 育 シス テ ム、 州 政 府 の

教 育 局 の シス テ ムが挙 げ られ る。

サ ク ラメ ン ト地 域 教 育 シス テ ム では、 生 徒 の 出欠 管理 、 成 績管 理 、'先生

の給 与計 算 等、EDP化 で き るほ とん どの範囲 を計算 機 で行 なっ て い る。

州 政府 の教 育 局 で は、 サ ク ラメ ン ト地 域 教 育 シス テ ムか ら、 デ ー タを も ら

いそ れ に基 づ い て、地 域 的 な教 育 予算 の配 分、 予 算対 実 績 管理 を オ ン ライ

ンでDS2を 使 用 して行 なっ て い る。

医療 問題 の適 用例 と しては、 サ ンボ セ近郊 の 丁琶CヨNICON医 療 シス

テ ムが 代 表的 で あ る。/

こ こは、≡370/155、370/145を デ ュ プ レ ックス で使 用 し、

エ ル カ ミノ病 院 に対 して サ ー ビス を提 供 してい る。 この システ ムは 、 患者

の入 院 か ら退 院 にい た るすべ て の情報 をCRTを 介 して 扱らて お り、 デ ー

タ の入 力 は医者 が 直接 行 なっ て い る。

この他 に も、 州政府 で行 なっ てい る;ピIMS(MedicalManagement

System)は 、 健 康保 険、 社 会 福祉 の 医療 システ ムで あっ て、 ロス ア ンゼ

ルス に計 算 セ ンタ ー を設置 し、 カ リフすル ニア全 州 にサ ー ビス を提供 して

い る。

カ リフ ォル ニア におけ る 医療 システ ムは 、 住民 に対 す るサ ー ビス とい う

観 点 に立 っ て普 及 して お り、 住民 の社 会 福祉 の向上 に、 大 い に寄 与 して い

る。

環 境 問題 の適 用例 と して は、IBMの パ ロアル ト研 究 所 に於 いて大 気 汚

染 シ ミュ レー シ ョンモ デル(NewYork市)を 開発 して お り、環 境 管 理 に
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対 す る積極 的 な意 欲 が うかが われ た 。

カ リフォ ル ニア 州全 体 の ア プ リケー シ ョンの現 状 に対 す る特 徴 を挙 げ る

と、 次の よ うに な る。

(1)技 術的 に は、 カ リフ+ル ニ ア の シス テム化 は、 オ ン ライ ンの デー タ

入 出力、IRが 定着 し、 デ ー タベ ース シス テ ムが、 ほ ぼ 完成 してい る。

(2)地 域 住民 に対 す るサー ビス の提供 とい う、 社 会 福祉 、 犯罪 防止 の シ

ス テ ム化が 特 に秀 れ てい る。

(3)住 民 に関 す る あ らゆる 情報 が フ ァ イル に登録 されつつ あるので、プ ラ

イバ シの保 護 の 問題 は非 常 に 重要 となっ てい る。

5.4デ ー タ ・ベー ス の 開発 と利用 状 況

カ リフォ ル ニア 州 にお け るデ ー タ ・ベ ース の開 発 は、 ほぼ 完 成 の域 に達

した もの が 多 い。

各市 、 各郡 で開 発 さ れ たデ ー タ ・ベ ース は、 大部 分 が

① 土 地 利 用

② 世 帯

③ 収 入

④ 人 口

⑤ 雇 用

の5種 類 か ら構 成 され て い る。

各 デ ー タ ・ベ ース は、 街路 番 号 単位 、 セ ンサ ス トラック単位 に登 録 され た

X-Y座 標 で結 合 されて お り、 今 後 は、地 図 情 報(mapping)と の結 合

が 問題 となっ て い る。

サ ンボセ 近 郊 のサ ン タク ララ郡 に おい て は、 既 に地 図情報 との結 合 を完
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成 して い る。.・1.lt

こ こ で は 、 上 記 の デ ー タ ・ベ ー ス を 利 用 して2250デ ィ ス フ'レ イ 端 末

か ら、(1)地 域 予 測 モ デ ル(2)産 業 配 分 モ デ ル(3>世 帯 数 、 商 業 地 区

の配 分 モ デ ル の3種 類 の シ ミュ レ ー シ ョン ・モ デ ル を、 呼 び 出 し実 行

さ せ 、 地 域 経 済 、 人 口予 測 を 行 なっ て い る 。

ロス ア ンゼ ル ス 郊 外 の サ ン ・ガ ブ リエ ル ・バ レ イ のMunicipalDate

System(M.D.S)で は 、13の 市 が 資 金 を 供 出 し合 っ て 、 計 算 機 に よ

る オ ン ラ イ ン'・ シ ス テ ム を 完 成 して い る 。

こ こ で は 、 各 市 は 、 中 央 の 計 算 セ ン タ ー に 在 る各 自 の デ ー タ ・ベ ー ス を

端 末 か ら、 検 索 し、 レ ポ ー トの 作 成 を す る こ とが で き る。 各 市 は 、 相 互 に

必 要 な プ ロ グ ラ ム を 端 末 か ら、 利 用 す る こ とが で き、 プ ログ ラ ム の 共 有 化

を して い る。

これ に よっ て プ ロ グ ラ ム 開 発 の 重 復 投 資 を 避 け る こ とが で き る と共 に 、

共 同 利 用 の メ リ ッ トを 出 して い る 。

こ れ らの シ ス テ ム は、GIMS(GeneralizedInformation

51anagementSystem)に よ っ て サ ポ ー トさ れ て い る 。

サ ン ホ セ の 近 くの サ ニ ー ベ ー ル 市 で は 、 パ ロア ル トに あ る 、 計 算 セ ン タ

ー を い タ イ ム シ ェ ア で 利 用 し、 端 末 か ら、 デ ー タ の 入 力 、 レ ポ ー トの 出 力

'を 行 な っ て い る 。.・ 川

こ こ で は、・給 与 、 固 定 資 産 、 設 備 、 一 般 会 計 等 の 各 種 デ ー タ ベ ー ス を 、

用 途 別(例 え ば 、 マ ネ ー ジ ャ ー用 、 経 営 者 用 、 プ ロ グ ラ ム別 、 勘 定 科 目 別

… … …)に 作 成 して お り
、 そ れ らは 、IMS(Information班anage-・

mentSystem)で 結 合 さ れ て い る。 一

文 、 サ ン ・ベ ル ナ ン デ ィノ 郡 に於 い て は 、(1)選 挙(2)チ ャ イル ドケァー
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(3)社 会福 祉(4)病 院 に関 す るデ ー タベ ース が 開発 され て お り◎ 社会

福 祉 シス テ ム と病 院 シス テ ム との間 に料金 徴 収 に関 して有機 的結 合 が な さ

れ てい る。、叉、 チ ャ イル ドケ ア ー と病 院 シス テ ムに 関 して は、 オ ン ・ライ

ンの デー タ ・ベ ース が作 成 され て お り、 や は り、IMSで 結 合 され て い る。

この ように、 カ リフォ ル ニ ア州 にお い て はデ ー タ ・ベ ース が充 実 してお

り、 これ らの デ ー タ ・ベ ー ス を中核 に した、 オ ン ・ラ インの タイ ムシ ェア

リン グ ・シス テ ムが 普 及 してい る。tt,ttlい い:.

す なわ ち、 カ リフ ォル ニ ア州 に お いて は、IMS等 の汎 用 デ ー タ ■.ベー

ス ・シス テム を使 用 した デ ー タ フ ァイル の有 機 的 結合 が 成 さ れ てお り一 般

的 に、 デ ー タ と プ ログラ ムが 独 立 して い る。 この傾 向 は計 算機 の共 有化 、と

も相 伴っ て、 今後 、 ます ます 盛 ん に な る と考 え られ る。

日本 の地 方 自治体 のEDP化 の遅 れ て い る点 と して

(1)'ED'P化 とい う点 か らは、 ま だ、 集 中 パ ッチ処理 の段 階 で、 デ ータ

ベ ース、 オ ン ライ ン シ・スデ ムま で達 して い る もの は、 ほ とん どない。

(2)各 自治 体 が、 独 自に システ ム開発 を行 なっ て拾 り、 計 算 機 の共 同利

用 等 に よる、 プ ログ ラ ムの共 有 化 は行 なっ て い ない 。

の2点 が挙 げ られ よ う。

前 述 した よ うに、 カ リフ ォル ニ ア州 と、 日本 の発 展 形態 の 相違 とい う本

質 的 な差違 もあ るが、 「デ ー タ ・ベ ース を 中核 と した、 共 同 利用 方 式」 は、

日本 の地 方 自治 体 の シ ス テ ム化 に とっ て、 大 きな課 題 とな ろ う。

t

5.5.,・.EDP化 推進 の特 徴 と問題 点;

5.5.1ニ ー ズ の把 握

カ リフナ ル ニ ア州 におけ るEDP化 推進 の特 徴 のひ とつ は、 先ず ニ ー
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ズ の把 握 に始 ま り、 ニ ーズ の優 先 順位 に従 っ て システ ム開 発 を進 めて い

くとい う、 ニ ーズ ・オ リエ ンテ ッ ドな ア プ ロー チ が と られ て い るこ とで

∴ある。 完.・・'

この ニ ーズ把 握 とい うの は、 サ ン タク ラ ラや サ ンク ラメ ン トにみ られ

る よ うに、 住民 個 人 の 目標 や価 値観 か ら出 て くる 個人の 問題 を、 環境 を

同 じにす る多 くの人 々の コ ミ ッテ ィ共 通 の問題 と して と らえ、 コ ミッテ

ィ共 通 の 目標 を実 現 す るた め に市 や郡 といっ た地 方 自治 体 の役 割 が あ る

とい う考 え方 に基 づ くもの で あ る。

こ う した ニ ーズ の把握 はい 市 民 が選 出 した議 員 との対 話 や、 政 策 策 定

の際 の 公聴 会 や投 票 を通 して住 民参 加 の形 で行 な われ て い る。

市 や郡 の職員 の役 割 は、 コ ミュ ニ テ ィ に関す る情報 を収 集 ・分析 して、

ニ ーズ把 握 に基 づ く問題 解 決 の た め の複 数 の 代替 案 を提 案 す る と共 に、

採 用 さ れ た解決 法 の 遂行 に協 力 す る とい う考 え方 が徹底 して 澄 り、、コ ン

ピュ一一タは この た めの有 効 な ツール と して 認識 され てい る。']C

この よ うなボ トムア ップ方 式 の ニ ーズ 把握 の 特 徴 は、・単 一 の 市 や郡 レ

ベ ル で は解決 の で きな い土地 利用 、 雇 用、 交 通 、 公害 問題 とい・うた広 域

的 問題 の解決 に あた っ て も、 更 に顕 著 に現 われ て いる。 ・:.

例 え ば、 サ ンタク ララ郡 では、 各 種 広域 的 問題 につい て、 郡 と全 市 の

代 表 で構成 さ れ るVoluntaryな 委 員 会 を設 置 し、 具体的 な問 題 か ら取

りあげ なが ら合 意 に達 す る こ との で きる ものにつ いては、 強制 力 の あ る

Mandatoryな 特 別 区 と して立 法 化 を進 め て い くこ とに成 功 しつ つ あ る。

このMandatoryな 特 別 区 とい うの は、 州 政府 か ら補 助金 を引 き出 す こ

とが で きるの で あ る。

ま た、 サ ク ラ メ ン ト郡 にお い て も、6つ の郡 と17の 市 の代 表 で構
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成 され るサ ク ラ メン ト地 域計 画 委 員会 が あ り、 交通 問題 を 中心 に同様 の

活 動 を行 なり て い る。

ま た シ ステ ム 開発 に際 して も、 ニ ーズ優 先 の 考 え方 が徹 底 して い る例

と して、 サク ラ メン ト郡 の 日DP利 用 の マ ス タ ・プラ ンを作 成す る際、

シス テ ム諮 問委 員 会 が、取 りあげ る開 発 プ ロジ ェク トの決 定 に あた り、

単 にEDP化 が 容 易 で あ る とい う理 由で は な く、 住 民 の切 迫 した ニ ーズ

を優 先 して優 先 度1～4を 決 め、 シス テ ム開 発 部 門が 中心 となっ て フィ

ー ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィを行 な う とい う方 式 を とっ てお り、 こ う して決

定 した優 先度 の高 い シス テ ム と して病 院 管 理 シス テ ムや地 図 情 報 シス テ

ム といっ た 社会 シス テ ムが 挙げ らた てい る。

サ ンデ ィ エ ゴ郡 に おけ るEDP化 推進 の場 合 も、 原 則 は先 ず 住 民 の ニ

ーズ を尊 重 し、 住民 に最 も便利 な形 で郡 の行 政 業務 が 処理 され る こ とを

建 前 と して い る。 した がっ て コ ン ピュ ー タの各 利用 部局 に対 して も、E

DP部 門 か らオ ン ライン化 の 効果 に対 す るデ モ ンス トレー シ ョン な どを

行 な い 。 ユ ー ザ 部 門 の 自発 性 を刺 激 して シス テ ム開発 の具 体化 を進 め

て い る。

また オ レン ジ郡 にお・け る シス テ ム 開発 の 進 め方 は、 ユ ーザ 部 門が 積極

的 に参加 す る こ とを建 前 と し、 運 営委 員 会 の議 長 には ユ ー ザ部 門 の長 が

あ た る こ とが義務 づけ られ て い る。

この よ うな シス テ ム開発 の形 態 を とっ て い る例 は枚挙 に い とまが な い。

日本 にお い て もこの よ うな委 員 会形 式 の シ ステ ム開発 方式 が 採 用 されれ

ば、 日米 間 の住 民参 加 の歴 史 や 習慣 に相 違 は あ るが 、 こ う した委 員 会 の

場 を通 して、 住 民 と職 員 との 間 の対 話 や、EDP部 門 と各 利 用 部 局 との

対 話 を行 な うこ とに よっ て、 よ リユ ーザ ・ニ ーズ の把握 が進 む の で はな
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いだ ろ うか 。

3。5.2-EDP利 用 にお け る基 盤 の広 さ

我 々が 訪 問 した地方 自治 体 は、 コ ン ピュ ー タの利 用 とい う面 で は比 較

的 後発 で あ る とい うこ とで選ん だ の で あ るが 、 しか し同 じ地 方 自治 体 を

取 りあげ て 日米 間の 比較 を行 なっ て み る と、 コ ン ピュ ー タ利 用 の 水準 に

は格 段 の差 が 存在 して い る こ とが感 じ られ た 。

具 体 的 には 、先 ず リモ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリを含 め オ ン ライン方 式

が一 般的 な利 用形 態 で あ る とい うこ とが あげ られ よ う。 しか も、 この オ

ン ラ イン化 の レベ ルが、 いつ で もど こで も情 報 入 手 が で き る問合 せ 応答

形 式 のほ か に、遠 隔地 か らの 直接入 力 を可能 とす るデ ー タ ・エ ン トリの

た めの手 段 と して採 用 さ れ て い る と ころ ま で進ん でい るこ とで あ る。

こ う した 、 高 度 の利 用形 態 をサ ポー トす る コ ン ピュ ータ ・システ ム と

して は、 例 え ば、 人 口135万 人 で カ リフナ ルニ ア州 で3番 目に大 きい

サ ン ジィエ ゴ郡 で江、IB瓢370/155(786KB)と370/

145(512XB)と の2台 の大型 コ ン ピュ ー タを導 入 し、更 に20

モ ジーz－ル に のぼ るIBM3330大 容量 デ ィス ク を設 置 して い るが、

これ は他 の郡 で もほぼ 同 じ よ うな利 用 形態 で あっ た 。

この よ うな 高度 の利 用 形 態 は、.コD.P.部 門 にお け る予 算規 模 が 前述 の

サ ン ジ ィエ ゴ郡 で は郡 の総 予算 の1[.1～1.4%で あ り、 ま た カ リフ ナル

ニ ア州 におけ る市 のEDP部 門 に対 す る投 資 の平 均 は 市の 総 予算 に対 し

2.2%で が る とい うこ とで納 得 が で き よ う。 日本 にお いて は、 ほ とん ど

の 市 や県 にお い て、 この 比 率 が まだo.5%に も達 して い ない。

この よ うなEDPに 対 す る投 資 の 日米 間の格 差 は、 基本 的 には 人件 費
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の格 差 に よる もの と考 え られ るの で、 日本 に おい て も賃金 の上 昇 に伴 い、

コ ン ピュ ー タの利 用形 態 も高 度 化 してい く もの と考 え られ る 。

また サ ン フ ラン シス コ南 郊 のサ=・・一ペ イル市 は 、大 白約 ・10万 人;'市め

職 員400人 程 度 め 小 ざ な市 で あ るが 、 コ ン ピュー タの高度 な利 用形 態

に よる効 果 を手 に入 れ るた め に、 コ ン ピュ ータの 自己導 入 で は な く、市

の総予 算 の2%を 投 資 して、 商 用TSSを 利 用 して い る。

この よ うにオ ン ライ ンやTSSが 発 達 して い る他 の理 由 と しては、 電

話 回 線 が 自由に使 用 で きる とい う背景 も考 え られ るが、 日本 に おい て も

安価 で簡 単 に使 用 で きる回 線 の 提供 が 、 オ ン ライ ン化 推 進 の基 本 条件 で

あ ろ うび つ'

'カ…リフ ナル ニ ア州 におけ る £DP利 用 の推進 の 要因 と して忘 れ ては な

らない のが、 シス テ ム開発 にお け るマ ネ ジ メ ン トカ の強 さ で あ る。

我 々が訪 問 したEDP部 門 で、 最 も熱 心 に説 明 して くれ た入 ば、 専 門

の担 当者 でぱ な く・DP部 門 の トップで あっ た。

彼 らは デ ー タ ・プ ロセ シ ング の分 野 での経 験 が 豊 富 で、 しか も他部 門

に対 す る政 治 力 もあ る よ うにみ うけ られ、 日米 間 の マネ ー ジャ の相違 を

痛 感 させ られ だ 。

ユ ーザ 部門 の熱 意が、 プ ロ ジ ェク トの成 功 の た めの 必 要条 件 で ある こ

とを 力説 す るEDPマ ネ ジ ャ ーが多 く、例 えば サ ンデ ィ エ ゴ郡 の= 一コル

ス 部長 は、 利 用 部 局対 応 に 担 当SEを 充 て、 各 部 局 の動 向 を常 に把 握 す

る よ う努 力 させ た り、 ジ ョブ ・ス ケ ジュ ー ラは各利 用 部 局 との 調整 が 重

要 な業 務 なの で高 い 地位 を与 え る な どの配 慮 を行 なっ て い る。

この よ うな 財政 規 模 の大 きさや マ ネ ジメ ン トカ の強 さ といっ た 自治 体

内の基 盤 の深 さ の ほか に、 カ リフ ナル ニ ア の地 方 自治 体 を と りま ぐ外 的
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基 盤 の広 さ も、EDP化 推進 の 大 きな特 徴 であ る。

す で に述 べ た ご と く1、カ リフナ ル ニァ 州 に は高 度 の エ レク トロニ クス

産業 や航 空宇 宙 産 業 が 発達 し、 多 くの優 秀 な技 術 者 が軍 関係 の ビッグ ・

プ ロジ ェク トの建 設 に あたっ て きたが 、軍 需産 業 の後退 に伴{へ こ う し

た人材 が軍 関係 の プ ロジ ェク ト管 理 技 術 と共 に政 府 機関 に流 入 して きて

い る影 響 も見 逃 せ ない。

オ レン ジ郡 にお け る、 シス テ ム計 画 書 や 工程 標 準 化の た めの ドキ ュ メ

ンテ ー シ ョン、 あ るい は プ ロジ ェク トの 日程、 マ ンペ ワ一等 の 予実 算 管

理 の技 術 は そ の好 例 で あ る。

ま た州 内 に は 多 くの優 秀 な大 学 ・研 究所 や ソフ トウエア会 社 といっ た

知識 集 団 が あ り、 これ ら外 部 機 関へ の研 究 ・開 発 の委 託や 、汎 用 ソフ ト

の導 入 を容 易 に行 な うこ とが で きる環境 にあ る とい え る。

更 に州政 府 が 主宰 す る 「EDPに 関 す る行 政機 関連絡 委 員会1も 、 新

しい シス テ ム の開 発 や標 準 化 といっ た 問題 につ い て、郡 や 市 の 間 で情 報

交 換 を行 な う機 会 を提 供 し、二 重 投 資 の 回 避 や開 発期 間 の短 縮 を通 じて

日DP化 推進 の役 割 を は た して い る。

5.5.5シ ステ ム 開発 の特 徴

FyDP北 を 推進 す る うえ で、 最 も重 要 か つ国 難 な課題 の一 つ と して シ

ス テ ム開 発 の 問題 が あげ られ る。 カ リフナ ル ニア 州 の地 方 自治 体 におけ

る シス テ ム開発 の 進 め方 につ いて は3.2で もす で に述べ た が、 こ こで は

そ の特 徴 につ い て ま とめ てみ た い。

(1)シ ス テ ム開発 の体 制

郡 政 府 レベル での シス テ ム開発 は、 多 くの優 秀 なス タ ッフ を抱 え て
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自己 開発 を行 な'って い る と ころが多 く、 日本 に比べEDP部 門 の ス タ

ッフは相 対 的 に高 給 で、 昇格 の道 も開け てい るた め、 専 門技 術者 と し

て の誇 りを もっ て シス テ ム開発 に取 り組ん で お り、 モ ラール が非 常 に

高 い こ とが 特徴 的 で あ る。 ま た 已DP部 長 の地位 も高 く、 新 しい シス

テ ム開発 にあ た っ て は、 ユ ーザ部 門 との 共同 開発 の た めの 運営 委 員会

の場 を とお して、 専 門 家 と して強 い リ一夕1シ ップ を発揮 してい る。

但 し、 新 シス テ ム開 発 の プ ロポ ーザ ルは、 必ず ユー ザ 部門 が提 出 し、

この 中 では費 用 効果 分 析 な どが行 なわれ て い る こ とが必 要 条 件 となっ

て い る な ど、 ユ ーザ部 門 の=一 ズの裏 付 け をベ ース に して 』ヨDP化 を

進 め てい るこ とは3.5.1で 述 べ た とお りで あ る。

ま た市 政府 の レベ ル に お いて は、 必 ず しも 自己開発 の た めの スタッフ

を充 分抱 え るだ け の余裕 が な いた め、 シス テ ム 開発 を外 部機 関 に委 託

してい る ケ ース も多 い。 例 えば、 プ ≡ 一ベ イル市 では商 用TSSセ ン

タ に委 託 した り、 州 政府 、 祁 政 府 等他 の政 府 の ネ ッ トワー ク に参 画 し

た りして い る。 サ ン ガブ リエル バ レーのMDSの よ うに、13の 市 が

資金 を供 出 しあっ て 共同 利 用 セ ンタ を設立 し、 ユー ザ委 員会 に よっ て

シス テ ム開発 に つい て は ソフ トウ エア会社 に委 託 して い る ところ もあ

るσ

この ように容 易 に外 部機 関 を利 用 で きるの も、3.512で 述 べ た よう

に、 カ リフ ォ ル ニ ア州 のEDP判 用 の基 盤 の広 さを証 明す る もの で あ

ろ う。

(2)標 準 化 と ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン

シス テ ム開 発 に おけ る第2の 特 徴 と して、 開発 の 手 続 きが 標 準化 さ

れ、 しっ か り した ドギ ュ メ ンテ ー シ ョンに よっ て プ ロジ 土:ク ト ・マネ

一-34一



ジ メ ン トが 行 宏 わ れ て い る こ とが あ げ られ る 。

プ ロ ジ ェ ク ト選 定 か らイ ン プ リメ ン テ ー シ ョ ン ま で、 シ ス テ ム 開 発

は 通 常 長 期 間 を 要 し、 場 合 に よっ て は 多 くの シ ス テ ム 変 更 が 発 生 して

くる た め、EDP部 門 は 最 も計 画 性 の 要 求 さ れ る 部 門 の ひ とつ で あ る。

オ レ ン ジ郡 を 例 に と る と、 計 画 及 び 情 報 管 理 課 と して10人 の 要 員

抱 え 、 標 準 的 手 続 き の 評 価 ・開 発 等 を行 な っ て お り、 す べ て の シス テ

テ ム 開 発 は こ こ で 作 成 したStandardandProcedurel・1・lanua1に

従 っ て 実 施 さ れ て い る 。

これ に よる と シ ス テ ム 開 発 は 次 の7つ の フ ェ ー ズ に 分 け て 進 捗 管 理

・が 行 な わ れ る 。

(i)9ystemPr'opds・altt・ ・,

(ii)Management・ReviewAuthorizati.on・'・:/・ 二

(iii)SystemDesignピ

棚SystemTest

MConversionandImplementation

Wi}Operationa1

(,ti}PostImplemenいtioReview

ま た こ の フ ェ ー ズ は 更 に 綱 か な ス テ ッ プ に 分 け られ 、 費 用 、 日程 、

マ ン パ ワ・,←等 に 関 す る 予 実 算 管 理 が 実 施 さ れ て い る。

こ の よ『う な プ ロ ジ ェ ク ト管 理 技 術 の 影 響 が 大 きい と考 え られ る が 、

一 方 契 約 べ ー ズ で 仕 事 を 進 め て い ぐ とい う ア メ リ カ入 の 生 活 慣 習 や 国

民 性 とい っ た 背 景 に も裏 付 け さ れ て い る も の で あ ろ う。

(3)着 実 な積 上 げ 方 式

-`シズ テ ム 開 発 に お け る 次 の特 徴 は
、 ニ ー ズ の 高 い も の か ら順 次 取 り
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あげ なが ら、 先 ず や っ二てみ て評価 し改善 して い く とい う、 積極 的 か つ

現 実的 なア プ ローチ で あ偽 。

例 えば、 コン ビュ ー・タ ・'シス テ ム に対 す る投 資 とい う問題 におい て

は、 コス トの か か るオ ン ラ イ ン ・シス テ ムや効 率 が よ くな い とい われ

るIMSに よるデ ー タ`・ベ ースが採 用 され、 ま たMARKIV'の ような

ソフ トウエア が よ く売 れ て い る とい うこ とな どは、 必 要 な ものは どん

どん 取 り入 れ て い くとい う積極 的 なア ブ 占一 チの好 例 で あ ろ う。

多 くの地 方 自治 体 は共 通 的 な機 能 を持 っ てお り、新 しい シス テ ムの

開 発 に あたつ て は、 類 似 の シス テ ム に関す る情 報 を求 め て積極 的 な情

報交 換 が行 なわ れ て い る。 しか し、 実 際 に開発 され るシ ステ ムは、他

で開発 され た シ ステ ム を参 考 に しな が ら も、 個 々 の ニ ーズ に あわせ た

独 自な もの が 多 く、 これ も着 実 な積上 げ を 目指 す結果 で あ る といえ よ

う。='

こ う した シス テ ム開発 の進 め方 も、 サ ン ジ ィエ ゴ郡 にみ られ る よ う

に、 「複雑 な シス テ ム の 開発 に新 し已 技 術 を適 用 す る」 よ うな危 険 は

お・か さ ない とい う現 実 的 な もの で ある。

このほ か 、 デ ー タ ベ ース の 蓄積 が地 道 なが ら積 極 的 に進 め られ て い

るのが 印 象的 で あっ た。

デ ー タの収 集、 デ ー タ:,ベ ース の メ イ ンテ ナ ンス は非 常 に労 力 のか

『か る もの で ある が
、 正 確 で整 合 性 の高 いデ ー タ ・ベ ース な しには、 よ

いア ウ トプ ッ トを入 手 す る こ とは で きな い。 地 図情 報、 教 育情 報 福

祉 情報 等 のデ ー タ ・ベ ー スが着 実 に積 上げ られ 、 意 思決 定 のモデ ル と

結合 した システ ムが 実現 し よう と してい る。

日本 にお い て は、 長 期 計画 に基 づ く体 系 的 な ア プ ローチ が と られ、
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多 くの プ ロポ ーザ ルが 提拙 さ れ てい る炉 、 特 に コス ト.面での つ まず き

な どか ら、 とか く計 画 倒 れ に終 る こ とが多 ぐ、 カ リフォ ル ニ ア に おけ

る着 実 な積 上 げ 方式 は大 い に参 考 に な る もの と思 わ れ る。

5.5.4共 同 利 用 に つし、て

カ リフォルニア におけ るEDPイ ヒ推進の背景 と して共同利用 の問題 を

忘 れ ては な らな い。

人 口10万 人 程度 の 小都 市 サニ ーペ イル市 は、 わずか な投 資 で オ ン ラ

イ ン ・シス テ ムの メリ.ットを手 に入 れ るた め に、 コン ピュ ニ タの 自己導

入 を行 な わず 商 用TSSを 利 用 して い るが、 更 に積 極的 な共 同 利 用 方式

を採 用 してい るのが サ ン ガ ブ リエル バ レーのMDSで あ る。

こ こで は、 ロス ア ン ゼル ス近 郊 の、 人 口1万 人 か ら12～3万 人 の

20の 小都 市 のCity班anagerが 集 ま り、 コ ン、ピュ,「.タが ど¢).ように

市 の業務 に利 用 で きるか につ い て討 議 す る こ とか ら始 っ た。

結 局 は、 い ず れ も 自己 導入 が で き ない13の 市 で 資金 を供 出 しあい、

オ ン ライン に よる共 同 利 用 システ ム を完 成 させ たの で あ る。 これ に よ・っ

て、 プ ログ ラム開発 の重 複 投 資 を避 け、 各 市 は、 一般 会計 事 務 や 料 金計

算等 の行政 業 務 を 中心 とす る プ ログ ラムの共 有化 を行 なっ て ら る。 市 会

議 員 のSoper氏 に よる と将来 は市 の統 合 を通 じて広域 的 な政 府 を 目指

して い る とい うこ とで あっ た。 , ..,

ま た、 サ ク ラメ ン トや サ ンジ ィエ ゴな どではい 市 の業 務 の一 部 を郡 の

利 用 部局 と同様 の立場 で コ ン ピュー タを利用 して処 理 して お り、一 種 の

共 同利 用 形 態 を とっ て い る もの とい え よ う。

多 くの郡 に おけ るコ ン ピュー タの 運用 形 態 は一 種 の共 同利 用 といっ た
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考 え方 をベ ース に しで お り、tiン ピュ 一夕 の利 用 部局 とEDP部 門 とは契

契 約 ベ ース で仕 事 が 進 め られ て い る。例 え ば サ ンベ ル ナ ーデ ィノ郡 で は、

リ ソー ス管理 課 を置 い て、 各 利 用部 局 か らの依 頼 業務 の処理 コス トを把

握 し課 金 を行 なっ てい る し、 サ ンデ ィ エ ゴ郡 で は予算 的 には課 金 は 行 な

ン,てい な いが、 ジ ョブ ・ア カウ ン トを各 利用 部 局 に年14回 送 狩 し」,ヨ8

分月 間、 毎 月、 毎 日サ イク ル の ジ ョブス ケ ジュ ー リング を とお して調整

を行 なっ てい る。

このほか 、 サ ク,ラ メン トの地 域教 育 デー'タ処 理 セ ン タは、18の 郡 に

ま だ塗 る52の 学 校 区 に対 し契 約 ベ ース で サ ー ビス を提供 して い る一種

の共 同利 用計 算 セ ン タで あ る。教 育 システ ムのEDP化 効果 の測 定 は容

易 では な いが 、 こ こで は各 ユ ー ザ に対 す る ア ン ケー トに よ リシス テ ム評

価 を実施 し、 ユ ーザ側 か らの仕 様 変更 要 求 には 柔軟 に対 処 してい る。 ま

た カ リフナ ル ニ ア州 内 の各 デ ー タセ ン タ間 で は、 年6回 連絡 委 員 会 が定

期的 に開 催 され、 シス テ ム化 の計 画 な どに つ い て 緊密 な情 報交 換 が行 な

われ て い るの が特 徴 で あ る。

この よ うに、 カ リフォ ル 三 ア にお い て共 同利 用 が 発 達 してい るのは、

TSSな ど容 易 に利 用 で きる環 境 に あ るこ とが考 え られ、 日本 にお いて

も、TSSの 普 及 と共 に プ ログ ラム とデ ー タ の独 立が 進 み、 コン ピュ ー

グや プ ロ グ ラム、 デ ー タベ ース の共 同利 用 が進 む もの と考 え られ る。 し

か しなが ら、 一般 的 に 日本 人 は 自分 で もの を持 ちたが る傾 向が あ!り、 契

約 ベ ース で仕 事 を進 めて い くア メ リカ人 と比 べ る と、 そ の背景 と しての

国民性の相違 撫 祝 しえ ない・ 艮

、こ い
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5.5.5コ ス ト意識 につ い て

EDP化 推進 の最 後 の特 徴 と して は、 日本 に比 べ徹 底 した コス ト意識

に基 い て、 シス テ ム開 発 やEDP運 用 が行 なわれ て い る こ とが あげ られ

よ う。', 、1.・'『'・、1∵ ・

た び たび 述 べ た よ うに、 サ ニ ーベ イル市 では、 コ ン ピュー タの 自己 導

入 を行 なわず、 商用TSSや 他 の政 府 の ネ ッ トワーク シス テ ム を活 用 し

て、 安 い政 府 作 りに徹 してt]o"り、最 も特 徴的 な適 用 業務 が、PPBSと

結 合 した財 務 会計 シス テ ムで ある とい う亡.とに象徴 されて い る。

コ ン ピュー タの 導入 に あた っ て も、 州 政府 や オ レン ジ郡 の リプ レー ス

計 画 にみ られ る よ うに、 ベ ンチ マ ー ク ・テ ス トを実 施 して 機 種決 定 を行

な うのが 一般 的 な傾 向 で あ る といえ よ う。

また人件 費が 相 対 的 に高 騰 してい くた め、 サ二 一ベ ィル 市 で は キ ーパ

ンチ ャ を まっ た く使用 してお らず 、 サ ンジ ィ エゴ郡 に赴 い て も、 将 来 デ

ー タ ・エ ン'ト リをす べ て オン ライ ン化 す る布石 と しーて、EDP部 門 に は

キー パ ン チ ャ を置 かず、 すべ て利 用 部局 側 に任 せ て い るのが 、 印 象 的 で

あっ た。

シス テ ム開 発 の二 重 投 資 を避 け るた め に、 前述 の共 同利用 の 考 え 方 と

も相 まっ て、 「行 政 機 関 連絡 委 員会 」や、 「カ リフば ル ニァ、、郡 デ ー タ

処理 協 会 」rMIX(鍍etropolitanInformation⑤xchange)」 な ど

の機構 を通 じて情 報交 換 や 技 術交 流 を積 極 的 に行 なっ て い る。

このほ か、 コ ン ピューータの 運用 面 では 、 訪問 先 の ほ とん どが24時 間

運 転 を行 なっ てお り、 きめ細 か な稼 動 状 況 の 把握 に基 いて課 金 あ るい は

間接 費把握 を行 なっ て い た 。

しか しこ う した きめ 細 か な原価 把 握 の 反 面、 行 政 のProductiVi'ty
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とい うこ とが問題 にされ、社会 システムの開発 の効果 は、む して過勾・評価 さ

価 ざれない よう注意 しなければな らない とい う考え もでている。

5.5.6プ ライ バ シ の保 護

EDP利 用 の発 展 に伴 っ て、 大き な問題 となっ て きた の が、 プ ラ イバ

シ保 護 の問題 であ る。

カ リフ ォル ニ ア州 政府 で は、 現 在使 用 して い る47台 の コ ン ピュー タ

を漸 次 リプ レ ース して5大 セ ン タに 統合 しよ う とい う計 画 を進 めて い る

が 、 ここ で も住 民 の プ ライ バ シの保 護 の 問題 が 重 要 テ ー マ と して取 りあ

げ られ て い る;統 合 推進 者 の意 見 では、 分 散 され て い る住 民情 報 が統 合

され て、 監 視 すべ きセ ン タめ 数 が 少 な くなれ ば 、そ れ だけ 住 民 の注 目を

集 め るこ とに な るため プ ライバ シがお か され る危 険性 が 減 少す る とい う

話 であっ た 。

ま た別 の 意 見 では、 た とえ情 報 を物理 的 に一 ケ所 に集 中 した と して も、

州 の各 々の利 用 部 局 か らア ク セス で き るデ ー タの 種類 は 限定 され て お り、

ソ フ トウ エア的 に キ イを かけ る こ とな どで セ キ ュ リテ ィは確 保 され る と

い うこ とであっ た 。

サ ク ラメ ン トの地域 教 育 デー タ処 理 セ ン タ に蓄積 され て い る学 生 の成

績 等 のデ ー タ の場 合 には、 その参 照、 更新 、 追 加 は教 育 区 の委 員 長以 外

の 人 間 に対 して は禁 止 さ れ てい る こ とで、 プ ラ イバ シの保護 が 保 たれ て

い る。

また各地 方 自治 体 にお い て も、 住 民 に 関す る デ ー タ ・ペ ース の整備 が

進 むにつ れ、 プ ラ イバ シの保 護 の 問題 は重 要 な問題 となっ てお り、 「行

政 機 関連 絡 委 員会 」 にお い て も今 後 の重 点 テ ーマ の ひ とつ と して あげ ら
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4.今 後 の 課 題

一 ま と め 一

日本 と米 国 カ リフナ ル ニア 州 とで は、 そ の歴 史的 背 景、 行 政 制度 上 の相 違 、

或 いは 行 政機 関 お よび そ の構成 員 の組 織 権 限、 立 場 の 相違、 社 会 的 ニ ー ズお

よび そ の ア プ ローチ把 握 の前 提 的 要件 の相 違 等 が あ り、 一 概 に両 者 の比 較 に

よ り、 そ の在 り方 につ き論 断 を下 す こ とは可 成 り危 険 な一 面 を有 す る こ とに

もな ろ う。

加 え て、 本 件 調査 チー ム ・メ ンバ お よび 調 査 研 究時 間 の制 約 等 か ら、 調査

事 実 お よび討 議 の結果 を客観 的 に取 纏 うて、 一 つ の 意 見 提 案 に結 び つけ

る こ とは極 めて 困難 で あ るが、 コン ピュ ー タ利 用 の高度 化 の観 点 に立 っ て、

敢 え て 今後 の 課題 として校 訂す る こ とが 望 ま しい点 を指摘 す れ げ次 の通 りで

あ る。

〔1〕

(1)

コ ン ピュ ー タ利 用環 境 の外 的 整 備 へ の提 案

国 お よび地 方 公共 団体 等 に於 け るコ ン ピュ ー タ利 用 促 進 に対 す る共

同 政策 策 定 お よび シス テ ム 開発 の た め の公 的機 関 の設 立

(Intergovernmenta130ard)

我 国 に於 け る国 ● よび公 共 団体 に於 け る ハ ー ド面 の コ ン ピュー タ利

用 は、 概 ね 普 及段 階 を終 り、 ソ フ ト面 で も大 量 事 務処 理 のた め の利 用

シス テ ム の開 発 は一 応 の 目的 を果 して お り、 夫 々次 のス テ ップへ如 何

に踏 出す かが 大 な り小 な り共 通 の悩 み となっ て い るのが 現 状で あ りな

が ら、 個 別 に そ の解決 に努 め て い る様 で ある。

然 るに、 公 害、 都 市交 通 、 医療 お よび教 育等 何れ の面 で も、 その 間
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題 は広域化 しつつ あ り、必然的 にそれ等の問題解決 へのアプ ローチお
1.1,

よびそあシステム開発への順 と しては・広域的体制詫 び水平的思

考 を と らざ るを得 まい 。 叉、 大 容 量 化 す るハ ー ドへ の対 応 且 つ 、 高操

業 を維持 して経 済 効 率 をお さ め る要 もあ り、 ス タ ッフの 多面 的 活 用 か

ら見 て も情報 交 換 を始 め と して コン ピュータ利 用促 進、 シス テ ム開発

の共 通 の討 議 の場 が 必要 と認 め られ る。

ここで、我 々 と しては各 省 庁 、 都 道府 県、 市 町村 お よび 場 合 に よっ

ては 住民 代 表 を も入 れ た行 政 機 関 連 絡委 員会(lntergovernmental

Board)の 設 立 を提 案 した い。

② コ ン ピュー タ共 同 利用 セン タ の設 立

コ ン ピュー タ利 用 ニ ーズ の広 域 化、 コン ビ ⇒一夕 自体 の大 型 化、 高

能 率 化 に対応 して、 そ の 重複 投 資 の防 止、 高操 業度 の維 持、 部 門採 算

の 明 確化 の 観点 か ら見 て、 共 同 利 用 セ ンタの設 立が 望 まれ る。

我 国 の[部 では コ ン ピュ ー タ部 門の独 立 に よ り、 そ の採 算 の分 離把

握 が 試み られ ては い るが、 その 根 底 に は寧 ろ労 務管理 の分 瑳 の要 か ら

来 た もの が 多 く、 利 用 面 で の 多用 化 は殆 んど行なわれてお らず、単 純事

務 計算 作 業 の一 環 と して の計 算 セ ン タに於 い て、 狭 義 の共 同 利 用 が 見

られ る に過 ぎな い。

勿論 、 共同 利 用 セ ン タの設立 の 前提 にば、 共 同利 用者 間 の相 互 信 頼

を基 本 と して デ ー タの 整理 、 シス テ ムの共 同 開発、 オ ン ライ ン の発 達

各 自の プ ライ バ シの保 持 等 の問 題 が 多 く伏 在 してい る こ と も事 実 で あ

ろ う。

この面 で、 サ ン ・ガ ブ リエル ・バ レーのMDSや オ レ ン ジ郡 の在 り

方 な どは良 き例 と して挙 げ られ よ う。
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③ 先 発 シス テ ム に関 す る情 報 の交 換 一 シス テ ム ライブ ラ リーの 推進

米 国 で も開発 の ベース は 自主開 発 に あ る こ とは 勿論 で あ るが、 一 方

で シス テ ムの 巨大 化 に伴 い、 そ の 開発 コス ト負 担 を若 干 で も引 下 げ る

た め に、 相互 に シス テ ム開 発 に関す る情報 の交 換利 用 が 活発 に行 なわ

れ てお り.、また、 約90%と もい われ る シ ェア を有 す るIBMが そ の

バ ック に あっ て、 シス テ ム ・ライブ ラ リを形 成 し、 そ の 推進 に大 い に

役 立 っ てい る点 も見逃 せない 事実 で ある。

日本 では 「地 方 自治情 報 セ ン ター 」 で シス テ ム ライブ ラ リが 試 行 さ

れ て い るが、 そ の規模 ・効 果 の 面 で は、一比 較 すべ くもな い小規 模 に止

ま り、 且 つ、 各 ユ ー ザ側 の理 解 ・認識 は 極 め て低 い とい うこ とで あ る

が、 両 国 間 の 種 々の立場 の相 違 もあろ うが 、 今 少 し長期 的観 点 に立 つ

' ・た検 討 が な され て 然 るべ きか と思 わ れ る。

こ ういっ た シス テ ム開発 の相 互 援 助 ある いは ネ ッ トワーク は、 行政

機 関,一 大 学 研究 所 一 ψ企 業 といっ た 系列 で も可成 り一 体 的 に活発 に

行 なわ れ て お り、 とか く形 式 的 な連携 に終 り勝 ちな 日本 の実 例 に対 し、

反 省 を促 す 面 を多 く存 じて い る。

〔∬ 〕

(1)

コン ピュ ー タ利 用環 境 の 内 的整 備 へ の提 案

コ ン ピュ ータ の利 用 は飽 ぐ迄 総 合 的価 値 決定 の一 片 に過 ぎな い こ と

コン ピュ ー タの利 用契 機 に、 コ ン ピュ ー タが そ こに あ るか ら、 ある

い は何 等 かの 勉強 のた め に利 用 す る とい う実例 が 可成 り多 く見受 け ら

れ る 一 い わ ば、 物理 的 な コン ピュー タ に引ず られ て、 コンピ ュ ー タ

の利 用 を図 る面 が 否定 出来 ない 現 実 と して存 す る。

上 記 の現 象の 誤 りは極 め て基 本 的 な こ とで幼 稚 です ら あるが 、結 果
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的 に そ こに落 ち込 ん で い る の であ る。

従 っ て、 公 共 シス テ ムの 開発 に 当っ て は、特 に先づ コ ン ピュー タか

ら離 れ て、 何'が最 も公 共 的 に また社 会 的 に必要 な価 値 と して求 め られ

て い るの か、 そ の た め に は ど うす れ ば 良 いの か、 そ の為 には コン ピュ

ー タの利 用 が ど う して も避 け られ ない の か、 一 即 ち、 極 論す れ ば、

コン ピュ ー タ利 用 は人 間 に とっ て 最 後 の手段 とす ら考 え て も良 い もの

で あ る こ とを、 今 一度 原点 に立 ち帰 っ て しっ か り考 え 直 す こ とで あ る。

今 回 の調査 討 論 の過 程 で多 く聞か され だ ひコ ン・ピュ、一 夕は人 間 を月

に 送 るこ とは 出来 た が、 入1ri〕を幸 せ に・した もの では ない"㌔ どい う言 葉

に端 的 に表 わ され て い る と思 われ る。

(2)コ ン ビ=一 ・タ化 の成 否 如 何 は、 システ ム開発 に於 け るニ ーーズ の把 握

は も と より、 フ ィ ジ ビ リテ ィ ・ス タ デ ィへ の事前 検討 が 充 分 で あっ た

か 否か に懸 っ て い るこ と

ニ ーズ の把 握 は トップ ダ ウン的 な もの とボ トム ア ップ的 な プ ロセ ス

の両 面が 考 え られ るが 、 公 共 的 な シス テ ム開 発 では ・9トムア ップ的 な

ニ ーズ把 握 と ユー ザ ・オ リエン テ ッ ドな発 想 が よ り尊 重 され、 加 え て、

フ ィジ ビ リス タデ ィを 充 分重 視 せ ねば な らな い。

そ の ため に は、 公 的機 関、 メ ー カ、 エー ザ(住 民)等 を加 え て、夫

々 の立 場 の 事 前 調整 を 可及 的 広 汎 に且 つ時 間 を かけ て行 な うこ とが必

要 で ある。

そ の顔、 実 質.上の リー ダ とな るEDP都 門 の トップの マ ネー ジカ の

強 さ が、 裏 腹 と して求 め られ るの は 当然 であ り、 米 国 で は そ の面 での

多 くの成功 の実 例 を示 して い るの は既 述 の通 りであ る。

然 るに、 日本 の場 合 の シス テ ム 開発 寸、 動 もす れ ばEDP部 門 だ け
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での トップ ダ ウ ン的 発 想 に よる面 が強 く、 そ れ に反 してEDP部 門 の

ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン トカ か よび ス タ ッフの 弱体 が指 摘 され ない で も

な く、 この辺 の 環境 整 備 ヵ洗 づ急務 と考 え られ な いで もない。

(3)コ ン ビ=.一一タ化 へ の経 済 性 の意 識 の弓靴 の要

新規 成 長 とい う過 程 、 量 的拡 張 とい う使 命 を帯 び る もの にあ り勝 ち

な こ とで は あ るが、 コン ピュー タ化 は、採 算 性 よ り先 づ普 及拡 大 …

い わば乗 り遅 れ まい とす る考 え方 が あ るのは 一概 に批難 し得 な い。

然 しなが ら今 日の 日本 に於け る コ ン ピュ ー タ化 は、 既 に質 的 消化 拡

大 を問 う段 階 に あ り、 従っ て よ り厳 し く採 算 性 、 コス ト意識 の導 入 確

立 を図 るべ き もの と思 われ る。

然 らば、 何 を もっ て経 済 性 が あ るか 否 か は、 公共 的 シス テ ムの場 合

に は、 特 に定 量 的 に把握 し難 い もの で あ る。

然 しなが ら、 少 く共、 公 共 シス テ ム は予算 措 置 に裏 付 け され る以上、

予算 組 成 の適 正 化(質 的)、 予算 内 で の実 績達 成(定 量)、 お よび 住

民(ユ ー ザ)か らの評 価(定 性)を そ の尺 度 と して考 え るのが 妥 当

で あろ う。

なお、 米 国 に於 け る 包DP予 算 の構 成 が、 全 事業 予 算 に対 し3%前

後 を 占め る とい われ るの に対 し、 日本 で は ま だ コ ン マ以 下 で あ り、 そ

の構 成 に於 い て比 す べ くもないが 、 今後 飛躍 的 に 日本 で もEDP投 資

額 の増 大 が 予 想 され る今 日で ある だけ に、 そ の経 済 性の 意 識 の強化 育

成 も極 め て重 要 な もので あ る。
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〔1〕 サ ク ラ メ ン ト 郡 役 所

◎ 訪問先

◎ 訪問日

◎ 所在地

◎ 面接者

County・ofSacramento

昭 和48年1月8日 、9日

Rm30-A827SeventhSt`County

AdministrationBLDG.Sacramento,CA.

。Mr.No'rma・n .・E、.To・ 合teDi・rectorSystem&Data

Processing.De-p.t・..

。Mr.WarrenH.Ha・r ,ada,ChiefSystem&Data

ProcessingDept-'一 『

1郡 の 概 要

サ ク ラ メ ン ト郡 は 、 面 積990平 方 マ'イ ル 、y・・入 口約63万 人 と 小 じん ま

り と し て お り、 中 心 の サ ク ラ メ ン ト市(州 都)は 面 積92平 方 マ イ ル(郡

の 約10%)、 人 口 は25万 入(同 約40%)で あ る。 郡 の1972年 度

年 間 予 算 は240百 万 ドル で 、 う ちEDP部 門 の 予 算 は1.7百 万 ドル で 、

総 予 算 に 占 め る 割 合 は 約0,7%で あ る。 尚 、EDP部 門 は 、 現 在145入

・の 人 員 を擁 して い る
。 、

2コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 お よ び 稼 動 状 況i

(1)当 初 はIBM360/301台(196.・8年10月 導 入)で あ っ た が 、

現 在 は、IBM360/40とIBM370/145の2・ 台 で バ ッチ 処 理 を

行 っ で い るbこ の2台 の コ ン ピ ュ ータ(夫 々256Kバ ■,・ト)はShared

Libraryで つ な が れ 、 ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュ ー リン グが 効 率 良 く行 わ れ て
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い るo・t ttt、 ぺ

(2)常 時2～4本 の マ ル チ ジ ョ ブ が 行 わ れ て い る に もか か わ らず 、 多 種 の

業 務 が コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ て い る.の で、1日24時 間 の フ ル 稼 働 と い う

状 態 で、 と れ を3シ フ トで まか な って い る。 ,'

(3)利 用 者 は 郡 役 所 内 の26の 部 局 とサ ク ラ メ ン ト市 で あ る。 な お サ ク ラ:

メ ン ト市 は 独 自 で は コ ン ピ ュ ー タ を持 た ず 、 郡 の 部 局 と 同 じ扱 い で 共 同

利 用 に 参 加 し て 蒙 り、 コ ン ピ ュ ー タ 使 用 総 時 間 に 占 め る割 合 は15%と

な って い るo

、tli,,it,・:1::㌧'.:i.・11'

3適 用 業 務 お よ び シ ス テ ム 開 発 の 方 法 ・."・;

(1)現 在 ま で に コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ た シ ス テ ム と して は 、 給 与 計 算 を は じ

め 、 年 金 計 算 ・物 品 管 理 ・租 税 計 算 ・選 挙 人 管 理 ・.図書 館 ・福 祉 シ ス テ

ム等 約50、 現 在 開 発 中 の ツス テ ム ・と して は 、 固 定 資 産 税 の 評 価 シ ス テ

ム 、 財 政 管 理 シ ス テ ム な ど15余 り あ る。 こ の う ち 財 政 管 理 シ ス テ ム は 、

昨 年6月 よ り作 業 に 入 っ て い る も の で 、 予 算 の 編 成 お よ び 執 行 を 管 理 し

(PPBS)、 総 勘 定 元 帳 の作 成 ま で コ ン ピ ュ ー タ で 行 お う とす る もの

で 、 郡 と して は'最 大 の シ ス テ ム と な る。 ま た 司 法 執 行 の 分 野 で逮 捕 状 に

関 連 す る も の に つ い て は 、1974年1月 ま で に テ レ プPセ ッシ ング ・シ

ス テ ム を 完 成 す る予 定 に な って い る。 これ ら業 務 の コ ン ピ ュ ー タ 化 に は 、

従 来 外 部 の ソ フ トウエ ア会 社 を利 用 し た 例 はkく 、1、.すべ て 自 前 の ス タ・ッ

フ で これ を ま か な っ て い る。."iバ ・・9・ ・f'1

(2)従 来 、 シ ス テ ム開 発 に つ い て は 郡 全 体 の 立 場 か ら優 先 度 を 決 定 す る 機

関 が な く、 個 々 に 開 発 さ れ た サ ブ シ ス テ ム相 互 の 有 機 的 関 連 に も十 分 な

配 慮 が さ れ て い な か っ た 。 この よ う な状 況 に 鑑 み 、 サ ク ラ メ 冶 ト郡 は 、
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サ ン タク ラ ラ郡 、 リバ7サ イ ド郡vサ ンタ クル ツ郡 のEDP利 用 に 関 す

るマ ス タ ・プ ラン を参 考 に して、1970年SystemsAdviso .ry

Co㎜itteeを 設 立 し、 この委 員会 が 中・心とな?て サ ク ラ 〃 .ト郡 のE

DP利 用 に係 るマ ス タ ・プ ラン を1971年8月 に完成 した。 当 委 員会

は、① 財 政 ② 公 衆衛 生 ③ 司 法 ④ レク リエ≡シ ョン及 び地 域 開発 ⑤ 社 会保

障⑥ 運 輸 の6つ の小 委 員 会 に分 けら れ ・ 夫獅(ρ 小 委 員会 内部 で検 討 さ れ

た 開発 プ ロジ ェク トがSystemsAdviso・ry
、Co㎜ 姉t}eeKあ げ られ 、

郡 の 立 場 か,ら優 先 度(プ ラ イオ リテ ィ1～4)を 決 め る とい う仕 組 み に

なって い る。優 先 度決 定 に 際 しては、EPP化 が容 易 な もの を優 先 す る

とい うと とで は な く・住 民 の切 迫 した 二、一ズ を優 失 す る と～・うい わ ゆ る

ニ ーズ オ リエ ンテ ッ ドで あ る点 に特 色 が あ り、 優先 度 の高 い もの か ら

SystemDevelopment部 門 が 中心 とな っ て フ ィ ージ ビ リテ ィ ース タデ

ィ(コ ス ト/ベ ネ フ ィ ッ ト分 析)を 行L＼、 そ の結 果 が再 びSy話em勢

AdvisoryCommitteeVaW告 され 最 終 決 定 のは こび と な る。 尚 当 マ ス

タ ・ブ ラγ で、 開発 す べ き で あ る と決 定 され た シ ステ ムは全 部 で94の

多 き を数 え、 優 先 度 が1(最 も高 い優 先 度)の もの は病院 管 理 シ ス テ ム、

地 図 情 報 シ ステ ム をは じめ と して16あ げ られ て い る。

4EDP部 門の組織 と高い勤 労意欲

(1)組 織 図1.EDP部 門組 織 図

SistemsDevelopment

18名

AssistantDirector

1名

Technical

Service
12

System

Management
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(2)EDP部 門 の低 い離 職 率 の理 由1と し ては 次 の ものが考 え られ る。

イ.コ ン ピュ ータパ オ ペル ニシ とン部 門 とシス テ ムズ アナ リシ ス部門 と

の間 に入 事 の交 流 が あ る;即 ちオ ペ レー シ ョンを卒 業 して プ ログ ラ ミ

ン グを行 い 、 更 に は シ ス テ ム アナ リシ ス部 門 へ進 む道 が 開 かれ てい る

とい う こ と がEDP部 門 全 体 の モ ラ ル を 高 め て い る よ う に 思 わ れ る 。

ロ.外 部 か ら新 しい 人 をいれ る よ りは 、 内 部 の者 を優 先 し て 昇 進 さ せ る と

い う 政 策(Promotef三rQ王 η、Mthin)。=

ハ.し か も、EDP部 門 が 急 」*vrG大 き くな って き だ た め に 、 ポ ジ シ ョン

が 増 え 、 昇 進 の機 会 が 増 応 左 こ とo'

二.給 与 の 面 で も、 他 の 部 門 の公 務 員 並 み 或 は そ れ 以 上 の 額 を支 払 って

い る こ とo. ,tt't

5シ ス テ ム 開 発 に かSる 問 題 点.、

(1)貧 弱 な プ ラ ン ニ ン グ で ス タ ー トず ゐ ・こ とが 多 い こ と6

(2)EDP部 門 が 急 速 に大 き・くな りい:5七 か も 内 部 か ら の昇 進 を 第 一 と し て

い る た め 、 十 分 な 資 格 の あ る プ ロジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャ の 数 が 足 り な い

こ と。

(3)シ ス テ ム の イ ン プ リメ ン テ ー シ ョ ン ま で の デ ッ ドラ イ ン が 、 外 部 か ら

の 圧 力 で 非 現 実 的 な 線 で 決 ま る こ とが 多 い こ と。 ‥

(4)ユ ー ザ 部 門 は 毎 日 の 仕 事 に忙 し く、 シ ス テ ム 開 発 に つ い て 、EDP

部 門 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン が 十 分 で な い こ と。 こ の 件 に 関 し て は 、 ユ

ー ザ 部 門 の 教 育 を 今 後 充 実 して ゆ く予 定 で あ る。'
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6EDPに 関 す る 情 報 の 交 換

郡 関 係 の コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 程 度 の 差 は あ るが 、 そ の 対 象 業 務 に は 共 通

点 が 多 い 。 従 っ て 同 様 の シ ス テ ム を最 初 か らつ ぐ り直 す と い う二 重 投 資 を

避 け 、 先 発 の シ ス テ ム に 関 す る情 報 を 幅 広 く入 手 す る 目的 で、California

AssociationforCountyDataProcessingが 設 立 さ れ 、 年 次 大

会 の他 に シ ス テ ム と ソ フ トウ、エ ア の リ ス トが 定 期 的 に配 布 さ れ て い る。 ま

た 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 各 政 府 機 関 のEDP利 用 に 関 す る 標 準 化 、 整 合 性

等 の 問 題 あ る い は プ ラ・イノミツ イ の 問 題 を 衆 知 を 集 め て 解 決 す る と い う目的

の下 に 、IntergσvernmentalBoardonEDPが1968年 に 発 足 し

た 。Intergovem聴 ・ntall'Bea=rdは 一 種 の 諮 問 機 関 で あ り、 決 定 事 項

に 関 して は 強 制 力 が な い と こ ろ か ら、 限 界 も あ る が 、 プ ラ イ バ シ ィ の 保 護

等 に つ い て は 着 実 な 努 力 が 続 け られ て お.り 、 州 全 体 を網 羅 す る福 祉 情 報 シ

ス テ ム の 形 成 に も リ ーダ ー シ ッ プ を発 揮 し て い る。 そ の 他 コ ン ぜ ユ 一 夕 ・

メ ー カ を 中 心 と す る情 報 交 換 の 場 と して は 、IBMに よ・るMetropoli-

tanlnformationExchange(MIX)が あ り、 サ ク ラ メ ン ト郡 も こ

れ に参 加 して い る。MIXで は 、 年4回 の ニ ュ ース レ タ ーが サ ー キ ・チ レ イ

トさ れ 、 年 次 大 会 も行 わ れ る。1

以 上 要 す る に 、 各 郡 あ る い は 市 のEDP部 門 の情 報 交 換 は 我 が 国 の 場 合

よ り も相 当 進 ん で い る状 況 に あ る と い え よ うtJltt・t.、
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〔II〕サ ク ラ メ ン ト 地 域 計 画 委 員 会

◎ 訪 問先'

◎ 訪問 日

◎ 所在地'

◎ 面接者

SacramentoRegionalAreaP1・ ・a'nning

、Cor【iinission

昭 和4z,t.8・ 年1月8日

Suite622,926JBuildingSacramentぴ

California9518・ ユい4

。Mr .W.DonFarrimondRegionalPlanner

(:':・'… ㌧ 、

寸 サ ク ラ メ ン ト地域 計 画 委 員 会 の設 立 及 び 活動,

サ ク ラメ ン ト地域 計 画委 員 会 は、1965年1月 に、5つ の郡 と13の

市 に よ って設立 され た が、1966年 に は、 周辺 の郡 や市 を包 含 して、6

つ の郡 と17の 市 に拡 大 した。 この委 員 会 は、 当初 は、 任 意 参 加 とい う形

式 で 始 め られ た。 この委 員 会 の メ ンノミーは、 郡 と市 の代 表 に よって 構成 さ

池 る監 督 局 に よ って、 任 命 ざ・れ…で い るo

..二{

委 員会 の予 算 は、 当初 は、 連 邦 政府 か らの予算 が 、 殆ん どで あっ た。

1966年 に、tt土 地利 用"、"交 通 計 画"に 関 す る4年 間 を 目標 と し

た 研 究 が 始 ま・ったが 、 それ は 、:現在 な お、 継続 して い る。

こ の委 員会 は 、連 邦 、 州 、 地域 間 の問 題 に関 して 、広 い見 地 に立 って 、

地方 自治 体 にadvisory活 動 をす る こ とを、 主 と してk・ り、 強 制権 は、

も って い な い。 そ して 、 さ らに この委 員 会 は、 郡、 市 レベ ル では 、 解決 の

つ け られ な い、 地域 に ま た が る 問題 に 対 す る計 画立 案 の 義務 を負 って い る。

こ こで計 画立 案 す べ き問題 は、(1)土 地 利 用、(2)交 通 、(3)水 利 用、(4)下 水

処理 、(5)排 物 処 理 、(6)公 園、(7)雇 用 、(8)人 口、(9)家 、 ⑩ 環 境 問題 、 ⑪ 犯 罪、
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⑫ 経 済 、 等 の 広 い分野 に お よん でい る。

1,■,tl

2同 委員会 に おけ るデ ー タベ ー ス

1965年 に・ この地 域計 画 委 員 会 が 設立 さ れ た時 ・・Xva・ 計 醐 の デ ー

タ ・ベ ースの 重要 性 は 強 く認識 され て い た。

そ れ は 、 地 図 作成 、入 口 予測 、経 済 予 測 、 土地 利 用、 雇 用 、家 、 交 通 フ

ロ ーの問 題 に 必要 な デ ータ を提供 す るこ と で あ った
。

この委 員 会 の最 近 の傾 向 で は・ 次 の4つ の問題 が、 大 きな 目的 と な って

い る。

(1)有 効 なデ ータベ ースの作 成

(2)地 域 的土 地 利 用 、交 通 計 画の 開 発

(3)(2)の 問 題 に 関 して、 住 民、 政府 の賛 同 を得 るこ と

(4)人 的 資 源、 健 康 、 家 、交 通 、入 口、犯 罪 の よ うな地域 問 題 の解 決 の

援 助

これ らの4つ の 目的 の うち・ デ ータ ・べ ・ス嬉 ・最 も重 要 な問 題 で あb、

か つ、 そ の 他 の3つ の 目的 に も必 要 不 可 決 ζいえ る。

デ ータ ・ベ ース の重 要性 は、 州 政 府 、 お よび 連邦 政府 陥 も認 識 さ れ 、 そ

の 結果 、 州 の ハ イ ウェ イ 局、 連 邦 政府 のハ イ ウ ェイ局笠 も参加 し、交 通 フ

ロ ーの調 査、 家 庭 訪 問 、 そ の他 デ ータベ ース に 必 要 な情 報 の調 査 が な され

た。

過 去4年 間 に、 デ ータ ・ベ ース の調 査 に費 さ れ た額 は、85万 ドル以 上

に のぼ り、 そ の内、 サ ク ラメ ン ト地域計 画委 員 会 が38万 ドル、 州 の ハ イ

ウ活 イ局 が47万 ドル、 提供 して い る。 、, ..;

2年 前 の1969年 に、 この委 員 会 は、 デ ータベ ース開発 を組 織 化 し た。
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それ は、

(1)膨 大 な量 の地域 情 報 の更 新、 維 持 が 困難 に な った こ と。

(2)1970年 の国勢 調 査 の デ ータか ら、'入 口、 世 帯 、 収 入、 家 、'等の

膨 大 なデ ータが得 られ る こ と。 一.

(3)デ ータ管理 お よび利 用 に関 す る都 市 情報 ッス テ ム、・X、Y座 標 に よ

る コー ド化 、 計算 機 に よ る地 図描 写 、etcが 問 題 化 して きた こ と。

等 の ことが 生 じたた め で あ る。

そ の結 果 、1969'年 には、 デ ータ ・ベ ース の特徴 、 目的 、 基礎 概 念 に

関す る研 究 が 始 ま った の で あ る。

現 在 は、4年 計 画 の3年 目に当 た る。'∵1

この デ ータ ・ベ ースに よ って得 る、'利益 を途 べ る と次 の一よ うに な る。

(1)サ ク ラ メ ン ト地域 計 画委 員 会 の 、毎 年 の業 務 に 情報 を 提供 す る。

② 必要 情 報 を編 集 して、 州 の各 省 へ提供 す る。

3サ ク ラ メ ン ト地 域 情 報 シ ス テ ム ・.:.Jllこ,・ ∵

こ の 地域 情 報 シ ス テ ム は 、 当 初 は 、12の モ ジ ュ ー ル か ら構 成 さ れ て い'六

た が 、 現 在 は 、 再 編 成 さ れ て 、 下 記 の5つ の モ ジ=一 ル に な って い る。

(1)土 地 利 用 モ ジ ュ ー ル

(2)家"

(3)収 入 〃

(4)入 口 〃

(5)雇 用"

の 各 モ ジ ュ ー ル で あ る。 な お 、 最 初 の12の モ ジ ュ ール 間 の 関 係 は 図1に

示 す 通 り で あ る。
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これ らの各 モ ジ ュ ール に つ き、 概 略 す れば 次 の通 りで あ る。

(1)土 地利 用 モ ジ ュ ール

このモ ジ ュ ール は 、1968年 の航 空写 真 に よる土 地 利 用調 査 に基

づ いて作成 さ れ、 そ の後 、 郡 、 市 の 計 画 局に よ って若干 の 修 正 を受 け

て い る。将 来 、 固定 資産 情 報 と結 合 す る計 画 で ある。

(2)家 のモ ジ ュ ール

この デ ータ ・ペ ースは、1968年 の土 地利 用調 査 お よび、1970

年 の国勢 調 査 の2つ か ら作 成 さ れ た。 この デ ータ ・ベ ース の コ ー ドは 、

1970年 の国 勢 調 査 の地 理 上 の区 分 で構 成 され て い る。

この デ ータ ・ベ ース に よる第1の 目的 は 、各 家 が、 単 一 家 族、 複 数

家 族 か、 移動 性 の 家 族 か を調 べ て 、 管轄 区 別 の建 物 の建 築 許 可、再 開

発 等 の レポ ー トを 作成 す る こ とに あ るが、 将来 は 、以 上 の デ ータの他

に、 家 の構 造 上 の特 徴等 も加 え て、 財 産評 価 等 も行 う計 画 で あ る。

(3)収 入 の モ ジ=一 ル

この デ ータ は、 州 お よび連 邦 政府 の デ ータに よって、 毎 年 更 新 され

る。

この デ ータは 、 現 状 の所 得 分 布 の地域 的差 異 の評価 お よび、将 来 の

地域 別 の所 得 分布 の 予 測 等 に利 用 され 、更 に所 得別 の車 の 保 有 台 数、

旅 行 頻 度 等 の基 礎 デ ータ と な り、 交通 計 画 作成 の 際 に利 用 され る。

(4)入 口の モ ジ ュ ール

この デ ータ ・ベ ースは、 地 域 計 画単 位、 国勢調 査 の 最 小 区 分単 位 、

交 通 計 画 単位 の現 状 の入 口、 将 来 の入 口予 測 をす る際 に利 用 され る。

このデ ータは、 郵 便 局、 公 共 事 業 等か ら得 られ る。
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(5)雇 用 の モジ=一 ル

こ の雇 用 に 関 す るデ ータは 、 カ リフ ォル ニ ア州 の職 業安 定 局、 お よ

び 州、 連 邦 政府 等 か ら得 られ る。

これ らの デ ータは 、 小区 分単 位 に分 割 さ れ て、 保 持 され て い る。

以 上 の5つ の モ ジ ュ ールは、 す べて 地理 的座 標(X、Y座 標)に よ って、

基本 的 に、 結 合 され て い る。

この 地理 的座標 とい うのは、 地域 計 画単 位 、 国 勢調 査 の最 小 区 分、交 通

計 画 の最 小単 位 の複 合 体 で あ って 、原 則 的 には ・ 各 街路 の交 点 を(X・Y)

座 標 で表 現 し、 街 路 番 号 を登録 して い る。

この 地域 情報 シ ステ ム で は、連 邦 政府 に よって 開発 され た ・ACG-DIME

また はADMATCHを.使 い、 地 図 上 に、 以 上述 べ た5つ の データ'ベ ース を

プ ロ ッ トす る計 画 で あ る。

この地域 情 報 シ ス テ ム で各 計 画 に対 して提 供 され るデ ータは以 下 の と う

りで ある。

(1)地 域 計 画

交通 問題 入 口、 家 の デ ータ

ハ イ ウェ イ問題 人口、 家 、 雇用、 収 入 、 土 地 利用 の デ ータ

レクリエ ーション問題 … … ・""

水問題'人 口(将 来)、 雇 用、 収 入 、 土 地利 用 のデ ータ

家 問題 家族 、部 屋 数 、etc"

犯 罪 問題 入 口 〃

航 空 問題 人 口、 家 、 土 地利 用 〃

排 気 物 問 題 〃

一58一



(2)輸 送 計 画

経 済 問題 人 口、 雇用 、 収 入 等 の デ ータ

人 口 問題 〃

土地 利 用問題 〃

旅 行 のパ タ ーン… … … 〃

ete

5つ の モジ ュ ール 間 の 関係 度 合 は 、 図3に 示す通 りで あ る。
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〔皿〕 地 域 教 育 デ ー タ 処 理 セ ン タ

訪問先

訪問 日

所 在地

面接者

RegionaJ .EducationalDataProcessingCenter

昭 和48年1月9日

6011TolsomBlvdSaeramentoCalif95819

MrrRichard.W.HendersonDi.re,ctor

1デ ー タ ・セ ン タの 概要

カ リフ ォル ニア州 には 、郡 、 市 とは別 に、 教 育区 とい う もの が存 在 し、

これ は、 地域 的 には 、 郡、 市 と オ ーバ ーラ ップ して存 在 して い る。

今 回 調査 先 の地 域 教 育 デ ータ処 理 セ ン タ は 、18の 郡 を対 象 と し、 学

校 区 に す る と、52の 学 校 区 に相 当 し、 学 校 数 では、100の 学 校 に対 し

て サ ービス を提供 し てい る。

カ リフォ ル ニ ア州 に は、 全 部 で8つ の デ ータ処理 セン タが存 在 し、 各 デ

ータ セ ンタ間 の情報 伝 達
、 プ ログ ラ ム情 報 の交 換 は、 ス ム ーズ に行 なわ れ

て い るo

各学 校 区 に、各 デ ータ ・セ ンタ は、 契 約 ベ ース で、 サ ービス を提 供 して

お り、 各 デ ータセ ンタ間 に おけ る学 校 区 の奪 い あい も、時 には起 って い る。

デ ータ ・セ ンタ の 主 な業務 は 、 次 の2つ で あ る。

(1)小 学 校 か ら高 等学 校 ま で の学 生 の成 績 管 理 資料 、 出欠 ㌣ 理 資 料 の 提

出

(2)教 育指 導 上 、 必 要 な情 報 の 管理 、統 計 レポ ー トの提 出

.こ れ らの資 料 は 、教 育 区 単 位 、学 校 単 位 、 各 ク ラス単位 に提供 さ れ、 生

徒 の管 理 は もちろ ん の こ と、 先 生 、学 校 、教 育区 の教 育 指導 の 予 算 対 実 績
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も把 握 さ れ てy・ る。r-t't.'六 『f

こ こ.で 蓄 積 さ れ た 情 報 は 、 抽 出 さ れ て 州 の 教 育 局 へ 送 られ 、 州 の 教 育 局,

で は これ に基 づ い て教 育 区 別 ⑳ 教 育 投 資 の コ ス ド ベ ネ'フ ィ ッ トを得 る こ

と が で き、 教 育 関 係 で のPPBSを 行 っ て『い る。

ゲ ■タ ・ぜ ソタに 蓄 積 さ{れた デ ータφ参 照 、 更新 、:追加 は、 教 育区 の委

員 長 、以 外 の人間 に対 しては ぐ禁 止1されて 苦 り、・楕 報 の秘 密性 が保 たれ て

い る。

2デ ・一'9・ セ ン タ の 組 織 と 財 政'

(1)こ の デ ータ ・セ ンタ の組 織 は、 次 の よちに な:って い る6

t副 所 長

・ 所長 斗 ・'-

L教 育専 門 。ンサ ル タ ン ト__..2入

ス タ ヅフ'… …22入

:"・""所長 の下 にEDP関 係 の 副 所長 が お り
、 そ の他 に'く各 学校 区 と シ ステ

ム 化 の交 渉 に当 る教 育 専 門 コンサ ル タ ン トが2名 い る。

実 際 の開 発 は22名 の ス タ ッフが 行 ってい る。

この デ ータ`セ ンタは 、 サ グ ラメ ン ト郡 の教 育委 員 会 の下 に存 在 し、

このデ ー タ・センタの予 算 権 は、 教 育委 員 会 が 有 して い る。

こ の デ ータ ・セ シタ の運 営委 員会 は 、52の 教 育区 の代 表 か ら構成 さ

れ て お り、 そ の 委員 長 は 、 サ ク ラメ ン ト郡 の 教 育委 員 会 の副 会 長 が 兼任

し て い る。`ぷ ・'1'i'

こ の 運 営 委 員 会 の 主 な 業 務 を列 記 す る と、 次 の 工 うに な る。1+

.(1)新 規 の 教 育 サ ー ビス の 追 加 ・ ・^":・1
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(2)サ ービスの質 の向上

(、)新 抽 区 ∂i碗 鱈1'一"・'…11

(4)年 度 予 算

;、 ・zぷ'・ ・1'・

こ れ らは 、 す べ て サ ク ラ メ ン ト郡 の 教 育 委 員 会 に 提 出 さ れ る。

データ'センタで興 上の鵬 ㌍ セ卵 の連… 会をもち・

年6回 、 定 期 的 に開 催 され る。

と こで の 主 た る 目的 は

(1)デ ータ ・セ ン タ間 の情 報 交 換

(2)デ ータ'セ ンタ の シ ㌘ ム 化 調 の研 究

(3)ラ イ ン プ リンタ用 紙 の共 同購 入

等 々で あ る。

②

設隠 ∴ ∵ 漂 とは州の教育局を通じて紬 算で

現 在 は ・ 総 噸 の75%を 学 校 区 か ら の 財 源 で717ノ ミー して い る・

,.

す な わ ち ・ 生 徒 ・人 当b・ ・tll… つ6・
、.…,5..'ド 剛 価 を も ら つ て

い るo

・ ・,・,:こ

残 り の25%は 、 そ の 他 の 教 育 機 関 の仕 事 を す る こ とに よ っ て 、 対 価

を 得 て い る。

3デL夕 ・セ ン タ の 業 務 活 動

このデーで'セン瓢 約10万 人の雌 の7㌘ ル緋 ・7ア ・・レの

追加・更新測 除は・バ・チ醒 で行2三 いる・
,

・・万人の生鯨 芦 ・鋼 ぼ 号を もこ ている・轍 駆 間駒 こ

の 番 号 は、 異 るた め、 生徒 の転 校 、転 入 の場 合 は新 た に、番 号 を付 け な お
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す とい う不 便 さが あ る。

なisフ ァ イル は 、各 生 徒 別 に7年 間保 存 され て い る。

サ ー ビス活動 の 内容 は 次 の通 りで あ る。

(1)中 学 生対 象 の ス ケジ=一 リン グ、 出欠計 算 表 、 テス ト記録 、 点数 表 、

カ リフ ォル ニ ア ・ガ イ ダ ン ス等 の作成

(2)小 学 生対 象 の テ ス ト記録 、 出欠 記録 等 の作 成

(3)教 育区 、 地域 単 位 の学 生 個 々人 の 成 績 の履 歴 フ ァ イルの 作 成

(4)教 育区 に対 す る シス テ ム化 の 開発 研 究 の コ ンサ ル タ ン ト

(5)欠 席 が 多 い学 生 に対 す る両親 へ の通 知 表 の作 成

(6)給 与 、会 計 、 財務 等 の経理 的処 理

州 と して の統 一 テ ス トの成 績、 出欠 表 は、 マ ークセ ン ス カ ー ドに 記入 さ

れ 、OCRを 通 して計 算 機 へ 入 力さ れ る。

な お参 考 実例 と して出欠 表 を表1に 、 両親 へ 配送 す る通 知 表 を表2に 載

せ た。

以 上の サ ービスは、

(1)教 師 の ロ ー ドの 大 巾 に軽 減

(2)学 校 区毎 の学 科 の平 均点 、 及 び 分 散 を ファ イル す る こ とに よ る教 育

の質 的 向 上

等 の 直接 的 効果 を もた ら した が、 これ 以外 に も前述 した よ うに、 州 の教 育

局のPPBSの 基 本 と な る情報 の提 供 、 管理 資 料 の作 成 の よ うな副 次的 な

効果 を もた ら して い る。

使 用計 算 機 はHaneywe112 .2で 買取 りで あ る。 コ ア ーは65KBで デ

ィ スク は2個 、 テ ーt・プ6台 、etcで 構成 され て い る。

デ ータ量的 にみ て も、 さほ ど大 き な システ ム では な く、 中型 の シ.ステ ム
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と い え るo『'㌦}

オ ペ レ ーシ ョンは ・ デ ータ騨 の 頻度 が高 ・・た め2塒 間 稼 動 の3交 替

制 を採用 して い る。1哀r∴ 川V:1・ ・

一 般 的 に い って
、注 の!よう な教 育 シス テ ムのEDP効 果 の測 定 は、 非 常

に 困難 な もの で あ るが 、

(1)ユ ーザに対 す るア ンケ ー ト方式 に よる システ ム評価 の実施

(2)ユ ー ザ側か らの仕 様 変 更 等 の要 求 に対 す る配慮 己

(3)経 済競 争 原 理 の導 入 に よる前述 した よう な契 約ベ ース のユ ーザ 参加

な どの対応 策 を講 ず る ことに よって 、 シス テ ム を逐 次、改 善 して い くど い'

う非 常 に現 実 的 な ア プ ロ ーチ を と って い る と ころ に、成功 の大 き な要 因 が

あ る と考 え られ る。:1.・1

川

～
、'、

'

ttt、

パ

.〉

`{〆.㌦ ・ 川
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〔N〕 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政 府

◎ 訪 問 先(A)MedicalManagementSystemDepartment… …of9・

HealthCareServicesHumanRelations・ ・Agency

◎ 訪 問 ・日 昭 和48年1月10日'・ 「

◎ 所 在 地714PStreetSaeramento95814

◎ 面 接 者Mr.CharlesH.BriggsProjectDirectorl・ 一 一

◎ 訪 問先 θSenateRulesCo㎜ittee

◎ 訪問 日 昭和48年1月10日
.

◎ 所在地 一 一 一

◎ 面 接 者Mr.CharlesAubrey
　

◎ 訪 問 先(ODepartmentofGeneralServices

◎ 訪 問 日 昭和48年1月10

◎ 所 在 地915CapitolMallSacramento95814

◎ 面 接 者Mr.JackMillerDataProcessingOfficer
－

◎ 訪 問 先(励ElectronicDataProcessingControland

DevelopmentDepartmentofFinance

◎ 訪問 日 昭和48年1月11日

◎ 所 在 地1400TenthStreetSacramentoColif95814

◎ 面i接者Mr.KentH.GouldChicf

〔A〕MEDI-CAL・ マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

1MEDI-CAL

(1)MEDI-CALと は 、 医療 費の 高 騰 に よっ て 必要 な医 療 を受 け る ～二

とが で き な い カ リフ ォル ニ ア州 住民 に対 して、 医 療 補助 を行 う プ ログ ラ

－r68一



ム で あ り、1971年10月1日 に立 法 化 さ れ た
。

(2)MEDI-CALの 受益 者 は、

④ 現 在 、 州 か ら老 令 、 身体 障 害 者 、児 童 年 金 な どの生 活扶 助 を受 け て

い る人 々。

◎ ⑦ に は該 当 しない が、 所 有 財 産、 所 得 な どが一 定 の レベ ル以 下 で
、

医療 費 を支 払 う能 力 が ない とみ な ざれ る人 々。_.

の二つ の グ ル ー プで、 受 益 者 の総 数 は 約30'ぴ 万人 に上 ると云 われ る
。

2MEDl-CAL・ マ ネ ジ メ ン トPtシ .ス テ ム(、MMS戊

(1)MMSは ・ 州 の 依 頼 に よ って ・,・96・9年 に 行 われ2p
,。 キ ・ ド社 の 研

究 を基 礎 に、 州 と 保 険 会 社{パ シ ア イ ッ・グ ミ・ユ ー チ ュ ア ル
、 痴 ク シ デ ン

タ ル 、 カ リフ ォ ル ニ ア ウ ェ ス タ ン の 三 社)と の 共 同プ ロ ジ ヂ ク ト と して

遂 行 さ れ た 。

.t②'MMSの 目 的 と し て は、 従 来 σ 医 療 補 助 プ ログ ラ ム に あbが ち な

④ 必 要 で も な い の に 医 者 に か か り す ぎ る こ'と
..・一'

◎ 医 療 費 の 二 重 払 い
.言i・ 、

と い う二 つ の 問 題 を解 決 す る こ と で あ る。

(3)MMSの 概 要

MMSは 、 カ リ フ ォル ニ ア州 全 体 を 網 羅 す る もの で あ り
、 対 象 者 も

300万 入 が 予 想 さ れ る と こ ろ か ら、 先 ず プ ロ トタ イ プ の 郡 と して
、 サ

ン ジ ィエ ゴ と サ ン タ ク ラ ラ の 二 つ を選 び(両 郡 で の受 益 者 数 は 約30万

入)、 こ こ で の オ ペ レ ーシ ・ ン の 経 験 を参 考 に し て＼ カ リフ
.オール ニ ァ 州

全 体 に ま で ネ ッ トワ ー ク を 広 げ る と い う方 法 を 採 用 した
。 イ ン ブ リ・メ ン

ァ ー シ ョ ン の ス ケ ジ ュ ー ルは 、(次 頁 図)と な っ て お り
、,1・972年8
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ソ フ トウ ェ ア"∵ 用 地

デモンス トレーシ ョン 買 収

プ ロ ドタ イ プ

シ ス ア ム

デモ ンス トレーシ らン

lli・ ご_こ ∵1ミ ・:』

サ

ラ

MMSス ケ ジ ュ ー ノレ9∴

1

1972年4月3b目 1972年5月 ・∵ 197乞 年7月31日

サ ンディアゴ、サク

ラメン ト両 郡 に お

け る プロ トタイ

プオペ レーション

1972年8月1日

肋 らブ。1財 ゲ活 語 ・1シ三遠 酷 れ ている.MMSω 金床

.像 と して は 、 図4・('頗)・ の'よ うに 、30の ・1-'カ … セ 〃(L・6・1

rnpU∀ ・ndRevi。wC・nter-LIRC'rに タ ー ・ナ ル が 設 置 さ れ ・

夫 々 のLIRCか ら デ ー タ の イ ン プ ッ ドが 行 わ れ 、Pス ァ ン ジ ェル ス に

あ る ス ーバ ・セ ン タ ヘ ダ ィ レ ク ト ・ ラ イ ン で デ ー タ が 送 られ で 中央 の デ

ー タ ・ベ ースhs形 成 さ れ6;・'シ ろllテ1ム憾'喬 る。 従 っ て 、MED'1・ 』一・CAL

を 受 け よ う とす る人 は 、:夫 々 の 郡 のLIRCに 対 し て 必 要 な 手 続 き を 行

い 、LIRCは 果 して そ の 当 人 がMEDI二CALに 加 入 す る 資 格 が あ

る か に つ い て チ ェ ッ ク し 、 問 題 が な け れ ばLIRCの 端 末 機 か ら、 住所

・氏 名 ・ ソ シ ャ ル セ キ ュ リテ ィ ー番 号 等23の 項 目 に つ い て ゐ イ ン プ ッ

トを 行 う。

他 方 、 医 師 に つ い て の情 報 は 、 州 が 統 一 的 に 管 理 して い る の で 、'サ ク ラ

メ ン トか ら ま とめ て イ ン プ ッ トさ れ 、 個 々 の 治 療 に つ い て の 請 求 書 に は 、

患 者 の・氏 名 、 番 号 並 び に 医 師 の 番 号 が 添 付 さ'れ 、 最 寄 り めLIRCへ 郵

送 さ れ べ これ が セ ン タ ペ ダ イ レ ク トラ イ ン を通 っ て 送 られ て 、:セ ン タ に

・・あ るマ ス タ㌧ フ ァ イ・ル ど つ ぎあ わ さ れ、る 。
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尚、 医 者 にか か る頻 度 の異 常 に高 い患 者 、 あ るいは 治療 費 の妥 当 性 に 疑

い の あ る ものに つい て は別 途 調 査 を行 い、LocalPeerReview

Centerに よって結 論 が 出 さ れ る仕 組 み に な って い る。

以 上 の よ うなネ ッ トワ ーク を利 用す る こ とに よ り、通 常 の ク レイ ムに つ

い て は3～4日 、 問 題 の あ る ものにつ い て も30日 以 内 には 処理 さ れ る こ

とに な るoま た、 中央 のセ ン トラル ・フ ァ イル が整 備 蓄 積 され て ゆけ ば、

例 え ば年 令 別、 地域 別 の病 歴 が タイ ミン グ 良 く把 握で き る こ とに な り、 医

療 行政 に対 して も適確 な情 報 を提 供 で きる よ うに な る もの と期 待 され る。

ま た 全体 の シ ステ ム と して も、 入 手 の かか る もの につ いて は 地方、 デ ータ

の 蓄 積 お よび分 析 は 中央 とい う集 中化 と分 権化 の 両 方 の メ リッ トを ひ き出

そ うとい うシ ステ ムの 考 え 方 は 妥当 な もの と思 われ る。

〔B〕 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 議 会 に よ る教 育 デ ー タ ・ベ ーース ・ シ ス テ ム

1.-t当 ジ ス テ ムは、 教 育関 係 の立 法 に 必要 な デ ータを州 議 会 に提 供 す る こ と

を 目的 と した オ ン ライ ン ・ベ ースの マ ネジ メ ン ト・シ ス テ ムで あ り、州 の

上院 、 下院 双 方 の教 育 部 会、 州 の教 育 局、 上院 の リサ ーチ部 門、 レジ ス ト

ラ テ ィ ブ ・アナ リス トの5つ が ユ ーザ とな って い る。

2.デ ータ ・ベ ース と しては 、 各学校 区 毎(カ リフ ォル=ア 州 全体 で1,135)

に115の 項 目が ス トアさ れ て お り、 そ の内 容は 、 地域 表 示 、人 口、 社会

経済 指標 、 有 権者 数 な ど とな って い る。 この うち、 所 得 をは じめ とす る社

会 経 済 情 報 は 、 主 と して 国 勢 調 査 の結 果(磁 気 テ ー プで提供 さ れ る)を 学

校 区 単 位 に調 整 して イ ン ブ ン トして お り、 学校 教 育 に係 る諸 コス トに つ い

て は、 地域 教 育 デ ータ処 理 セ ンタか ら生 デ ータ を加 工 の上 収録 して い る。

尚、 有 権者 数 が デ ー タに入 って い るの は、 各 学校 区 の ス ーバ ・バ イ ザが 選
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挙 に よ って 選 ば れ る こ と に な っ て い るた め で あ る。

3.デ ー タ ・ベ ース の マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム と し て は 、SDCに よ る 「D

S-2」 を 使 用 し て い る。 「DS-2」 はCIS、MARKWと 同 じ く汎

用 デ ー タ ・ベ ース ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム で あ り、 オ ン ラ イ ン 用 の フ ィ

ーチ ャ も有 す る こ とか ら、 情 報 検 索 の み な らず 、 対 話 形 式 の シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン も多 く行 わ れ て い る。

〔C〕EDPセ ン タ 統 合 問 題

1.本 計 画 は 現 在 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政 府 が 所 有 し て い る47台 の コ ン ピ ュ ー

タ(IBM、RCA、 ユ ニ パ ック が 主 力)を 漸 次 リ プ レ ー ス して 、 最 終 的

に は5大 セ ン タ に 統 合 し よ う とす る も の で あ る。5大 セ ン タ は 、

① ビジ ネ ス ・ア ン ド ・サ ー ビ ス(BusinessandServices)

② 租 税 の 評 価 、 徴 収(Revenue)

③ 福 利 厚 生(HumanRelations)

④ 裁 判 、 司 法(LawEnforcement)

⑤ 州 立 大 学(StateColleges)

と い う5つ の 分 野 を個 々 に 受 持 ち 、 統 合 を通 じて 、 規 模 の 利 益 を確 保 し 、

コ ン ピ ュ ー タ利 用 に か か る経 費 節 減 を は か る と い うの が 本 計 画 の 第 一 の 目

的 で あ る。

2.5大 セ ン タ に ま で 一 挙 に 統 合 す る こ と は 技 術 的 に難 し い の で、 州 政 府 は

先 ず あ と1年 以 内 に シ ス テ ム 収 容 能 力 の 増 強 を 必 要 とす る 自動 車 局 を1ユ

ーザ とす る上 記 ① の ビ ジ ネ ス ・ア ン ド ・サ ー ビ ス ・セ ン タ を最 初 に と り上

げ る こ と と し 、 昨 年8月 下 旬 に コ ン ピ ュ ータ ・メ ー カ に対 し、 そ の 趣 旨 説

明 会 を 開 い た が(本 計 画 に 関 す る 資 料 は900も の 企 業 に 送 付 さ れ た)7
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づ δ コ…ン どユ:一夕 ・こメー カが入札 に応 じる とい う意 思 表示 を行 った 。

然 し な が ら統 合 の た め に 必 要 と さ れ る ハ ー ドウ ェ ア 及 び ソ フ トウ ェ ア の 構

成 、 セ ン タ の 用 地 の 広 さ 、 プ ログ ラ ム ・コ ンバ ー ジ ・ ンの コ ス ト、 統 合 に

要 す る 日数 な ど に 関 す るRFI(RequestforInformation)に 対 す

る解 答 を 、 本 年1月9日 の 〆 切 り ま で に 提 出 し た の は 、IBMグ ル ニ プ と

ユ ニ パ ック ・グ ル ー プ の 二 つ の み で あ っ た
。 一 方 議 会 に は 中 小 の ソ フ ト

ウ ェ ア会 社 を も こ の 統 合 事 業 に参 画 さ せ た い と い う意 向 が 強 い の で、 プ ロ

グ ラ ム ・コ ン バ ー ジ ・ ン の 過 程 で は 、IBMあ る い は ユ ニパ ッ ク が これ ら

業 者 とサ ブ コ ン トラ ク トす る 形 を と る こ と に な ろ う。

3.IBMお よ び ユ ニ パ ック か らの 申 し出 に よれ ば 、2セ ッ トのIBiVI370/165

お よ び2セ ッ トの ユ ニパ ック1108が 提 示 さ れ てtoり 、 州 の 財 務 局 が 入

札 公 開 前 に 準 備 し た評 価 な らび に 機 種 の 選 択 に か か るベ ン チ マ ーク ・プ ラ

ン に従 っ て3月 中 に 決 定 さ れ る由 で あ る。

4.セ ン タ の 統 合 に 際 し て は 、 現 存 す る プPグ ラム を そ の ま ま コ ン バ ー ジ ・

ン す る だ け で は な く、 標 準 化 を一 歩 押 し進iめ る た め に 、 言 語 はANS-C

OBOLを 主 体 と し、OSに つ い て は ス タ ン ダ ー ド とす る こ と が 要 請 さ れ

て い る。

5.現 在 、 州 は47台 の コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タ ル 代 金 お よびEDP関 係 の 人

件 費 と し て 年 間1億 ドル を越 え る 支 払 い を し て い る が 、 本 統 合 計 画 に よ っ

て 、 今 後5年 間 で コ ン ピ ュ ー タ ・レ ン タ ル 料 金 及 び 人 員 削 減 等 を通 じて 累

計1億5千 万 ドル の 経 費 節 減 が 期 待 さ れ て い る。

6.カ リ フ ォル ニ ア州 知 事 を 頂 点 とす る州 お よび 洲 議 会 か らの 統 合 計 画 促 進

上 の 問 題 点 と し て 、 先 づ 指 摘 さ れ る の はEDP部 門 の 人 員 整 理 を伴 う た め

CaliforniaStateIl}nployeesAssociationか ら の 激 し い 反 対 が
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予 想 ざれで い る ζ どは 住 民の プライバ シの 保 護 問 題.で あ.る:。EDPセ ン

,タの統 合 が果 し雪住 民 の プ ライバ シ の保 護 を 促 す こ とに な るか 否 か につ

い て は、 統 合 関係 者 は、 監 視す べ きセ ンタの数 が少 なけれ ば そ れ だ け プ ラ

イ バ シ が 蔚 か さ れ る 危 険 性 も少 く な るとい う意 見 で あっ た。 然 し乍 ら も

ちろ ん、 州 の天 々の部 局 か らアク セ ス で きる デ ータ の種類 は 限 定 され て お

、り、 必要 な キ イ.をか け る こ とな どで セキ ュ リテ ィ ーは確 保 さ れ て い るわ け

では あ る:ヵミ、t.tセンタ の統 合 が果 して先方 の い うよ うに、 プIP・:イパ シ の 保

護 に益 す るか ど うか に つい て は な お、検 討 の 余 地が あ る。

.i;:鱈'・

＼.

い

"

.
ハ

'

・{白
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〔V〕 サ ン タ ・ ・ク ラ ラ 郡 役 所

訪問先

訪問 日

所在地

CountyofSantaClara

昭 和48年1月12日

70W.HeddingSt

SanJoseCalifornia95110

。Mr .HowardWCampenCountyExecutive

。MW .EricCarruthersPrincipalPlanner

1概 要

サ ン タ ・ク ラ ラ 郡 は 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ湾 の 南 に あ り、 近 年 入 口 の 増 加

お よ び ス プ ロ ール 現 象 が 急 速 に進 ん で き て い る。 人 口 約120万 の う ちの

80%ま で が 、SANJOSEを 始 め 、PALOALTO、MOUNTAIN

VIEW,SUNNYVALE等15の 市 に集 中 して お り、郡 当 局 の 直轄 は残

り20%に す ぎない。 郡 役所 にお け る コン ビ=一 夕 の利 用 そ の もの につ い

て 高 度 な もの が 認め られ たが 、 今 回は 時 間 の制 約 も あ って 、 コン ピュ ータ

の利 用 者 とな る計 画部 門 に限定 して調 査 を行 な っ た もので あ る。

州 の 法律 の もとで は、 郡 と市 とは平 等 の立 場 に あ り、 多 くの問題 解 決 は

各 政 府機 関 の個 々の 活 動 に よ って推 進 さ れ る こ とは 可能 で あ るが、 しか し

急 速 な都 市域 の発 展 に よ って、 サ ン フ ラン シス コ湾 岸 開 発、 雇傭 ・交 通 ・

公害 等 の諸 方 面 で一 つ の行 政区 域 だけ では解決 で き な い広域 的 な問題 が 発

生 して来 て い る。

ω サ ン フ ラ ン シス ,コ湾 湿 地 帯の 開 発

偉 大 な るサ ン フ ラン シ ス コ湾 は今 や非 常 に危 険 な状態 に あ る。 す な わ
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ち、 湾 の沿岸 ぱ か つ て な い速 さ で 開発 が進 め られ 、 湾 地帯 の 利 用 に関 し、

相対 立 す る各 種 の要 求 が 出 され い ま だ解 決 さ れ て い ない。 即 ち工 業立 地

や生物保存、住鍵 設、レクリー 治 遠 の要求であり、各論 が自

分達の範囲内飾 で立て繍 醜 強は 張し、練 的に、自然法 ラン

スの磁 や、基本的なレ,,_シ 。ン資源の損失噸 面しぶ 乞㌧

(2)雇 傭問 題F;}パ

当 郡 の入 』 よび雇 傭機 会 共 ∴V現在 は ・9・'6'輪 砒 べ 約 ・倍 の急

成 長 を とげ て い る。 即 ち、f9"'らo年 代 は 産業 成長 の時 代 で、大 工 場 の

郡 内 進 出、 地方 へ の新 工場 設立 、 又 既 存 の工 場 も急 速 に拡 張 して い ったσ

これ らの 多 くは 、 国防 政 策 に もとつ い たエ レク トロニ クス や宇 宙 航空 産

;業 に集 中 して いた。1960年 代 に入 ると、 防 衛 費 の削減vlよ って 成長

は鈍 化 し失 業 者 が 増 加 した。1960年 代 中 ごろ に 奇蹟 的 な 回復 をみ た

ものの 、 後半 に は再 び 失 業 者 が増 加 したCそ してi'970年 代 の課 題 は 、

地域 労 働 力 に見 合 っ た充 分 な雇傭 機 会 を提供 で き る よ う地域 経 済 の安定

を達成 す る こ とに あ る。士

③ 交 通 問 題

当郡 は 自動車 向 きの都 市域 で、 自動車 で山岳 地 帯 を横断 す る こ と も容

易 で あ り、 現 在 立派 なジ・イ ウエ イ ・ネ ッ トワ ーク を建 設 中 で あ る。 しか

し・一 イウエ イの鰍 校 通混雑・駐車場用地の問嘩 、どは・ … ニ

ディ'の分裂 を引 きお こそ うとしている。即 ち自家用車 だけへ ゐ便 宜は他

いごだ交通手 段 を もた
ない多 くの人 々を置 き去 豆たす る こと元 左るご 自家用

車 、パスのよ うな地域的公 共交通機関、やや広域 的 な高速交通機 関をバ

ランスさせた統合交通 システ ムの建設搬 討 ざれ 撚 るべ きと思われ る。
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(4)公 害 問題

当郡 に 劇 、て も公 害 の増 加 を 。ン ト。.、 レし よ うと努 力 を して きた が、

湾 や河 川 の水質 汚濁 と大気 汚染 あ コン トロ ール には 若干 の成功 をお さ め

て きた ものの、 湾 地 帯 は な お水 上ス ポ ーツや生 物 の生 活 に と って 快 適 で

あ る とは いえ ない し、 ス モ ッグは危 険性 を増 し、 廃 棄物 処 理 は あ いか わ

らず 問 題 を残 して居 る。

(5)レ ク リエ ーシ ョ ン

レク リエ ーシ ョン や 自然 との触 れ あい は、老 若 を問 わず 万人 の欲 す る

もの で あ り、 山岳 地 帯 や 湾 の沿 岸 、 丘陵 地 帯 を 問わ ず身 近 に置 くべ く努

力 してい る由 で あ るが レク リエ ーシ ョン施 設 の建 設 を上 回 る要 求 が ます

ます 強 くなっ て きて い る。 新 しい住 宅地 域 に、 今 よ りもも っ と使 え るよ

うな広 い空 き地 を確 保 す る ことが 可能 で あろ うか 。 部 分 的 に完 備 した地

区 と よ り広 い公 園 シス テ ム とのギ ャ ップを埋 め る こ とが で き るだ ろ うか。

当地 域 社 会 の 中 の 外 界 の文 化 を享 受 して い る他の メ ンバ ー も参 加 で き る

よ うな、 博物 館 、 ス ポ ーソ競技 場 、 音楽堂 や 劇 場 の建 設 に 賛成 す るだ ろ

うか 、問題 は 多 い 。

以 上 の様 な問 題 は 、1つ の 行政 区域 の境 界 を越 えて 発 生 し て お り、 問 題

解 決 の た め の アク シ ・ン に結 び つけ て い く必 要 が ある。 しか し各 行 政 体 は、

他 の 行 政区域 とオ ーバ ラ ジ ブしてい る問題 解 決 のた め に、 他 の行 政 体 とか

か わ りあ うこ とを しば しば 渋 る傾 向 に あ る。 しか し市民 に と って は、 自分

達 の希望 を明 確 に し、 説 明 を して、 共 通 の問 題 を解 決す べ く行 政府 と手 を

携 え て既 存 の 行 政区 域 の枠 を乗 り越 え る こ との で き る強 いニ ーズが あ る は

ず で あ る。
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広 域 的 な問題 解 決 の ため に、 郡 が調 整 役 とな って各 問題 ご との委 員会 を設

置 し、 合 意 に達 す る こ との で き る ものは 、強 制 力 の あ る特 別 区 と して立 法

化 を進 め る な ど、Pseudo-Governmentと い う考 え 方 をベ ース に して、

非 常 に現実 的 な挑 戦 を して い る とい う印 象 を受 け た。 コン ピ ュ ータの高 度

な利 用 と して、 この よ うな都 市成 長 の モデ ル に基 づ いた予 測 等 シ ミュ レ ー

シ ョンの分 野 が どん どん 拡が って い く もの と考 え られ る。

一80一



〔M〕 工BMサ ン ホ セ 研 究 所

訪 問 先InternationalBusine8sMachinesCorporation

訪 問 日 昭 和48年1月12日

所 在 地SanJoseCalifornia

1概 要 ∫

IBMの サ ン ホ セ 研 究 所 で は 、 サ ンタ ・ク ラ ラ郡 と共 同 で 、Land

UsePlanningの デ ー タ ・ベ ース の 開 発 を行 っ て い る。

こ こでは・ 繊 開発 ⇔ け る工業商 業・住宅・公共地域 が・㍉ シ社

て 発 展 して い くこ とを 目標 に して 勧1;改 口 つ の テ ーマ につ い て躰 的

に研 究 して い る。

(1)政 府 の政 策決 定 の問題 .1

地域 開 発 に対 す る、政 府 の統 制

(2)デ ーータ ・ベ ース の 問題

政府 統 制 をす るた め の必 要 情 報 の蓄積

(3)シ ミュレ ーシ ・ン の 問題

地 域 開 発 の予 測 を行 うモ デル

(4)デ ィス プ レイの 問 題

シ ミュ レ ーシ ョン ・モ デ ルの 結 果 を端 末 か ら参 照

最 終的 に は、 この4つ の テ ーマ が 相 互 に補 充 し合 って、 理想 的 な シ ステ

ムが 、 で き あが る。 この最 終 的 な姿 につ いて は、 図6に 示 す。v(・次 頁 一)

現 在は 、IBM.デ ー タ セ ン タ の360/195を 使 用 し、、2250グ

ラ フ ィ ック ・デ ィ ス プ レ イか ら、 会 話型 式 で各 種 の予 測 を 行 って い る
。
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図6最 終'的 な シ ス テ ム

図7に 、 そ の概 略 構 成 を示 す が 、 こ の2250か ら で き る機 能 は 、

(1)デ ー タ入 力 ・ ・'

(2)デ ー タ 出 力 ・,い,

(3)報 告 書 作 成..・i… ザ ・・.1

(4)モtt・{レ ρ ラ ン(運 帯 数 の 配 分 モ デ ル と商 業 の 配 分;モデ ル)

(5) .図 形 表 示,・ ・

で あ る 。,,.、 ・.一 .
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2250か らは、PL/1に 良 く似 た命 令 を入 力す るこ とに よ って'
N

334に 分 割 さ れ た地 図 を画面 に表 示 した り、 予 測値 を表 示 す る こ とが で

き る。 図8に そ の表 示例 を示 す。(次 頁)
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2モ デ ル の 内容

モデ ル は、 大別 す る と次 の3つ に分 類 さ れ る。

(1)地 域 予測 モ デ ル

(2)産 業 配 分 モ デ ル

(3)世 帯 数 ・商 業地 区 の配 分モ デル

(1)地 域 予 測 モデ ル

この地域 予 測 モ デル は、 地域 全体 の雇 用 者数 と、 世 帯 数 を 予測 す る。

この モ デ ルは、 経 済 モ デ ル と、入 口予測 モデル の2つ の サ ブモ デ ルか ら

構成 され て い る。

① 経 済 モ デル

この経 済 モデ ル は、 地域 全体 の雇 用者数 を11の 異 な る産 業別 に求

め て い るo

具 体 的 内容 は、 図9(次 頁)に 示す 通 りで あ る。 この モデ ル の入 力

は、 国 民経 済 モ デル か ら得 られ る。 基 幹 産業 に対 す る雇用 者 数 等 と、

後 述 す る入 口予測 モ デ ル か ら得 られ る、入 口予測 値 、 世 帯 数 、 労 働 力

等が あ る。

後 述 す る入 口 予測 モ デ ル と、 この経 済 モ デル は交 互 に使用 され、 経

済 モ デル か ら計 算 さ れ る移 転率 と入 口予 測 モ デル か らの入 口予 測値 が

一 致 した と ころ で
、 計 算 は収 束 す る。

② 入 口予 測 モ デル

この入 口予 測 モ デル では、 年 令別 、 性別 の 入 口 予測 値 と、 労 働 力 、

世帯 数 を計算 して い る。 このモ デル では、初 期 年 度 をベ ース に し'て、

各年 次毎 に死 亡 率 と出生 率 を計 算 して 、入 口 を求 め て い る。
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図9 経 済 モ デ ル の フ ロ ーチ ャー ト
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(2)産 業 配分 モ デ ル

このモ デ ルで は 、前 述 した経 済 モ デル か ら計算 さ れ た 産業数 を地 域別

に配 分 して い る。 産業 は、3つ の グル ー プ(① 電 子 産業 、R&Dの 花 形

産 業 、② 卸 売 業 、 トラ ック等 、③ そ の他)に 分 類 さ れ、 各 グル ー プ毎 に

‥lt「
.1.tl[・

回帰式 を作 り配 分 を行 って い る◎

回帰 式 の独 立 変 数 と して は、① 高速 道路 のイ ン タ ーチ ェ ンジ の数

② 鉄 道 ③ 産業 立 地 の 有効 数 …etcが 選 ばれ て い る。 この モ デ ル で は

峻 別の産業数から・さらに繊 月・」の顧 者数を予肌 ⑪ る・

(3)世 帯数 、 商業 地 区 の 配 分 モデ ル

このモデルでは・地域全体の住居を叫塑 の㍉ 土地矛日用醒 呼 囲

内で 配分 し、 各 地 域別 の人 口、 世帯 数 、収 入 を計 算 す る。1め 川 ・
jT・

さ らに地域 別 の 商 業 地区 の配 分 も行 って い る。 地域 別 の 入 口の配 分 は、

単 一 世帯、 複 数 世 帯 別 に回帰 式 を使 っ て行 り てい る。

収 入 の配 分 は 、 各 地域jili]に、 過 去 の実 績(、i:960年 か ら19・65年

ま で のデ ータ)の 推 移 を基 礎 に して計 算 して い る。

dの モデ ル の概 要 を 図10、11に 示 す。i(次 頁)

この モ デ ルに必 要 な デ ータ ・'ベースは、 地域 別 め① 収 入 、 ② 家 族 、③ 所

得…etcの 他 に1970年 の国勢 調 査 の デ ータ等 で あ る。.

これ らの デ ータ ・ベ ース は、 街路 単 位 に登録 され た街路 番 号 と、.街路 の
ヒ
レ 　ヌ い ノ

交 点 を示す 、X-Y座 標 とで 構成 さ れ て い る。;;川 ㌧

地 域 全体 は 、街 路 に よ って、 い くつ か の ブ ・ ックに分 割 さ れ 、 サ ンタ ・

ク ララ郡の 場 合 は334個 の ブ ロックか ら構成 され て い る。

例 えば 、 次 図 の よ うな地域 が あ った 場合 の各 街路 ρ 交 点 と、 会 ブ ロ ック

の登 録は 以 下 の よ うに な る。
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左側 は、 各交 点 の番 号 で

あ る。

右側 は、 地域 番 号 を示 す。

出発 点 の地域 番 号 は負 に

な って い る。

地域 番 号 は 各街 路 が 囲 ん

で い るo

地域 の 反 対 の番 号 が記 入

さ れ て い る。



〔W〕 サ ニ ー ベ ー ソレ市 役 所

訪 問先

訪問 日

所 在地

City:ofSunnyvale

昭 和48年1月15日

・1班ailingAlre8stPOBox607

CityHal1456WeエstOliveAvenue

。MrJohnGordonDirectorgeneralServices

。MrCarlV・HusbyJR・DirectorDeptof'・

Finance'

。MrGeorgeK .HausenChiefDeptofPubli6

safety

1市 の概 要 「

サ 二 一ベ イル 市 は、 サ ンタ ・ク ラ ラ郡 の北 部 に位 置 す る、 人 口10万 人

程 度 の さほ ど大 き くない都 市 で あ るが、 商 用TSSに よる共 同利 用 の も と

で、 行政 事 務 の機 械 化 が高 度 に進 ん で い る と ころに特 徴が あ る。 当市 の財

政 は あま り豊 か で な く、1人 当b所 得 でみ る と、 カ リフォル ニ ア州 の平 均

よ り も20%も 低 い こと か ら逆 に コ ン ピ ュ ータの徹 底 的な 利 用 に よ り間接

費 の節 減 を計 る こ とに真 剣 に なって い る とい う。 因み に、'当 市で 最 も特 徴

的 な適 用 兼 務 は、 財務 会 計 シス テ ム で あ る。 ま た コ ン ピュ ■タ関係 の年 間

予 算 は約330K$で あ り、 これ は市 の全 予算 の約2%に あ た つ てい る。

2ト ー タル ・シ ス テ ム へ の 指 向'『'

1968年6月IBM1050の 利 用 に始 ま る当 市 のEDP化 の 理 念 は 、

一一91一



ス ム ースに コ ン ビ、ユ 一夕の導入 を計 り、 政府 機 関 の共 通 機 能 で あ る、 土地 、

人 、 金 に 関 す る管理 シス テ ム を トータル ・シス テ ム と して 確立 す るた めに、

許 され る限 り最高 の コン ピ ュ ータ技 術 を駆 使 して 目的 を達 成 す る こ ζで あ

る。t・

と か く役 所 仕 事 は 非 能 率 で あ る と い わ れ て い るが 当 市 で は 行 政 体 の 機 能

をMISと し て と らえ 、 ビ ジ ネ ス ・ア ブP－ チ を 導 入 し て 合 理 化 へ の 挑 戦

を 行 な っ て い る。`

MIS実 現 の売 め に 要 求 さ れ る コ1ン ピ ュ.、一 夕 ・シ ス テ ム の 機 能 と して は 、

'

リ ア ル タ イ ム ・モ ー ドで 運 用 で き る と い う こ と が 大 前 提 で あ る。

(1)全 情 報 が 端 末 か ら イ ン プ ッ トで き る こ と

現 段 階 で は と もか く、 キ ーパ ン チ の た め の 人 件 費 は 、 オ ン ラ イ ン端 末

費 や 回 線 料 に 比 べ 、 今 後 割 高 に な っ て い く こ と は 確 実 で あ る こ とか ら、

間 接 費 節 減 の 意 味 で 、 現 在 もキ ーパ ン チ ャは1入 も使 っ て い な い。

(2)厳 重 な デ ー・タ'・ チ ェ ック が で き る こ と

イ ン プ ッ ト・・ザrタ は 正 確 性 が 要 求 さ れ る の で 、 コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ

グ ラ ム に よ り厳重 な デ ー タ ・チ ェ ック が 行 な わ れ 、 エ ラ ー修 正 が 速 か に

行 な われ る こ とが 必 要 で あ る。

(3)端 末 か ら検 索 が で き る こ と

し か も、 どん な フ ォ ーマ ッ トで で も出 力 さ れ る 必 要 が あ る の で、 当 市

で はIBMのIMSを 利 用 して い る。

(4)応 答 時 間 の 短 縮.

当 市 で は コ ン ピ ュ ータ を い わ ば 、 第 一 線 監 督 者 と し て 使 用 して い る の

で 、 応 答 時 間 が3日 もか か っ た の で は 話 に な ら な い。 今 で は ＼ たoた ρ

5秒 間 で、も長 い と い う位 、・ リ ア ル タ イ ム に 慣 れ て い る。..一
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(5)共 有 デ ー タ ・ベ ース

異 っ た部 門 間 で デ ー タ ・ベ ース を 共 有 す る こ と に よ って
、 チ ー ム ワ ー

ク に よ る意 思 決定 が 可 能 とな って い る。

3機 器 構 成 ,1'・

上 に み た よ うに、MIS実 現 の た め に は 、 オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム が

可 能 な コ ン ピ ュ ータ が 必 須 で あ る が 、 当 市 で は 、 こ う した コ ン ピ ュ ー タ を

自 己 導 入 で き る ほ ど財 政 規 模 が 大 き く な い の で 、 パ ロア ル ト市 に セ ン タ を

置 くIBM3701/1'55(2MB)の 大 型 コ ン ビ=一 夕 に よ るTSSサ

ー ビ ス を利 用 し て い る
。

(1)セ ン タ の 構 成IBM2703

BM3330DiscDrivesIBM370/155(2MB)
DataA甦pter

/

(((＼

OperatingSystem

DS/MVT400KB
/

BM2319

iscDrive

IMS/OLE

(TP)390KB

MEMOREX127

DataAdapte

(

HASP290KB

＼

CRBE19'OKB

ProblemPrograms

730KB

IBM1403

Printer・s

lン 」
EMOREX

iscDrive

「 CoreStorage ン

図12セ ン タの 構成
STCMT

Drives

(CRBE)
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(2)端 末 側 の 構 成

① 回 数 数 は3tw… 点 点:い い

②IBM2740が10台(イ ン プ ッ トの95%に あ 薦 る10万 件/月

の トラ ン ザ ク シ ョン を 直 接 入 力)

③IBMIO50が1台tiご ・

④'NO、V:Aと い う10キ ー・'の専 用 端 末3台

⑤ オツ ラ イ ン 紙 デ ーオバ ゾチ(将 来 オ ン ラ イ ン 化 計 画 あ り)

⑥ オ ン ラ イ ン のLib・a・yC・i・rl・ul・ti・nTermi・ ・1と 呼 ば れ る 図 書

館 業 務 専 用 の 端 末 で15万 件/凋 め処 理 を しで い るbl"1.ξ 川 、

(ト ー ク ン ・カ ー ドツ ウ磁 気 テ ー プ)

4適 用 業 務'.二 ご'..'1珍

i・f::fと;'2∴:1と1川 に ・、::

(1)料 金 計 算
.膓{T):',ト ・'Tゾ …ttt

下 水 道 、 ゴ ミ 回 収 の 料 金 計 算 で 、 マ ス タ は2万8千 件 あ り 、 デ ー タ の

追加 硬 新 粧 財 パて端末で操作可自旨である・'直
'・13'～ い1い':γ

(・)結 計輪 よび順 システ・

嚥 員 … 人と締 職員… 入を糠 とし⇔ り・ ・入あ剖
n・;獄 εil

1・叫9酪 イ トのオ 一夕軍 ㌘7'レ し亘 る6

(・)許 認唖 …
.ト 伽 ・・

(4)設 備 ・備 品管 理 シ ステ ム

締 綱 で一括管別 、各部へ の酬 ご償癖 を計算 し、後述 の財務

会計 システムと も連係 をとってい る。

(・)漕 網 管理 シスパ ,

パ イ プ 、 用 紙 等5,0001品 目 に つ い て 、15万 ドル 相 当 額 の 消 耗 品 の
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《'在庫 管理 を府 な
って い る。 ・ ・

(6)図 書 館 シ ステ ム

市立 図 書 館蔵 書 の16万8千 冊 の図 書 を9'Z～ の1カテ ゴリに分 類 し、 各

図 書 ご との 貸 出 記録、 各職 員 ご との貸 出、返 却の 管理 を行 な って い る。

ま た 新書 購入 の際 に は、 キ ーボ ー ドに よ り購 入 デ ータ をオ ン ライ ンで入

力 す る こ とが で き る。

5財 務 会 計 シ ス テ ム

適用 業 務 の うち財 務会 計 シス テ ムが最 も特 徴 的 なの で、 や や詳 述 し,たいb

Raw

Data

財 務 会 計 デ ー タ ・ペ ニ ス

口 []
1レ ベ)レ上の 予 算 単 プ ログラ

Contro1位 別 ム別

key

EventInput

固 口
1レ コ ー ド

ブ アイル

Q

LogicalCheck

1ト ランザクシ ョンで 一 括 し て

全 フ ァ イ ル を 更 新 重 き る

図13財 務 会 計 シ ス テ ム

勘 定 番号 を例 示 す る と次 の よ うに な って い る。,一

(例)10418[3

予 算 単 位 勘 定

'18606

プ ロ グ ラ ム.オ ー ガ ニ ゼ ▲シ ョン

コ ン ト ロ ー ル
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予算 単 位 は55あb、 予 算単 位 別 や プロ グ ラム別 に集 計 した ア ウ トプ ッ

トを4週 間 単位 で、 印 刷 出 力 してい る◎ ま た総 勘定 元 帳 につ い て は、毎 週

出力 して い る。 またLogテ ープか ら・は、 イ ン ブ ン トしたEventに つい て

シ ーケ ン ス に毎 週 出 力 して い る。

この よ うに財務 会 計 システ ム の機 械 化 が、 完 全 に実 施 され て い るの で、

州 政 府 に報告 す る決 算 書 は 、 州内 の市 の 中 では 最 も早 く作 成 す る こ とが で

き、 か つ最 も正確 な会 計 報告 書 で もあ る。

6警 察 ・消 防 シ ス テ ム

当市 の機 械化 業 務 の うち、 このPublieSafetyの シ ステ ムにつ い て

は、 他 の 行政体 の13の 情 報 シス テ ム と連 係 を とって、 前述 のTSSと は

別 シス テ ム と して、 端 末 を導 入 し、 運 用 を行 な って い る。

これ らの シ ステ ム の ネ ッ トワ ークは 図14の よ うに な ってい る。

7今 後 の 見 通 し

住 宅 ・道路 情 報 に つ いて は、 ま だ コン ピュ ータ化 され て い ない が、今 後

地理 情 報 の デ ータベ ースを 整備 して い きた い との:こ とで あっ た。

現 在機 械 化 さ れ て い る業務 に つ いて いえば い わ ゆ る行 政事務 の 効 率化 の

た め に、 人 件 費 を柱 とす る間接 費 の節 減 を 目的 と した レベ ル に と どま っ て

い るが 、 コン ピュ ータ利 用技 術 面 か らみ る と、 リアル タ イム方 式 の 採用 や

デ ータ ・ベ ースの確 立 等 、 市 として は最 高 度 の レベ ルに あ る と思 われ る。

この よ うな行 政MISが 成 功 して い る理 由 と して、10万 都 市 で数 百人 の

職 員 とい う規 模 が トー久 ル ・シ ステ ム を指 向 す るの に ち ょ う ど適 当 で あ っ

た とい うこ とが考 え られ るので は なか ろ うか。
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LETS:LawEnforcementTele'co㎜un・icationSystem

(他 の 警 察 署 と の 接 続 シ ス テ ム で あ る)

AM『liS:-AntomatedMotavehicle・lnformationSystem

NCIC:Natioha'li・Crimi・na1

ロ
AutoStatis

(運 転 免 許 証 デ ータ ・ベ ース を もっ て い る)

:DepartmentofJustice

(盗 難 シ ス テ ム)

InformationContrσ ・1

(1億6千 万 入 のFBIフ ァ イル が ワシン トン・に.あ る9

)∵'

他 の政 府 間 の

情 報 システ ム

口

＼
CJIC:CountyJus払i、ce.lnfρrrnationContro1

(サ ン タ ク ラ ラ 郡1,20万 入 の 逮 捕 歴 等)

CLETS:CaliformaLawEnforcementTeIeco㎜unication

System

(カ リフ ォ ル ニ ア 州 の 盗 難 車 に 関 す る ハ イ ウェ イ パ トロ ール

シ ス テ ム)

PIN:PolicelnformationNetwork'・'t

(湾 地 帯700万 入 の 逮 捕 歴'等)'・,tt・

図14警 察 ・ 消 防 シ ス テ ム
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1疋珊 ン 壬BMパ ロ ア ル ト・研 究 所 ・

◎

◎

◎

訪 問 先'

訪 問 日

所 在地

◎ 面接者

'1 ・nte ,rnationalBusines,・s、Machtnes.'Cor,poration'

昭 和48年1月16日

2670HanoverStreet・PaloAIto

Californiag4304

。Mr .L.J,Shi:e・h・/Data層Proc・essingDivision

SceentifieCdn・ter'・t・t

。Mr.MichioOuchiRepresentativeInternationaLl

SalesOffice

・ 『:
rll'

1大 気 汚 染 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル 開 発 の 背 景

ア メ リ カ の都 市 に お け る大 気 汚 染 は 、1965年 の11月 に 最 悪 の 状 態

を呈 ・じた が 、;そ の後[E.P.A;,(環 境 規 制 法 案)等 に よ り、196,5年

時 点 の 約 半 分 の 汚 染 状 態 に 改 善 さ れ て い る。

'f・,こ の シ ミ ュ レ ニ シ ョ ン ・モ デ ル は・《.IBMパ ロ ア ル ト研 究 所 の5入 の ス

タ ッ フ に よ って1971年 に 開 発 さ れ た もの で あ る。.

開 発 を 行 な っ た5人 の ス タ ヅフ は 数 学 者3名 、 気 象 学 者1名 、 プ ロ グ ラ

マ1名 で 構 成 さ れ て お り、 モ デ ル の 対 象 と な っ た都 市 と して は 、 ニ ュ ー ヨ
hll

－ ク 市 が 選 ば れ 、 初 期 デ ータ は、・ニ ュ ー ヨ ー ク 市 の 観 測 芸 「部 ㊦ あ{る δ1

こ の モ デ ル は 、IBMが 独 自 で 開 発 し た の で あ るがN－ 現 在 二=一 ヨ ー ク

市 と の 具 体 的 適 用 交 渉 を 行 っ てtoり 、 二=一 ヨ ーク 市 側 と して は 、 次 の2

つ の計 画 に これ を 利 用 し て い く意 向 の様 で あ る。

(1)新 規 産 業 、 新 規 プ ラ ン トの 設 立 に 対 す る規 制 、 … … 長 期 計 画
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(2)現 状 の工 場 の 操 業 規 制 ttt,,L、.・.。'1:t

す な わ ち 、 長 期 、 短 期 の 工 場 設 置 、操 業 規 制 を、 こ、の ㌘ ミ.〔 レ ー シ ョン

・モ デ ル を 使 っ て 検 討 し、 現 状 、 お よび 将 来 の 工 場Q規 制 を 、 ど の 程 度 に

す れ ばSO2濃 度 を減 少 さ せ る こ とが で き る か 等 を 決 定 す る の で あ る。

この モ デル は 、入 力 デ ー タの変 更 と若 干 のモ デル の修 正 に より、他の 市

の 汚 染状 態 もシ ミ、ユ レ ー トす る こ とが で き る汎 用 的 な 苦 デル で あ る。

2モ デ ル の 内 容

この モデ ル は・工 場 の煙 突 ・ 街 の地域 冷 鵬 等 か ら排 出され るso2
,の

拡 散 状態 を空 間 的 ・ 時 間 的 に シ ミュレ ー トした もの で あ る。 ・

一 般 的 に拡 散 状態 を シ ミュ レ ー トす るには以 下 の3つ 費方式 が 考 え られ

る。

(1)拡 散 方 程 式 に よ る 方 法

これ は 、 式 で 描 く と、 次 の よ うに表 わ さ れ る。
..川,

・1・/t+W▽X-V・KVX+-Ql'i

K=(kZ)2(1十Ri)

X… …SO2濃i度L

「▽'・・・…Lapl`acian

(2)Gaussの 誤 差 函 数 に よ る 方 法

し 　

(3)地 区 をい くつ か の小 さ な区 画 に区 切 ってそ の区 画単 位 で物 質 収支 を と

って い く方 法

この うち(1)の 拡 散 方程 式 に よる方 式 は、 数 値解 析 を4次 元 でや るた め、

計 算 機 で して も数時 間 とい う膨 大 な時 間 に のぼ り、 とて も実 用 には供 しえ
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な い。 ③ は 近似 的 には適 用 で きて も、正 確 なモ デ ル とは いい難 い。 した が

って1'BMの 研 究 所 で は、(1)の 近似 解 で あ るガ ウス の誤差 方程 式 を使 って 、

計 算 時 間 の短 縮'を図 って い る。

モ デル にお け る対 象区域 は 、 い くつか の区 画 に分 け られ て い る。(具 体

的 には 、 図15を 参 照)

ま た、 計 算 時 間 の短 縮 の ため に、 そ6区 画 の 大 きさ は、 中心 部 では 小 さ

く、郊 外 に行 くほ ど大 き くな って い る。 それ は例 え ば、 ニ ュー ヨ ーク の 中

心 地 で あ るマ ンハ ッタ ンの大 き さ を%×Y2と す れ ば、 そ の外郭 では1×1'

郊 外 では4×4と い う具 合 で あ る:。

SO2の 排 出 源 に関 して は、 以 下 の3つ を考 え てい る。

(1)点 汚染 源

(2)線 〃

(3)面 〃

点 汚 染源 と して は

(1)電 力の 火 力発 電 所t

(2)石 油精 製 プラ ン ト

線 汚 染 源 と しては,

(1)汽 車

(2)急 行列 車

面汚 染 源 と しては

(1)集 合 住 宅 、 マ ン シaン

② 事務 所 、

(3)工 業 団 地

等が あ る。
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また、線汚染源、面汚染源は、点汚染源 『)集合体 として考 えている。
、'i・_1・hl-『;戸{-1.〈`・'r

モデル刷 る任期 一区画のSO・ 嘩 度は呉 迎 撃 頃からでる

排 嶋 の拡 散分布の重ね合 わせた もの として考え、実 際にはそれ らを加算

す ることで計算 している。SO2の 拡 散状態 は、その時点毎の大気の状態

浪 や いが 趨 響 を受け るが・そ の主な ものは・次の と うりである・

(1)排 出源 の 風速 と風 向

(2)垂 直方 向 の温 度 分布

i(3)大 気 ρ乱 流 状 態

これ らの要 因 は、-SO、 の 拡 散 耐 白.柱 な影響 を及 ぼ す の で、 これ

らの要 因 とモ デル のパ ラ メ_タ の関係 は、 実 際 に ニ ュ ー ヨ ーク 市 の各 点

を実 測 す る こ とに よって、 経 験 式 か ら算定 して い る。

排 出源 が点 汚 染源 の場 合 の ガ ラ スρ誤差 方程 式 は、 あ るt時 点 を と らえ

る と次 の よ う!にな孝)。

si :Q

X(x、y、t)=且

(.2π)2axσyaz
l

l・・〔一:終)2+(÷)2+(Z剖

Q:排 出 点 の 排 出 量

5.◆(:い.,
-H:排 出 点 の 高 さ

It,1'"

u:排 出 点 に お け る風 速t－

ノ.i,・ii'
X:(z、y)点 のt時 点vatoけ る 濃 度

σX、ay、 σZ… … 標 準 偏 差

こ れ ら の 標 準 偏 差 は 経 験 式 か ら得 て い る。
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標 準 偏差 は、 大気 中の温 度、 大 気 の状 態 に 影 響 を受 け、 そ れ は、

RichardosovNumlur(Ri)に 比例 す る。 そ して、Riは 以下 の 式 で

表 わ され る。

R・誤{剛 臆

T:温 度

u:風 速

z:垂 直 方 向

こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル は 、 ニ ュ ー ヨ ーク 市 を 、550の 区 画 に 分

割 し2時 間 毎 に、 標 準 偏 差 を 自動 的 に 与 え た 場 合 、360/65で 、 約5

分 間 で シ ミ ュ レ ー トす る こ とが 可 能 で あ る。

こ の モ デ ル に よ っ て、 シ ミ ュ レ ー トし た 二=一 ヨ ーク 市 の 状 態 を 図16

に 示 す 。

こ れ は 、SO2の 濃 度 が 時 々刻 々、 変 化 して い く様 子 を図 示 した もの で

あ る。

IBMの パPア ル ト研 究 所 に お い て は 、 こ の 他 に も端 末 か ら、 大 気 汚 染

の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ゲ ー ム を 行 っ て お り、 これ は 新 規 プ ラ ン トの 建 設 場

所 を建 設 費 用 、 汚 染 状 態 等 を 勘 案 して ケ ー ス ・ス タ デ ィす る 一 種 の ゲ ーム

で あ る。

な お 、 ～二の 研 究 所 で は 、360/195に す るVM(バ ー ・チ ャ ル マ シ

ン)を 採 用 し て お り、 端 末 か ら 自 分 の好 み に 適 した ソ フ ト、 ハ ー ドの 構 成

を 選 択 す る こ と が で き、 大 変 興 味 深 か っ た。
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〔幻 テ ク ニ コ ン 杜

訪 問 先TechniconMISCorp『

訪 問 日 昭 和48年1月16日'

所 在 地590EastMiddlefildRoadmountainViewCa1

1テ ク ニ コ ンの 概 要

テ ク ニ コン社 は、 サ ンフ ラン シス コの南 郊 マ ウ ンテ ンビ ュ ー市 に本 社 を

置 い て い るが、'こ の 周囲 に は 、 エ レ ク ト・ニク ス関係 を始 め とす る多 くの

研究 ・開 発 会社 が そ の本拠 を置 き、 静 か な知識 集約 産 業都 市 を形 成 して い

る。

(1)MIS開 発 の 目的

医 療 情 報 シス テ ム(以 後MISと 呼 ぶ)は 病院 に おけ る医 師、 看 護 婦 、

技 師 そ の他 医 療 保健 従 事 者 の た め に、 コン ピュ ータ を駆 使 して患 者 の 入

院 か ら退 院 ま での デ ー タ処 理 をで きる だけ 自動 化 し、 時間 の節減 や 誤 記

入 の減少 、 費 用 の 削 減 な どを図 る こ とを 目的 とした病院 情 報 シ ステ ム で

あ る。

この シ ステ ム に よって、 医 師 や看 護 婦 は、患 者 の状 態 を よ り正 確 に知

った り、 快 復 の程 度 を 評価 した り、 今 後 の治療 の 方 針 を た てた りす る こ

と の助 け を得 て 、 そ の本 来 業務 に専 念 す ると とが で きる。

(2)MIS開 発 の経 過

MISの 開発 の歴 史 は 古 く、 以 下 の ような経 過 をた どって、 今 日の 実

用 シ ス デ ム と して稼 動 す る こ とが 可 能 とな った。

1964年:ロ ッキ ー ド社 が初 め て医 療 情報 シス テムの 構想 を発 表 した。

1965年:テ ク ニ コン社 で は、 このMIS構 想 を もとに して、 病 院 ・
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診 療 所 等 の医 療機 関 に対 して マ ー ヶ 形冴 イング調 査 を実 施 し

た。

1971年:ロ ンキ ー ド社 で 行 なわ れ てい'たシ ス テ仏 開発 の仕 事 は 、 そ

の要 員 と共 にテ ク ニ コン社 に移 管 さ れ た。

・972年9月:エ ・・が ノ病 院 に初 め てMIS力 適 用 さ れ ・稼 動 蝿

始 した 。

'(3)':MISの ハ ・・ ドゥ ェ ァ

』
'当地 の テ ク ニ コ ン本 社 を 中 央 セ ン タ と して 潜 り、IBM370/155

(512KB)を メ イ ン に し、370/145を ス タ ン バ イ と す る2台

の コ ン ピ ュ ー タ を 地 下 に 設 置 し た デ ュ プ レ ッ ク ス 構 成 の オ ン ラ イ ン リア

ル タ イ ム ・シ ス テ ム で あ る。

MISの 導 入 を 行 な う病 院 に は 、 ラ イ トペ ン に よる キ ャラ ク タ ・デ ィ ス

ス プ レ イ とサ イ レ ン ト ・プ リ ン タ の 端 末 を 設 置 し て 、 テ ク ニ コ ン社 の 中

,央 セ ン タ と回 線 で 結 ぶ とい う、 一 種 のTSSサ ー ビ ス の 方 式 を と っ て い

るo

2、MJSの 機 能

(1)MIS導 入 の効 果'

医 療 面 に おけ る短 期 的 か つ 直 接 的 な効果 のね らい と して次 の こ どが あ

げ られ る。`㌃'『

① 医 師 に対 して積 極 的 な医 療 管 理 が 提供 で き る ご と。

② 看 護 婦 に対 して患 者 の状態 に関 す る よ り高 度 の情 報 を提供 で き る こと。

③ 看 護計 画 を よ り効 果 的 か つ 効率 的 な'ものに す る こ と。 、

㌻④ 患 者 デ ータの確 度 を向 上す る こと。 一'・.
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⑤ 応 答 時 間 の短 縮 を図 る こ と。'㌧

⑥ 医 療 行 為 と検 査結 果 要 約 レポ ー トが提 供 で きる こ と。 ・"…'

ま た経 営面 か らみ た短 期 的 かつ 直接 的効 果'と して は、

①60以 上 もの 手 作業ycよ る 情報手 段 を省 力化 で きる こ と。

② 年 間200万 枚 以 上 もの書 類 を 削減 で き る こと。

③ 備 品や 材料 の使 用 を減 少 させ 、 設備 の有 効 利 用 が図 れ る こ と。

④ 請求 もれ が 減 少 で き る とと。

な ど、 収 益 の向 上 を図 る ことが で き る。'ロ

ー 方、 間 接 的 な効 果 と して 、

① 病院 と医 療 従 事者 と患 者 との 関係 の改 善

② 医療 管 理 の面 で新 しい財 政運 営 と管 理 法

な どが期 待 さ れ、 長 期 的 に も

① 社 会 的変 化 に容易 に適 合 で きる こ と

② 研 究 や教 育 にお け る技 術 革新 に対 処 で き る

な どの 効果 が期待 され よ う。

(2)MISの サ ブ シス テ ム

① 入 退 院 シス テ ム

このサ ブシ ステ ム では 、

1.入 院 記録 の即 時 発 行 と伝達

2.入 院 予約、 救 急 、 外 来 の処 理 ・^い

3.病 床 の空 きの 状態 の 即 時把 握'1

4.国 勢 調 査 用 ン ァイル と住 民 フ ァイ ル の処理

5.病 床 利 用 状況(在 床 、転 床 、 退 院)な どの即 時 通 知

な どの機 能 を も って い る。 』'
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② 薬 局シ ス テ ム

このサ ブ シ ステ ム では、

1.調 剤 料 金票 の作 成

2.過 去 か ら現 在 ま での処 方 記録 の 参照

3.単 位 薬 剤 の付 加 シ ステ ム

4.薬 袋 ラベル の作 成

5.処 方 記録 の作 成

6、 自動 的 な報 告 書作 成

な どの機 能 を もって い る。

③ 看 護 シス テ ム

このサ ブ シス テ ムに よる と.パ

-

り
一

3

4

医 療 の 向 上

医療 指示 の取 扱 い業 務 や 、物 品 要求 票 、 処 方 カ ー ド、 請 求書 、 国

勢 調 査票 、 温度表 な どの手 作 業 事務 の廃 止

生 死 に か か わ る前兆 や、 投 薬、 全 て の医 療 指示 、 観 察 な どを迅 速

か つ 正確 に 記録 す る こ と

医 療 計 画一 即 ち現 在の 状 態 、 現 在toよ び24時 間 の要 約 記録 、

看 護計 画、 新規 や進 行 中 の指 示 の 即 時 記録 、 入院 、 転 床 、 退院 な

どの患 者 の居 所 の 管理 と伝 達 一 一 の 向 上

な ど が 可 能 で あ る。

④ 医 師 用 情 報 シ ス テ ム

この シ ス テ ム で は

1.現 在 進 行 中 の 指 示 。、 、;

2.疾 患 別 あ る い は 順 序 別 の 全 て の 指 示
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3.ス ク リーン あ るい は ハ ー ドコピ ーに よる検 査 結果
、 臨 床検 査 の集

,積 へ

4・ 看 護観 察 記録 な どの検 索

5.転 記 ミス や誤 読 の防 止

な どを可 能 にす る こ とに よ り、 患 者へ の対 応 の タ イ ミン グを適 切 に し、

出 され た指示 と実 施 され た看 護 の完 全 な一 致 をみ るよ うにす る こ とが

で きる。

⑤ 放 射 線科 シス テム

この シス テ ム では

1.普 通 の指示 を自動 化 す るた め に、 指 示 を予 め貯 え て お くと と

2.医 師 の 指示 の た め の指定 用 画面

3.放 射 線 技 師 が 必要 な と きに参 照 で き る患 者 表 、

4.毎 日の放 射 線 照射 録 の 要 約

5.自 動会 計 書類 の作 成

な どの機 能 を もって い る。,

⑥ 検 査 シス テ ム

医 師 か ら直接 検査 指示 を受 け る ことで 誤 りを防 止す る と共 に、 中間

の経 由に よる遅 れ も防 止 す る ことが で き る。

患 者 記録 に 直 接 出 た検 査結 果 は 、 時 間、 グ ル ープ、 タ イ プに よって

ご自動 的 に分 類 され 、病 棟 と病 床 番 号 に よっで ザ ン ブル リス トが作成 さ

れ 、 グル ープあ るい は 値入 単位 で ワ ーク シ ー トが 用意 され る。

また医 師 へ の検 査要 約 の 蓄積、 検 査 室 長 へ の毎 日の検 査 報 告 の作成

な ど を行 な う。

一109一



⑦ 補 助 シ ステ ム ・ ・・}

制 限食 献立 等 の 自動化 、 中央物 品 管理 所 、 アイ ソ トープ、心 電図 、

心 音 図 、 筋 電 図、 肺 機 能検 査 、 吸入 治療 、 物 理 療 法 な 吉 の要 求 と報 告

書 作成 の シ ステ ムで あ る。';1

⑧ 医 療 報 告書 の作 成 ・こ・,∴,

デ ィス プ レイ 点:サイ レン ド・プ リンタ とに よる テク ニ コン ・ビデ オ

・マ トリク ス端 末 が病院 内 の重 要 地 点 に設 置 され 、 資格 を もった職 員

に よ り直接 的 に情 報 を アク セ スす る ことが で き る。

デ ータは 自動 的 に蓄積 され 、分 類 さ れ て物 品 請 求書 、 ス ケジ ュール、

各 種 記録 な ど と して、該 当部 署 や サ"ビ ス部 門 に送達 され る。

また 、患 者 の入院 記録 、24時 間 お よび検 査 結果 の要 約 記録 が、病

歴 、 体 力測 定 記録 、.医師 の作 業 進 行 表 や コ ンサ ル テ ーシ ョン記録 と共

に 患 者票 と して作成 され 保 存 され る。 .,・

⑨ 患 者 治療 計 画

各医 師 の交 替 ご とに、 要 求 に応 じて各 患 者 ご との治療 計 画 を プ リン

ト ・ア ウ トす る。 この計 画 は、 交 替 時 点 ま で の医療 と看 護 の指 示 か ら

デ ータを抽 出 して、 次 の 人 の担 当 時 間 に必要 とされ る治 療 と看 護の完

全 かつ詳 細 な記録 を 次の 看 護担 当 者 に引 き渡 す もの で あ る。

以 上述 べ て きたMISの 機 能 の概 念 図 を図17に 示 すb・・;一'まだMII.Sに よ

る出力 例 を付 録 と しての せ て あ るの で参 照 し て もらい た。
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24時 間

要 約

ワ ー ク 類'

そ の 他 の 要 約

ワ ーク シ.一 ト

修 正 、 削除

器具、備 品票

食事指示

退院指示

検査結果

要求票

入院票

経 過 ノ ー ト

グ一1体力噸

'已 歴

1退縮

{
手 術
レポ ー ト

追加指示

転科指示

病床状況

投薬票

患者治療計画

図17MISの 機 能 概 念図

3MISの 適 用 志 評 価 .

(1)MISの 適 用 状 況

現 在稼 動 して い るMrS適 用 事 例 は エ ル カ ミノ病 院 た だ一 つ で あ る。

エ ル カ ミノ病 院 は、 ベ ッ ド数 約450、 ドク タ約300入 程 度 の規 模

の病 院 で あ るが 、 現 在 、病 院 内 に 約50の テ ク ニ コン ・ビデオ ・～マ トリ
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ク ス端末 が設 置 さ れ、 テ ク ニ コン本 社 の 中央 セ ンタ との間 は50キ ロB

PSと い う高速 回 線2回 線 で接 続 され てい る。

MISシ ステ ム利 用 料金 は、 マ シ ン タイ ム使 用 料、 端 末借 料、 教 育 指

導 料等 を含 む 包括 契 約 で1ケ 月 約8万2千 ドル で あ る。

エ ル カ ミノ病 院 のほ か には 、 サ ン フ ラ ンシ ス コの デ ー ビス医療 セ ン タ

か ら引 き合 い が きて い るが、 こ とは ベ ッ ド数 が 約260程 度 の小ヨ 表病

院 で、 設 置す る端 末 数 と しては 現 在26台 程 度 を考 え て い る とい うこ と

で あ った。 二

(2)MISの 評 価

①MISユ ーザ の評 価

MISを エ ル カ ミノ病院 に初 め て 適用 す るに あた って、 テク ニ コ ン

社 の セ ールスマ ン が想 定 した ポ イ ン トは、

1.世 界 で初 め て の医 療 情 報 シ ステ ムで あ る とい うこ とか ら、 病 院経

営 者 に対 して 、 シ ステ ム の信 頼 性 を説得 で きるか ど うか

2. 、.….ドク タ とい う誇 りあ る医 師 が、 は た して端 末 を操 作 して ぐれ るか

ど うか

3.費 用対 効果 分 析 の面 での 説 得

とい った こ とで あ った が、MIS導 入 後 の ユ ーザ の反 応 は お よそつ ぎ

の よ うで あ る。

L外 科 医 師 に と って は、処 方 の標 準 化 が比 較 的 容 易 な こ とか1ら、 ふ

な り好評 で あ った。,

2.内 科医 師 に とって は、 処 方 が 複 雑 で あい ま い さ が 多い こ とか ら、

あ ま り好 評 で は なか った。

3.看 護 婦に と って は、200万 件 に も,のぼ る手 書 き フ ォー ムが不 要

〔r112一



'
に な り、 エ ラ ーの大 巾 な減 少 と共 に労働 時間 が短 縮 され るの で

、非

常 に好 評 で あ った。

② シス テ ム開 発 者 の 評価

テ ク ニ コン社 の 現 在 の評 価 は 、 お よそ 次 の よ うな もの で あ る。

1.コ ス ト ・パ フ ォ ーマ ンス につ いて

現 在 の 中央 セ ンタ の コン ピ ュ ータ の処 理 能 力 で は5～6病 院 ま で は

適用 可能 であ るが、 一 方 開 発 ・ス トの 回収 は、3～4病 院 へ の適 甫 に

より実 現 で き る もの と想 定 さ れ て い る。

2.汎 用性 につ い て

現 在 の エ ル カ ミノ病院 にMISを 適用 す る際 に、 改 良 の た め に3,000

件 もの シス
,テム変 更 を実 施 し・ よ リユ ーザ の意 向 に適 合 す る と同時 に、

汎 用 的 に作 成 して あ るの で、 エル カ ミノ病 院以 外 の他 の ユ ーザ に適 用

して も、 シ ステ ムの 基 本部 分 には何 ら修正 の必 要 が ない もの と考 え ら

れ て い る0

3.MISの 将 来 性

開 発 コス トは 当 初 予 想 を大 巾 に 上回 っ たが、 需 要 は更 に大 きい と=考

えて い る とい う。 これ は、 現 在 全米 の病院 経 営 におけ る コス トの30

%は 、 イ ン フ ォ メ ーシ ・ン ・ハ ン ドリング の コス トで あ り、 ま た人 件

費 が3分 の2を 占め て い る とい う理 由 に よる。

4今 後 の 見 通 し

テク ニ コン社 で 開 発 した医 療情 報 シス テ ムは、病 院 内経 営 情 報 シ ステ ム

とい った もの で ある が、 これ は 通常 の企 業 内経 営情 報 シス テ ム と比 べ、 非

常 に 人 間的要 素 の強 い シ ス テム で あ る ことが特 徴 で あ る。
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システム開難 難 したVIRTS興 ・以Ptl
,8年 間 も病院 の経営 を経

験 して お り、MISの 開 発 に 際 して は 、 コ ン ビ 『 一 ク技 術 者 に 対 し 、 ユ ー

ザ ・　 ズ の声 を代 表 して 強 い リーダ ●烈 ブ鰻 挿 した とい うこ と で あ

るo

(1)シ ステ ム開発 期 間 の長 さ と開発 費 の膨 大 さ

..② で パ の効果の測,麺 嘩 さ

(3)マ ー ケ ッテ ィ ング の難iし さ

(4)シ ス テ ム変 更 の 多 さ

とい った 困 難 な状況 を 乗 りこえ て シス テ ム開 発 を成功 さ せ たの は、 ロ シキ

、パ 社 とい う資金 的 バ ・ク ア ・プカ声あ ・ たの と購 に・VIRTS氏 の よ う

な、 複 雑 な 病 院 ア プ リ ケ 「.シ ・ン に 精 通 し たSEが 参 画 し て い た た め と考

え られ る 。
∴. .}」/t

ラ イ ト ・ペ ンに よる キ ャラク タ:,デ ィ ス プ レイ を利 用 した 「 ンマ シ ン ・

イ ン タ ラ クテ ィ ブな シス テ ム も端 末 の操 作性 を向 上 させ る ため に工 夫 した

あ とが み られ、 高 度 な コ ン ピ ュータ利 用技 術 が感 じ られ た。
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付 録MISの 出 力 例 ・'

ll・

CID4WEST-2511--01ELCAMINO病 院MT.VIEW.

Californiao6-06-724:45PM、,PAGE1

日 常 指 示 要 約',㍑,

12=000・5 .-05・ ,ろ712～12:00∴0・6ごq6'72'

JANICEL ..・,

病 床403BN/S東 ・4階 担 当 医:Dr.GLYER.C.H.MD.

い 口i!l.,__05/29/72_.:::
ホ ホ

DX:脱 水 症/栄 養 失 調 糖 尿 病 と 思 わ れ る

主 要 指 示
、.∫..、 、 、 ・.川 、い`

DAVIS・MARILYNK.・GLYER.C.H.MDの 代 行

9:39 、AMO6-05-72口 頭 指 示 ・s t!

50毎 日 患 者 の 体 重 を 測 定

DAVIS・MARILYNK.,〃 ・ 、

2:01PMO6-05-72電 話 指 示

5LDC・ タ ル ウ ィ ン:乳 酸 ベ ン タ ゾ シ ン50m・9、IM・Q4H

6H、PRN.PAIN・ .;11

52・ ダ ル ボ ン65カ プ セ ル1 、PO・Q4H、PRN・

DAVISMARILYNK.〃

,53.4-ELECT(準 備1)電 話 指 示.il,

54・ 糖 投 与(〃)、t ,' 、

55.17ー ケ ト?テ 『
,イ ド.:特 別 薬 の 必 要 な レ1パ

56.17ー デ ヒ ド ロ ス テ ロ イ ド 〃
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57.明 日CBC.(06/06)バ ∨t'"ビ

58、 エ オ シ ノ フ ィ ルCT-BL…TOTAL6-6

flら ぎ'i∴'」

現 在 迄 の 全 オ ー ダ ー1㌍T'P

5:27.PMO5-29-72

6.着 が え:左 足 に ワ セ リ ン 、 着 衣 、KLINGの 支 持 、PRN.

7:01,PMo5-29-72

8.'活 動BRP'/t":'

新 ・9、 コ ン パ ジ ン 散 剤 、5m9、IPR・PRN・NAVSEA

9:33.PMo5-30-72":';;'f:

新 ・23.セ コ ナ ル 散 剤 、130mgIPR.QHS.PRN.(05/3009PM・ ・・

新,24.〃':/"〃 〃MRXIPRNt'tttttt'i」..

新 ・25・TIGAN-INJ:ト リ メ ト ベ ン ザ ア ミ ド100m9、IM.Q4H

PRN.NAUSEA

9:17.PM,05-31-72d'』 い1";・:

37普 通 食

9:38.'AM`オ06-01-72

THEX・ICC・ 及 び キ シ 田 力 イ ン%CC・(1%液)

IM・QD・(06/020gAM-.一)

8:43.PM.06-01-72

41.ボ ニ ン 錠 、MG・1POTID・(9.1.5)(06/0209AM-一)

11:30.AMO6-02-72

44.1000苗ZrDS/WにIV'Sを 追 加'Q12H
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11:33、AMO6-02-7? .、

45活 動 ・ 椅 子 に起 草 他 鱒 室Pt行 くこ とカ・で きた
.

'
,1い1、

CID2WEST-OI3 ,↑3-02テ ク ニ コ ン コ ン グ レ ス病 院

06-06-7212:53PM

患 者 治 療 計 画

72年6月6日7:00～3:00

MUELLER.BERTHAF72796755

ベ ッ ド205番 北/南:2階 東'区 分:医 療

D,.GRAMS.S.(M.D)*医 学 博 士

DX:肺 気 腫

医隔 間日,2週 間前

VitalSigns:

05-2218V/S血 圧 一 定QID

O5-2223V/S〃

体 液:05-31511&0

生 活

05-212活 動 安 静

05-2427〃 便 所 へ 歩 行

、 、

投 薬

06-0256、 テ トラ サ イ ク リン 、 カ プセ ル250m9 、1PQID、

(06/・205PM-)q・ .
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06-02

06-02

06-02

06-02

06-02

06-02

57

58

59

60'

61

62

アル 〃 タザイ ド錠 ・,POBID,(・6ノ 。2パP血 ∴)9

ナ ス ビ・ン錠 …m9、 、,POQ、H(・6/02δ!51≧ ・)・.・.

セ コ ナ ル カ プセ ル100m9、1,POQHS,(06/0209PM)

・ブ・ウムカプ　 ・・il・…P・Qlli・b:i('…・・/・ISg滅 ・豊
L

メ ラ リル 錠25m9、1,PO--HS.PRN,(MISC薬)

エ ラ ビル 錠10m9
、QID,(06/02'05PM-…)9.1.

他 の 部 門

05-21

05・ ・21

05-01

06-02

10

11

54

62

it.L'

ユパ

1PPBど δ%QIDl)6線i5分

物 理 療 法

心 電 図 一 正 常

胸 部X線 造 影 標 準 寺28

MISC指 示

06-0563 本 目午 前 退 院 い(、

患者治療特徴

05-21

05-21

05-21

05-21

総 入 歯

眼 鏡 使 用

ア レルギ ーな し

環 境 … …普 通SOB
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〔X〕 ス タ ン フ ォ ー ド 大 学

◎'訪 問 先

◎ 訪問 国

◎ 所在地

◎ 面接 者 「

StanfordUniversity

昭 和48年1月17日

StanfordCalifornia94305

Dr.WilliamKLinvillProfessor

Depa'rtmentofEngineering-EconomicSystem 、s

＼リブ リ
ン教 授 と の 面 談 の 要 旨 を 要 約 す れ ば 次 の通 り で あ る。

L都 市 計 画 な どの 社 会 プ ロ ジ ェ ク トに つ い て も コ ン ピ ュ ー タ は ま す ま す 使

わ れ る よ うに な る も の と 思 わ れ る。

都 市 計 画 に か か る コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に つ い て は 、 現 時 点 で は カ リフ ォ

ル ニ ア、 ニ ュ ー ヨ ー ク、 ペ ン シ ル ヴ ァニ ア の 三 州 が 進 ん で い る
。

コ ン ピ ュ ー タ の 効 率 的 な 利 用 の だ め に は 、 ノ

⑦ モ デ リン グ(シ ミ ュ レ ー シ ョン ・モ デ ル な ど)と'

◎ デ ータ ・ベ ー ス

の二 つが 必要 条 件 といえ る。 す な わ ち、 モ デ ルは1人 歩 きす る もの では な

く、 モデ ル とデ ータベ ース は1セ ッ トで考 え る こ とが必要 で は ないか。

社 会 開発 の た め のデ ータ ・ペ ースの 基 礎 に は、1970年va行 われ た 国

勢調 査 の デ ータが磁 気 テ ープの形 で販 売 され て い るの で、 セ ンサ ス ・デ ー

タ を あ る程 度 仕訳 す れば 地域 計 画 の デ ータ ベ ース の一 要素 と して使 え よ う。

2・ コ ン ビ=一 夕 ・メ ーカ は ハ ー ド ウ ェ ア を売 り込 むた めに 、実 際 には 必

要 とさ れ な いデ ータ まで デ ータベ ース に入 れ よ うとす るが 、 これ は膨 大 な

コス トを招来 す る だけ で あ る。 意 思 決 定 者 に真 に役立 つ シ ス テム をつ くる

一119一



た めに は、 先 ず、 意 思決 定 者 が どん な 情報 が 必要 で あ るか を明確 にす る必

要 が あ る◎ 従 って 、 コン ピュ ータ利 用に か か る真 の 問題 は 、 コ ン ピュ ータ

・ハ ー ドウ ェ アあ る いは ソ フ トウ ェ アの問 題 では な く
、 意 思 決 定 者 が どこ

ま で シ ステ ム の開 発 に くみ こむ ことに よ り、 どの 程 度 意思 決 定 者 の ニ ーズ

を明 らか に で き るか で あ る。 現 在 の よ うに コン ピ ュ ータ と意 思決 定 者 との

間に専 門技術者の介入が必要で、 しか もシステム設計段階で意思決定者が

自 ら深 く入 りこま な い現 状 で は、 本 当 に 良 い シ ステ ムは つ くれ な い のでは
'=='
・}㍉『

ないか。

3.意 思決 定 者 の た めの シ ステ ム とい う意 味 では 、 デ ィ ス プ レ ー形 式 の端末

機 の使 用が 普 及 して ゆ くの で は ない か。 デ ィス プレ ー装置 を利 用 す れば、

① デ ータ とモ デ ル を同時 に イ ン プ ッ トで きる。

② マ ン ・マ シ ンの イ ンタ ラ ク テ ィ ブな モ デ リ ングが 容易 に な る。

③ リアル タイ ムに 結 果 を入手 で き る。

の で、 今 後 ます ます 普 及 して ゆ く もの と思 われ る。

4.大 学 院学 生 の教 育 につ い て は、 現 実 の 世 界 に おけ る意 思決 定 の プ ロセ ス

を勉 強 させ る た め に、 政府 機 関、 研 究所 、 あ るいは 民 間 企 業 に イ ンタ ーン

とい う形 で送 りこん で い る。 この よ うな形 での いわ ゆ る産学 共 同 は、双 方

に と って メ リッ トが あ る よ うで あ る。
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〔M)サ ン ・ガブ リエル ・パ リー ・ミーニシパル ヴLヂ システム

(MDS)

訪問先

訪問 日

所在地

TheSanGabrielValleyMunibipalDa'taSystem

昭 和48年1月18日

751'Mo:n・t;ereyPassRoadMontereyPark

Calif91754

。Mr.SamuelRNorrisManager

。Mr.Wi・11iam'HBrockenTechnic:al∴ 、Director

。Mr>LeonardGSoperCouncelmanCityof

MontclairCounei1

・tt'" .t..t

lMDS設 立 の 背 景

(1)1967年 に 、 サ ン ・eガ ブ リエ ール 地 区 の20市 のcitymanager

(市 議 会 に よ り任 命 さ れ 、 政 策 達 成 に責 任 を も つ)が 、 集 ま り、 コ ン ピ

ュ ー タ が 、 ど の よ うに 市 の業 務 に 利 用 で き るか に つ い て 討 議 を 行 っ た
。

こ れ ら の20の 市 は 、 入 口 が ま ちま ちで あ り、1万 人の と ころか ち 、12

～3万 入 ま で の バ ラ ツ キ が あ り
、 いず れ の 市 も独 自 に、 コ ン ピ ュ ータ を

導 入 す る こ と は 市 の 予 算 規 模 か ら い っ て も困 難 で あ っ た 。

20の 市 は 、 各 自 、50ド ル ず つ 出 し合 っ て 、JointPowerAgency

を 設 置 し た。 これ が 、SanGabrielValleyMunicipalData

Systemで あ る。

(2)カ ー ネ ギ 財 団 が 、 中 小 規 模 の 市 に 対 す るjointcenterの 共 同 利 用 方

法 に つ き、 応 募 を 求 め て い た の で、 交 渉 の結 果 、285,000ド ル の 基

金 を も ら い 受 け 、 共 同 利 用 に 関 す る詳 細 な 研 究 を 行 な っ た 。
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1'969年 、 上 記 の 研 究 の結 果 が 公 表 さ れ た が そ の 結 果 、7市 が 辞 退

し 、13市 が 参 加 す .るこ とに な っ た。7市 が 辞 退 し た 理 由 は 、1つ の 市

・はi独 自 に 計 算 機 を持1た た め で あ り
、 残 りの6市 は 、 予 算 的 に 困 難 で

あ っ た た め で あ る。

こ のMDSの 開 発 コ ス トは80万 ドル で、 内 訳 は 以 下 の よ うに な っ て

い るo

(1)13の 市 が 入 口 に 比 例 ・し て 拠 出 ・350',000ド ル

(2)功 一・ネ ギ 財 団 ・・1:2'8}5,・000

(3)民 間 の コ ン サ ル タ ン ト会 社li6、5,、O・00

2MDS(MunicipaドDataSystem)

(1)MDSは 、そ の 中心 に な る代 表 部 門 とス タ ッフ で構成 され 、 代表 組 織 は

各 市 の市 議会 で選 出 ・した代 表 者 と、各 テ ーマ別 の専 門家 に よって 構成 さ

れ て い る。

この機 能 は

(1)予 算 の 作成

(2)運 営 費 の承 認

(3)政 策 の 決定

(4)新 しい市 の参 加 の承 認

(5)高 額 費用 支 出 の承認

等 々で あ る。

MDSの ス タ;ッ・フは、13人 で構成 され て お り、 そ の 内訳 は 次 の と う

り であ る。
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管 理 者2人

ソ フ トウ ェ アの専 門家1人

プ ログ ラマ4入

オペ レ ー タ4人

ク ラ ーク2入

② シ ステ ム開 発 は、 ユ ーザ 委員 会 を シ ステ ム開 発 の テ ーマ別 に設 置 して お

り、 そ の構 成 メ ンバ は 、

(1)そ の分 野 の専 門家

(2)MDSの 技 術 ス タ ッフ

(3)各 市 の財 務 ・給 与 ・入 事関 係 の スタ ッフ

等 で あ る。

シ ステ ム開発 を す るに 際 して は ユ ーザ委 員 会 で、 決 定 した提 案 を市 が、

承 認 さ えす れ ば 直 ちに、 開発 に着 手 す る こ とが で き る。 この ユ ーザ委員

会 は 、 シス テ ム完 成 後 も存 続 し、 シ ステ ムの 合 目的性のチェ ックお よび 改

善 方法 等 に つい ての 提 案 を行 っ てい る。'

委 員 会 は 、 プ ログ ラ ム をで き るだ け多 くの モ ジ ュ ールに 分 割 し、,多数

のユ ーザの 要求 に も応 え られ る よ うに設 計 して い る。 例え ば 、 人事 ・給

与 の プ ログ ラ ムは、90の モ ジ ュ ール に分 割 さ れ てい る。

3計 算 機 の 構 成L

計 算 機 は 、RCAのSPECTRA70/45F、262Kバ イ トで あ

る。 テ ー プ は8台 、 デ ィ ス クは12台 、 プ リン タ2台 、 カ ーー ド リ ー ダ1台

コ ン ソ ー ル'タ イ プ ラ イ タ1台 、 コ ミ==ケ ー シ ・ ン ・コン トロ ー ラ1台

で 、 構 成 さ れ て い る。
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各 市 に は 、IBM2741端 末 装 置 が 設 置 さ れ で お、り、 端 末 か ら、 伝 送

さ れ た デ ータ は 電 話 回 線 を介 して、RCASpectra70/720-23の

ADSパ ッ フttア に 送 ら れ 、RCASpectra70/668-21・ ,"な る 通 信

制 御 装 置 を 介 し て 、Spectra70/45Fに 送 られ る。 参 考 ま で にMDS

の 計 算 機 シ ス テ ム の ブ ロ ック ・ダ イ ヤ グ ラ ム を 図18に 示 す が(前 頁)

4MDSの ア プ リケ ー シ ョン ,

MDSの 主 た る ア プ リケ ーシ ョ ン は 、 次 の4種 類 で あ るも

(1)財 務 ・会 計 シ ス テ ム 、

(2)犯 罪 統 計 シ ス テ ム

(3)計 画 シ ス テ ム

(4)公 共 料 金 シ ス テ ム ・,

こ れ らの シ ス テ ム は 、GIMS(Generali'ze:dhformatibn

ManagementSystem)に よ っ て サ ポ ー トさ れ て お り、・各 市:の 端 末 か ら

の 検 索 、 分 析 、 報 告 書 作 成 は 容 易 に す る と と が で き る。 、'ピ ・'

各 市 は 、 各 自の デ ー タ ・ベ ース を もっ て お力 、 上 記 の4つ の シ ス テ ム は

そ の デ ー タ ・ベ ース を 中 核 に して 構 成 さ れ:で い る 。 市 か らの 入1カ デ 一 夕 の

殆 ん ど は 、 端 末 か ら入 力 さ れ 、 デ ィ ス ク に 直 接 、 書,き 込 まれ る。 他 の 省 庁

か ら得 られ る デ ータ は 、 計 算 セ ン タ か ら入 力 さ れ る。…,

総 勘 定 元 帳 等 の レ ポ ー トは 、 オ フ ラ イ ン ・バ ッチ 処 理 で 作 成 さ れ 、24

時 間 以 内 に 各 市 に 配 送 さ れ る が 、 予 算 超 過 等 の 緊 急 ・を 要 ず る レ ボト トは 、

端 末 か ら作 成 さ れ る。,∴ パ

計 算 機 の プ ロ グ ラ ム は 、(1)各 市 に 共 通 な標 準 プP'1グ ラ.・ム:ttと② 各 市 に 固 有

な標 準 プ ロ グ ラ ム と(3)ユ ー ザ 固 有 の プ ロ グ ラ ム の3つ に 分 類 さ 娠 水 道 料
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金V会 計処理 、犯罪 統 計、 土 地 利 用 計 画等 は 、(1)の 共通 標 準 プ ログ ラム を

使 用 してい る。

各 市 の デ ータ ・ベ ース と計 算機 の プ ・グ1ラムの 関係 を次 の 図19、 図20

に しめ す。

上 記 の4つ の各 シ ステ ムで行 って い る処理 は、 次 の と う りで ある。

(1)財 務 ・会 計 シス テム

予算編 成

購 買処 理

給 与計 算

小払 資 金

在 庫 管理

固 定 資産

費 用配 分PPBSの サ ポ ー ト'

ietc

(2)犯 罪統 計 シス テ ム

犯 罪 レポ ー ト(月)

交通 事故 レポ ー ㌧(月)

予算 対 実 績 評価

日々の巡 回 ス ケ ジ ュ ール

(3)計 画 シ ステ ム

建 物 の 建設 許 可

水 道 サ ービスの 方 式

火 災 危 険地 域 の選択

駐 車 場 計 画

ietc
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POLICE

DEPT

FINANCECITY

DEPTDATA

//プBASE

INTEGRATED

図20

UTILITY

べ

＼<PL鍋NG

/
/

INFORMATIONAVAILABLE

WITHE.D.P,

(・)1公 端 金 シス テ ム

公 共 料金 請求 書 の発 行

需 要 家 へ のサ ー ビス.

水道 設 備 の維 持 管 理

etc

以 上 の シ ステ ムの うち、 計 画 シス テ ムは区 画化 され た土 地 利 用 フ ァイ ル

を 、 そ の 中核 に して お り、 この土 地 利 用 フ ァイ ル は、 他 の シ ステ ム で自動

的 に 更 新 され る。
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5デ ー タ ・ベ ース の 更新 の 例

(1)財務 ・会 計 シ ス テ ム の給 与 計算 シ ス テ ムでは 、 端 末 か ら値入 の貯金 残

高 、 タイ ム カ ー ドを入 力 し、 以 下 の4つ の フ ァイ ル を 同時 に更 新 して い る。

そ れ は 雇用 マ ス タ ー、 ジ ョブ毎 の費 用 フ ァイル 、総 勘 定元 帳 ファ イル 、財

務 諸 表 フ ァイル で あ る。 ζの シ ステ ム を具 体的 に示 す と、図21の 如 くな

る。

(2)計 画 シ ステ ム で は、 長 期 計 画策 定 の た めに 固定 資 産情 報 、建 物 の 特性

情 報 、 土 地利 用 情 報 、 道 路 の ネ ッ トワーク情報 が必 要 であ るが 、 そ れ らは、

メ ータ検 査 、建 物検 査 、 道路 改 修 等 に関 す る技 術 活動 、等 か ら得 られ た り

郡 、 州 、国 勢 調 査 等 か らデ ータを得 る。

図22に そ の概 略 を示 す。
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図21給 与 計 算
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〔刈〕 イ ン フ オ マ テ イ ツ ク ス

◎ …1訪問先

◎ 訪問 日

◎ 所 在地

◎ 面接者

Informat層i,CsInc

昭 和48年'1月19日

5430VanNuysBldShermanOaks

。 燈.RobertSornrnersManager
.WesternRegional

Sales

11nformatics社 の 概 要

Informa:tics社 は 、1962年3月 、AdvancedInformation

System社iと ・し℃ 発 足 し た 。 リポ ー トジ ェ'ネ レ'一 夕GIRLS、MARK工 、

皿 ミ'皿 を 発 表 し、 ・1965年MARKW開 発 開 始 を機 にInformatics社

を 結 成 した 。1967年7月MARKIVの 最 初 の仕 様 書 を 発 表 。MARKW

は1968年2月 の 初 リ リ ース 後 僅 か1年 間 の うち に 約200件 の ユ ーザ

を確 保 し、 世 界 で最 も売 れ て い る汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・'シス テ ム と

な っ た た め 、Informatics社 の 名 も一 躍 有 名 に な った 。 当 地 カ リ フ ォ ル

ニ ア 州 カ ノ ガ ・パ ーク に は 従 業 員 約700名 、1971年 度 の 純 益 は42

万4千 ドル に の ぼ っ て い る。'こ れ は 前 年 度 に 比 べ 、58%の 増 収 と な っ て

い る。Inforhlatics社 はMARKWl本Va賭 け て き たツ フ トウ ェア 会 社

で 米 国 お よび 西 欧 だ け で も14の オ フ ィ ス を も っ て い るoな`おMARKW

の 販 売 お よび メ ン テ ナ ン ス はSoftwareProductsCompanyが 一 手 に

引 き受 け てtoり 、 ス タ ッ フ は 約go名 。 所 在 地 はInformatics本 社 と 同

じ カ ノ ガ ・パ ー ク で あ る。
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2MARKIYシ ステ ム の 概要

(1)MARKIN「 の実 績

MARKWは 、 そ の先 駆 的 な シ ス テ ムで あ るGIRLS、MARKI、 』 、

皿 の経験 を も とに して、IBM/360の 市 場 性 を予測 して開 発 した汎 用

事務 処理 用 ソフ トウ ェ アで あ る。196,8年 一般 ユ ーザ 向 け に リリース

さ れ て以 来5年 間va、 世界35ケ 国60qも の,号 一ザ を確 保 した。 う ち、

米国 と カナ ダ と で400ユ ーザ 、 ヨ ーロ ッパ に100ユ ーザ を もって い

る。MARKWは これ らの ユ ー・、ザ で 構成 され る シス テ ム評価 委 員 会(年

2回)か ら出 さ れ るシ ス テ ム改 良 の要 望 を検 討 して、 現 在 ま"でに数 百 方

ドル を投 入 し1,000ケ 所以 上 の改 良 を重 ね て きた。 そ の結 果 、ス ピ ー
1、

ドに つ い て は 当 初 の12倍 に なb、 ま た オ ン ラ イ ン版MARKWは 現 在

20以 上 もの ユ ーザ に使 わ れ て お り 、COBOLの95%を サ ポ ー トで き

る 画 期 的 な ト ータ ル ・シ ス テ ム へ と発 展 して き て い る。

(2)MARKWの 機 能 的 特 徴,

MARKIVは 事 務 処 理 を短 期 間 に 、 しか も低 コ ス .tト、 低 労 力 でEDP

化 す る た め の ノ ン ・プ ロ グ ラ マ 向 け ソ フ トウ エ ア で あ る.5:MARKIVの

最 初 の バ ージ ・ ンは 、 テ ー ブ ル ・ル ッ ク ・ア ッ プ機 能 を 中 心 と し た リポ

ー ト ・ジ ェ ネ レ ー タ で あ っ た が
、 これ に イ ン デ ッ ク ス ・シ ー ケ ン シ ャル

・ フ ァイ ル の 処 理 機 能 が 追 加 さ れ る な ど最 新版MARKWで は 大 小 合 わ

.せtt140ケ 所 の 強 化 ポ イ ン トを.も っ て い る。MARKIV言 語 は 、 ノ ン

・ プ ・ グ
,ラ}rり 力 め 、 固 定 力1ラ ム形 式,奮 と っ てtsib、 あ らか じ め 用 意 さ

れ た12種 類 の機 能 別 .コ三 デ ィ ン グ ・シ ー トが 、 ユ ーザ の プ ロ グ ラ ミ ン

グ労 力 を 大 幅 に減 少 して い る。 新 し く組 み 込 まれ た 機 能 に は 次 の よ う な

も の が あ る。
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⑦DL/1イ ン タ フ ェイ ス

IBMのIMS、DL/1フ ァイ ル をMARKWに よ って処 理 可 能

に す る。

◎ テキ ス ト処 理

キ ャラ クタ ・ス トリング ・デ ータ を操 作 す るた め の有 効 な 手 段 を追

加 した。

◎ フ ァイル処 理 の拡 張

同時 に コ ーデ ィネ ー トされ処 理 され る追 加 ファ イル数 を増 加 した。

◎ トランザク∴ ・魂 理の拡張

マ ス タ'フ ァ イ ル と突 き合 わせ る前 に トランザ ク シ ・ン を処 理 可能

に した。

㊤ チ ェ ・ク ・ポ イ ン ト/リ スタ.ト

複 数 の テ ー プ ・ リール か ら構成 され て い る大 規 模 ジ ョブの た め、 回

復 に 要 す る時 間 の短 縮 をはか るた め の新 機 能。

(3)MARKWとCOBOLと の 比較

MARK「Vは ・COBOLと ほ.段 ど同 じ繊 旨.を、CpB・Lの ・/・の 労

力 で実 行 可 能 に す る。 す な わ ち、EDP化 の計 画 か らプ ログ ラ ミン グ、

更 に実 施 ま で の期 間 がCOBOLの1/6で 済 み、 しか もほ とん どの場 合
、

運 用 開始 後 約3ケ 月 で ペ イ して い る。 また、MARKWは 、COBOL

とは格 段 の差 が あ る柔 軟性 に富ん だ レポ ー ト作 成 機 能 をも って い る
。

(4)MARKWの 教 育 コ ース

MARKWの 言 語 は 、 あ らか じめ定 め られ た カ ラムに記号 を書 き込 む

テ ーブル形 式 の ノ ン ・プ ・ グ ラマ 向 き言 語 で あ るた め、短 い教 育期 間 で

修 得 す る こ とが で き る。1nformatics社 では、MARKIV教 育 用 に6
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つ の コ ース を用 意 して い る。 最 も短 い の'は1た つだ1日 の入 門 コ ースで、

長 ぐ治 、 。醐 め・専 門 。.ス ま で であ る.'垣 繊1フ リーコ ース と

い うの が あ り、 これ は 、MARKIVを か なb使 っ た ユ ーザ に対 し、1対

1で ア プ リケ ー シ ョ ン の 改 善 を 図 る た め の も の で あ る。 ま た 、 ユ ニ ザ か

ち の 要 望K応 え てlMARKVg教 育 用 の カ セ ッ ト ・テ ー プ が 有 料 で 提 供

さ れ る。 ～二の ほ か 、MARKWのSEは 、 半 年 に1度 は 必 ず ユ ーザ を訪

問 し、 シ ス テ ム 最 適 化 の た め の ア ド・ミイ ス を 行 な っ て い る。

(5)MARKWユ ーザ の 業 種 別 分 類

Informaties社 は 、1970年 に200件 のMARKWユ ー ザ を 任

意 選 択 し、 業 種 別 統 計 を と っ た が 、 そ の結 果 は 次 表 の と お りで あ る。

表3MARKW利 用 の 業 種 別 ユ ーザ の 割 合

順 位 業 種%

1石 油/精 製 業22'

2食 料/飲 料 関 係'9

3一 般 製 造 業9

9垣 ㌧川 地 方 自 治 体(州 痴 よび 市)"1い18"aぼF

ゴ"連 邦 政 府 関 係'ttt/t7

6化 学/薬 学/医 学 二"7

17 ・ 保 険 会 社 一`ピ 」

8開 発/科 学 関 係 .'仁5"-t'L

9自 動 車 メ ーカ4'

10電 気 製 品 メ ニ カ4…

1ど サ ー ビ スi業't-3

1i・'2・ ガ ス/電 力 会 社'ii)・:「e3

一134-.



順 位 業 種%

13航 空 会 社"3

14建 設/建 築 関係2

15放 送/出 版 関係2"1"1'i

・6"ll・ITt・i?の他5'(:t:'

⑥ 行 政 機 関 た お けえMARkw利 用tt!'"1""ltt'

MARKWは 、 地方 自治 体 や連 邦政 府 の よ う左行政機 関 元お ㌫ て も広

く利 用 され て泊b、 全 ユ ーデ の約15%を 占め て い る。 実 際MARKW

は行 政 関係 の あち ゆ る ア プ リヶ ーシ ・ンに適 用可 能 で あ るが 、そ の 主要

な もの には 、 次 の よ うな もの が ある。

⑦ 職 員 の給 与 計 算 ⇔ 交通 安全 シ ステ ム

◎ 各 種 の コス ト計 算 ◎ 予 算 編 成 」

◎;住 民 関係IR'㊦ 長 期 予 測

⇔'人 材開 発 　 ‥'・ 『パ

またMARKWを 利 用 してC'Nる 行 政機 関 は、 連 邦 政府0よ'6に 大 規 模

の ものか ら、地 方 都 市 まで1一 あ らゆ る レベ ル に わた らピい'るが、 主要 な

ユ ーザ を 以 下 に 示 す 。 一 　 バ 湿 ㌍

⑦ 州 政 府 ・'"L"…ii"

ア リ ゾナ 、 カ リフ ォ ・レニ ア、 ・・ワイ 、 ミ シ ガ シ 、二 。 已 一ク 、 モ ン

タ ナ、 テ キ サ ス、 カ ンサ ス 、 ウ ィス ・ ン シ ン、才 ン タ 腰 む

◎ 市 役 所/L"/

二 。.ヨ.久 わ 。 ホ マ 、 。シ ン トンニ 。寿'ジ ど ル ス 、 シ カ ゴ 、

タク ソン

『'「',ン
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◎ そ の 他 ..,, .

米 国 海 軍 、 米 国 陸 軍 、 米 国 原 子 力 エ ネ ル ギ ー委 員 会 、 教 育 お よび 救 済

事 業 、 海 洋 開 発

(7)MARKWユ ー ザ の 地 域 的 分 布

Informatics社 の 現 在 の オ フ ィ ス 数 は 、 米 国 お よび 西 欧 に14あ る

～こと は す で に 述 べ だ が 、 この ほ か 以 下 の 地 域 に 派 遣 さ れ て い るMARK

WSEは25入 以 上 も い る。

ジ ャ ワ、 リ ビ ア の ト リポ リ、 イ ラ ン の アバ ダ ン 、 マ レ ーシ ア の ク ア ラ

ル ン プ ー ル 、 ベ ネ ズ エ ラ の カ ラ カ ス 、 沖 縄 、 ペ ル シ ヤ湾 の パ ー レ イ ン
、

カ ナ ダ の ブ リテ ィシ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州

(8)MARKWの 優 秀 性 を示 す 実 績 例

④ResearchInstituteofAmerica社 の 調 査

2,500件 の 企 業 体 に 対 し、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る効 率 化 にtsい て 、

採 算 が とれ て い る か ど うか を 調 査 し た が 、 この 結 果Yesと 答 え た 企 業

は 半 数 以 下 で あρ 表 。 そ し て 、 こ の 半 数 に 満 た な い 成 功 例 の う ち の 大

半4、MARKW子 一 ザ で あ る こ と が 立 証 さ れ た。

⇔FORTUNE紙 記事 に基 づ く証 明

米 国vateけ る大 企 業 上位500社 を記載 した が、 この うち銀 行、製

造 業、 保 健 関 係、 小 売 卸 売 業 、 ガ ス/電 力 関係 の トップ企 業は す べ て

MARKW¢)ユ ーザ で あ った。

◎ ア ラス カPineBluffに おけ る実 績

ア ラス カPineBluff近'く の毒 物 学 研 究 センター は、 本来 事 務 処理

用 ソフトウェアで あ るMARKWを あ え て、科 学 的 アプローチ に 適用 した 。

これ は2万 匹 の ネズ ミの 体 重 と健 康 状 態 を ベース に発 ガン性 物 質 の 発 見

を行 な うとい う画期 的 な アプローチ で ある 。NARKWは 、種 々 の凝 発性
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物 質 を不定 量 の 分量 だけ与 え られ た2万 匹 の ネズ ミ1匹1匹 の健 康 状

態 を 記憶す る。 そ して研 究 者 がPineBluffに ある タ ー ミナ ルか ら

発 す る さ ま ざま な要求 に応 じて、 ワシ ン トンに あ るIBM360か ら

迅 速 で正 確 な ア ウ トプ ッ トを送 って い る。

∈)教 育機 関 に おけ る適用

MARKWは 、短 い教 育期 間 で修 得 可能 な こ とlCOBOLの1/6の

プ ログ ラ ミン グ 日程 で シ ステ ム を施 行 で き る こ と、 しか も60～90

%の コス ト節 約が で き る実 績 を見込 まれ て、 大都 市の 大 学 や 教 育機 関

に おい て も広 く利 用 さ れ て い る。

3今 後 の 見 通 し

MARKWが 非常 に 多 くの ユ ーザ に使 われ て い る理 由 と して考 え られ る

の は、

(1)GIRLSの 開発以 来 の長 い経験 に よ り、 技 術 水準 が 高 い こ と。

(2)シ ステ ム改 造 の ためva多 額 の費 用 と時 間 を投入 してい る こ と。

(3)SEが 半 年 に1回 は ユ ーザ を訪 問 す る な ど、 フ ォ ロ ーア ップに意 を

注 いで い る こ と。

な どの た め で あ ろ う と考 え られ る。

また今 後 の方 向 として は、 潜 在 市場 の規模 か らみ る と米国 内 に はMARK

INfが使 え る機 器 構 成 を もったユ ーザが ま だ96%も 残 って い るの で、 従来

通 リシ ステ ムの 改 良 を続 け なが らセ ール ス して い く とい う強 気 の発言 が 印

象的 で あ った。技 術 的 にみ て も、 例 え ば、IBMのIMSは 高 度 な デ ータ

・ベ ース ・ス トラク チ ャを もって い るが
、 デ ータ ・ベ ースの 作 成 ・更 新 ・

検 索 ・レポ ー トが難 しいの に対 し、MARKIVは 非 常 に容 易 に 扱 う ことが
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で 起 る こ とか らVと の両 者 の利点 を活 か して統 合 して 使用 す る方 向 に進 む

もの』と考 え られぐ 現 に い…くつ か の試 み が なさ れ てい る よ うで あ る。
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〔X田〕SDC

訪 問先

訪問 日

所在地

SystemDevelopmentCotporation

昭 和48年1月19日

2500ColoradoAvenueSantaM6n:i6a

Calif.90406

M]k.RichardLickhalterDirect6t

1SDCの 概 要t.r:.∵ ・t・ ・-1'・

SDC(Sygtξ5:も 議i。 ㎞6。tC6,p。rati。 の は 、 ソ フ トウエ ア

・メ ーカ とい う よ り もむ しろ世 界有数 の大規 模 頭 脳 集 団 と して
、連 邦 政府 、

軍 事 関係 の シ ステ ム開 発 を 中心 に貢 献 して きた会 社 で あ る。 当 地 カ リフ ォ

ルrナ 州 サ ンタ モ ニ カに 本拠 を置 き、 従業 員 約2 ,400入 、 資本 金334

万 ドル・ 年 間 売 上 約5千 万 ドル に達 す る、業 界 第2位 の規 模 を誇 って い る。

(第1位 はCSC(ComputerSciencesCorp.))"tt'

1969年 まで庭 ご 官 公 庁サ ポ ー トに専 念 し て きた が1'以 後営 利 企 業 に

転 身 、 現 在軍 事 関係 サ ポ ー トは40%迄 お さえ そ い る。Sbcは また 、 〔

シン ・イ ン デ ィペ ン デ ン トな アセ ン ブ ラ系 言 語JOUIALの 開 発 や 、汎 用

デ ータ ・マ ネ ジ メ ン ト・シス テム で あるTDMS、DS/2等 の 開発 で も

有 名 で あ る。 事実SDCは 、特 定 の コン ピ ュ ータ ・メ ーカ と契 約 を結 ぶ こ

とな く、 米 国 内の ほ とん どす べ て の コン ピュ ータ ・メ ーカの機 種 を導 入 し、

これ らの も とで先 進 的 な シス テ ム開 発 を続 け て い る。 な おそ の経 歴 と主 要

業 務 を要 約 す れ ば 次 の通 りで あ る。
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(経 歴)

1950年:RANDCorpの シ ス テ ム 開発 部 門 と し て 発 足 。

1954年:コ ン ピ ュ ー タ を 初 め て 導 入 、 初 期 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・プ ロ

グ ラ ム を開 発 。

1956年:RANDか ら 分 離 独 立 し、 非 営 利 団 体SDCと な る。

1958年:JOUIALの 開 発 。

1963年:最 初 の タ イ ム ・ シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム な実 施

1964年:TDMSの 前 身 で あ るLUCIDの 開 発 を開 始 。

1966年:ADEPT-50オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・シ ス テ ム の も と で タ イ ム

・シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ムTDMSの 開 発 を開 始 。

1968年:TDMSをCDMSと し て 市 販 。

1969年:営 利 企 業 に 転 身 し、 民 間 企 業 と も契 約 を結 ぶ 。

ア オ:ロ 計 画 に 参 加 。 オ ン ラ イ ン文 献 検 索 シ ス テ ムORBIT

の 開 発 を 開 始 。DS/1の リ リ ース 。

1970年:DS/2を リ リ ー ス 。

1971年 に か け て 、 軍 事 費 削 減 の 影 響 を受 け 不 振 に 陥 っ た 。

1972年:復 調 。ORBITの リ リ ース 。DS/3の 開 発 開 始 。

(主 要 業 務)

(1)シ ス テ ム 分 析

(2)シ ミ=.レ ー シ ・ン:シ ス テ ム の モ デ ル の 作 成 と そ の 実 験

(3)シ ス テ ム 設 計

(4)ソ フ トウ ェ ア作 成:プ ロ グ ラ ム 、 操 作 規 準 、 訓 練 計 画

(5)エ ン ジ ニ ア リ ン グ:ハ ー ドウ ェ ア の プ ロ トタ イ プ の設 計

(6)シ ス テ ム 設 置 、 訓 練 、 シ ス テ ム評 価
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2業 務 活動 の 内 容

(1)防 衛 ・宇 宙 シ ステ ム部 門c

軍 関 係 お よびNASAの シス テ ム開発 を行 な う部 門で、SDIC最 大 の

規 模 を もつ 部門 で あ る。

①NASAそ の他 の宇 宙 衛 星 コ ン ト・ 一ル に関 す るシス テム開 発

② 防 空 用 指 揮 管 制 シス テ ムの サ ポ ー ト

③SPLプ ・グ ラ ミング言語 の 開発 ・

④ 米 海 軍 情報 処 理 シ ス テム 支援 部 隊 の海 洋 監視 情 報 シス テ ムの 開 発

(情 報検 索)

⑤ 原子 力 兵器 状 況 シス テム の開 発

(TSSに よ るデ ータ.・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ステ ム)

② 公 共 シス テ ム部 門

連 邦 政 府 、 州 政府 、 地方 政 府 、 大 学、病 院 、 図 書館 等 に対 し、 教 育、

交通 、保 健 ・衛 生 、 司 法 公共安 全 、 行政 シ ステ ム とい う分 野 に お いて、

そ の シス テ ム分 析、 プ・グ ラ ミン グ、 シ ミ ュレ ーシ ・ソ、 費用 効 果 分析'

な どを行 な う部 門 で、 米国 最 大 の ス タ ッフ を擁 して居 り、 主 な シス テ ム

内容 の実 績 を示 せ ば 下 記 の通 りで あ る。

④ 南西 部 地域 研 究 所 の た め の教 育管 理 シ ステ ム の開発

◎ ペ ン シル バ ニ ア大学 の デ ータ処 理 教 育 の マ ス タ ・プ ラ ン6'作 成

㊦ 国 立 大 気 汚染 管理 局の ため の光 化 学 スモ ッグ に関 す る㍉シ ミュ レ ーシ

ョン ・モ デル の 開発

eカ リフ ォル ニ ア州森 林 の ため に 「火災 発 生 時 に おけ る命 令 伝 達 系統 」

の改 善 に 関す る シ ス テム 分 析

㊥ 入 口密 度 の高 い郡 の た め の地域 情 報 シ ス テム の設計 入
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㊦ ノ ース ・カ ロライ ナ 州 シ ャー ロ ッ ト市 の統 合市 政 情 報 シ スデ ム の開

発 支 援 、

(3)研 究 開 発 部 門,.

自然 言 語 に よる コン ピ ュ ータの利 用 や対 話型 デ ータ ・マネ ジ メ ン ト ・

シス テ ム、 高 度 の プ ログ ラ ミン グ言 語 と コ.ンパ イ ラの開 発 、 デ ータ通信

と い った 分 野 でSDCの ビジ ネ ス と して の展 開領 域 を見 出 し、 評 価 しな

が ら実 行 可 能性 を探 って い る。

④ グ ラ フ ィ ック入 力 シ ステ ム の開発

◎ 音 声 に よ る入 出 力 の研 究 パ

㊦ コ ンパ イ ラを作成 す るた め の コンパ イ ラCWICの 開発

∈)対 話 型 デ ータ ・マ ネ ジ・メ ン ト ・シス デ ムDS/2、D:S/3の 開発

3汎 用デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テム の 概 要

(1)TDMS(TimeShared,DataManagementSystem)

タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ の デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム で

あb、 デ ー タ ・ベ ー ス の 先 駆 的 な 存 在 で あ る。 軍 事 目 的 の1た め に 設 計 さ

れ て い る た め 、 広 汎 か つ 高 度 な機 能 が 盛 込 ま れ て お り、 特 に 演 算 機 能 で

は 、FORTRANを し の ぐほ どで あ る。 しか し、 民 間 向 け に 提 供 さ れ た

C「DD'M'Sは 、 あ ま り に も大 規 模 す ぎ 、 ～これ を 受 入 れ る こ と の で き る ユ ー

ザ が い な か っ た た め に 、 機 能 倒 れ に 終 って し ま っ た と い「巡 る。

(2)ORBIT(OnlineRetrievalofBibli二 〇graphiea1・Text) .

6万 件 以 上 の 文 献 に 関 す る 情 報 を 含 む 大 規 模 デ ー タ ・ベ ースヘ オ ン ラ

イ ン で ダ イ レ ク ト ・ア ク セ ス 可 能 な文 献 検 索 シ ス テ ム で あ る。 ユ ーザ は

入 手 し た い 情 報 の 種 類(著 者 名 あ る い は 、 記 事 の 主 題 あ る い は 、 関 連 用
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語 の組 合 せ)を オ ンライ ン端 末 か ら英語 で 指定 す るだけ で、 自分 の研 究

等 に必 要 な文 献情 報 を迅 速 に入手 す る こ とが で き る。 イ ン デ ック ス の つ

い た図 書 、 報告 書 等 の ほ か に入 事記 録 の検 索 な どの業務 に も適 用 可能 で

あ る。一全米一で.6.・件 のユ ーザ に使 用 さ れ て い る。・

(3)DS/2(DqtamanagementSystem)
'i'

機 能倒 れ に終 ったCDMSの 機 能 の うち、 ビジ ネ スで よ く使 われ る も

の だ け を取 り出 して、 モ ジ ュ ール形 式 で ま とめた ノン ・プ ログ ラマ 向 け

の 中規 模 汎 用 シ入 テ吐 で あ る。DS/2は オ ン ライ ンの端 末 装 置 を介 し

て 、 現 存 す るデ ひタ
、〈,⑦ア4..ル1の中 か ら必 要 なデ▽ タを抜 き出 し、,分析

して 報告 書 を作 成 す る こ とに特徴 が あ6 ,たtP、 デ ータ処 理 の 面 よbも 、

意思 決 定 とい う高 度 の判 断 業務 をサ ポ ー トす る方 が 得意 なデ ー タ ・マ ネ

ジ メ ン ト ・シス テ ム で あ る とい え る。 し.たが って、 その適 用分 野 も、 連
,!)「i

'

邦 政府 、 州 政府 、学校 、 病 院 とい っ た公 共機 関 に お ける予算 編 成 、選 挙

区 の分 割 、学 級編 成 、学 業 記録、 犯 罪 捜 査 の よ うな業務 か ら、製 造 業 、

小 売業 に お け る在 庫 の分 析、売 上 分 析 、利 益 分析 、 設備 の利 用 ・減 価 償

却 、 人 事 管理 とい った業 務 ま で広範 囲 に わ た って い る。Ma.Li'ckhalter

の話 で は現 在25程 度 の ユ ーザ に使 用 さ'れ'てい る'どい う。

(4)DS/3(i

DS/2の もつ イ ンタ ラク ティ ブな能 力 を更 に拡 張 し＼'複 数 の ユ ーザ

が異 な るデ ータ ・ベ ース に同 時 に ア ク セ スで きる よ うに した もの で あ る
。

この 他、DS/3は 可変 長 デ ータ や く り返 しデ ータ を扱 うこ とが で き
、

デ・一夕 ・ベ ースの一 部 分 をサ ブセ ッ トと して独 立 させ複 数 フ ァイ ル と し

て取 扱 うこ とがで ぎ る よ うに な って い る。 我 々が訪 問 した とき に は、 連

邦 政 府 等3ユ ーザ でユ ーザ業 務 を のせ て テ ス トを行 な うベ ータ ・テ ス ト
,,
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中 で あ った。(詳 細 は,別冊 附 属 資 料 参照 の こ と)

4今 後 の 方 向
1,,

SDCの 受 注 は、 依 然 と して軍 需 中心 で ある が、 営 利企 業 へ の転 身 と と

も に、 公 共分 野 、 コマ ーシ ャル分 野 へ の進 出の ため に着 々 と基 礎 固 め を行

な って い るo

(1)公 共 シス テ ム 』

総 合 的 な システ ム開発 能 力 を活 か して、地 域 社 会 の ため の シス テム

(公 害 防止 、 犯 罪防 止 、 交 通 管 制 、 輸送 、保 健、 都 市 開 発 シス ア ムな ど)

開発 に力 を入 れ て い くこ とに な ろ う。

(2)コ マ ーシ ャル分 野

商 用TSSの ほ か に、SDCと ユ ーザ とが共 同 で情 報 ジス テ ム を 開発

して い くこ とが 中 心 にな ろ う。 まだ このほ か に も、 汎 用 性 、 市場性 の あ

る ソフ ト ウェアの 開発 、販 売 に 力 を入 れ てい く ことに な ろ う。

冒頭 に も述 べ た如 く、SDCは ソ フ トウ ェア メ ー カ とい うよ りは、 シス

テ ム開発 会 社 と して各 ユ ーザ個 別 の シス テ ム 開発 を 中心 に 発展 を して きた

会 社 で ある。TDMSやDSの よ うな秀 れ た機 能 を もった デ ータ ・マネ ジ

メ ン ト ・シス テ ムカミ思 った ほ ど市 場 に 出て い な い理 由 と して は・ 汎 用 ソフ

トの 開 発、 販 売 の歴 史 が 比 較 的 浅 い た め に、 ユ ー ザ に対 す る充 分 な フォ ロ

ーア ップ体制 が 確 立 して い ない た め で は ない か と考 え られ る。Mr・Lick-

holterの 汎 用 ソフ トに 対す る意 見 と して、 高 々2～3万 ドル の対 価 で使

用 で きるの だ か ら、洛 種 の デ ー タ ・マネ ジ メン ト ・シ ステ ムの そ れ ぞれ の

いい と ころ を利 用 して いけば よい の で は な い か とい う話 を して い たが 、 ソ
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フ トウ ェ アの 流通 の面 か ら も傾 聴す べ き意見 で は なか ろ うヵ・。 ま た、 医 療

情 報 を対 象 と したMEDLARSやORBITの よ うに特 殊 分野 のデ ータ ・マ

ネジ メ ン ト ・シス テ ム の 開発 を行 な うな ど、 い たず らに汎 用 ソ フ トの 開発

に走 らず 個 別 シス テ ム の開 発 をベ ース と して い る と こ.うにSDCの 特 徴 が

認 め られ る。
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〔XIV〕Ud－ 工、A'一 －s－

㌻}・'パ い:ニ バ ㌧ ・

◎ 訪問先

◎ 訪問日

◎ 所在地

◎ 面i接着

・U6・i
。e,詩 シ・『。子6。iif。}議9L。,A。g,1es

パ ひ ノ ロ ロ　 ロロ 　ミロ シ コ 　㌔'』昭 和4'『'8～ 年1月22日

405HilgardAvenueLosAngelTes

Californiagoo24

。Mr・BillTippitOperationSupervisor・CamPus

ComputingNetwork,UCLAMass-sciencesAddition

－UCLAに 於 け る コ ン ピ ュ ータ 利 用 状 況 調 査 一

1.1968年 にIBM360/91(4百 万 バ イ ト)を 導 入 し、 こ の 大 容

量 を もつ コ ン ピ ュ ータ を 中 心 に 殆 ん どの 学 部 を網 羅 す るCCN(Campus

ComputingNetwork)を 形 成 し、 全 学 か ら と の コ ン ピ ュ ータ に ア ク セ

ス で き る 形 を と っ て い る。 周 辺 機 器 と し そ は 、40台 の デ ィ ス ク(IBM

-2314)
、 ハ イ ス ピ ー ド ・ ド ラ ム(IBM-2301)が1台 、 そ の

他 に 多 数 の テ ー プデ ッキ 及 び プ ロ ッ タ(Calcomp)等 が 独 立 した セ レ ク

タ ーチ ャネ ル(IBM-2860)を 通 じて フ ック さ れ て い る。 ま た 各 学

部 に は1/Oと し て 小 メ モ リ ー の コ ン ピ ュ ータ も設 置 さ れ 、 中 央 の セ ン タ

ー ま で 出 向 か な くて も
、 中央 の 大 メ モ リ ーの コ ン ピ ュ ー タ を利 用 で き る シ

ス テ ム と な っ て い る◎ 例 え ば 、GSM(GraduateSchoolofMana-

gement)の ビ ル デ ィ ン グ に はIBM360/20が 設 置 さ れ 、 学 生 は こ

の360/20か ら プ ロ グ ラ ム を イ ン プ ッ ト し、 ア ウ トプ ッ ト もモ デ ル20

か ら 得 られ る シ ス テ ム を と って い る。 尚 、 セ ン タ ーの オ ペ レ ー タ は 現 在13

入 で24時 間 稼 働 で あ る。
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2.CCNの サ ー ビ ス シ ス テ ム と して は

④RJS(RemoteJobServiee)… バ ッチ ・モ ー ド

⑰QUICKRUN… バ ッチ ・モ ー ドで は あ る が 、RJSよ り も プ ラ イ オ

リテ ィ ーが 高 く、 ア ウ トプ ッ トが15分 ～30分 程 度 で 得 られ る。

◎ARPA(AdvancedResearchProjectAgency)…ARPAネ ッ

ト ワ ー ク に参 加 し て い る 学 校 ・研 究 所 へ の ア ク セ ス 。

eAPL…APLを 使 うイ ン タ ラ ク テ ィ ブ な コ ン ビ=一 夕利 用。 例 え ば 、

LPを 使 って の 輸 送 計 画 、 人 員 配 置 な ど の 計 算 。

㊥URSA… カ ン バ セ ー シ ・ ナ ル にCR.Tデ ィ ス プ レ ー を使 っ て 、 作 業

を 行 う。

㊦OLMS(On-LineMathematicalSystem)… オ ン ラ イ ン ・グ ラ フ

ィ ック ・シ ス テ ム

①TSO…IBMに よ っ て サ ポ ー トさ れ る汎 用T'SSシ ス テ ム。

な ど のサ ー ビ スが 受 け られ る仕 組 み に な って い る。

3.ARPAの 目的 は 、 全 米 に ち ら ば る 各研 究 セ ンタ を相 互 に 接 続 して 、 ネ

ッ ト ワ ーク の い か な る 場 所 か ら も、 プ ログ ラ ム お よび デ ータ に 対 す る ア ク

セ ス が で き る よ うに す る と い う こ と で あ
.り・ 現 在 の と こ ろ、MIT、 ハ ー

バ ー ド、 ス タ ン フ ォ ー ド、UCLAな ど の 諸 大 学 と
、 ラ ン ド、SRIを は

じめ とす る 研 究 機 関 を 網 羅 して お り、 ネ ッ トワ ー ク で 結 ば れ て い る コ ン ピ

ュ ータ 数 は23の 多 き を数 え て い る。
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〔XV〕 オ レ ン ジ 郡 役 所

◎ 訪問先

◎ 訪問 日

◎ 所在地

◎ 面接者

CountyofOrange

昭 和48年1月23日

400CivicCenterDR。WVestRM.B-90SantaAnaCa-

1if92701

。Mr .RobertSFarmer,Dlirector,DataServices

1.郡 の 概 要

オ レ ン ジ郡 の 人 口 は 、150万 人 で 、 ロス ア ン ゼ ル ス 郡 に 次 い で カ リ フ

ォ ル ニ ア 州 第2の 大 き な 郡 で あ るo

EDP部 門 は 郡 組 織 の 中 の ス タ ッフ 部 門 の一 つ と して 位 置 づ け られ て お

り、 現 在 、 年 間400万 ドル の予 算 と181〈 の 要 員 を も って 、 郡 庁 内 の

40部 局 の う ち の35部 局 に 対 しサ ー ビ ヌ を行 って い る。

コ ン ビ=一 夕は 現 在UNIVAC70/60 、2台 で オ ン ラ イ ン 化 も行 っ

て い る が 、 大 型 機2台 の リプ レ ー ス(IBM370/145,15qま たUNIV

AC1110)を 計 画 中 で 、 ア ー サ ー&ア ン ダ ー ソ ン社 に対 し ベ ン チ マ ー

ク ・テ ス トを依 頼 して い る と い う こ と で あ る。
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SYSTEMSAND
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図24EDP部 門組 織 図

EDP部 門 内 の 組 織 構 成 は 、 図24の よ うに

(1)PlanningandInformationManagement

(2)DataCenterOperations

(3)SyStemsandPrOgramming

の3課
、を ぷ 、 相 互 の 頚 髄 け い の も とL'(・L－ ザ 部 門 に対 し

サ ー ビ ス を行 な っ て い る 。

(1)のPlanningandInformationManagement課 は10入 の 要 員 を か

か え て 、 標 準 化 と デ ー タ ・ベ ー ス の 管 理 を 行 な っ て お り、 この 課 の 中 に あ る標 ・

準 化 係 は 、'EDP化 に 関 す る標 準 的 手 続 の 評 価 ・開 発 ・実 施 を 行 な う と と もに、

マ ニ ュ ア ル 、 様 式 類 の 発 行 も 行 な って い る 。 ま た 、 デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 係 は、

デ ー タ ・ベ ー ス お よび ソ フ ト ウ ェア 全 般 に 対 す る 評 価 ・導 入 ・新 技 法 活 用 上

の 技 術 的 援 助 、 お よ び ユ ー ザ 部 門 に 対 す る 助 言 ・ 援 助 ・ED
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P部 門 の 長 期 計 画 の 策 定ftど も行 っ て い る。 さ ら に イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ

ン係 は 、SystemsandProgra㎜ing課 に よ っ て 開 発 さ れ た シ ヌ テ ム

の テ ース トと稼 動 を 行 う と と も に 、 シス テ ム の サ ポ ー トを も行 っ て い る。

(2)のDataCenterOperations課 は 、93入 の 要 員 をか)bLえ て 、 コ

ン ピ ュー タの運 用 計 画 を 作 成 す る な どオ ペ レ ー シ ョ ン に 関 す る一 切 の 業 務

を担 当 して い る。 この 課 内 に あ るSchedulingandProductionCon-

trol係n、 コ ン ビ ・・一 夕の運 用 計 画 の作 成 と運 用 の 監 督 を 行 っ て い る。

ま た プ ロセ シ ン グ係 任 コ ン ピ ュ ー タの オ ペ レ ー シ ョ ン の ほ か 、 カ ー ドや

補 助 記 憶 装 置 類 の 管 理 を行 っ て い 翫,さ ら に 、 デ ー タ ・エ ン ト リ係 は 、 文

字 通 リ ソ ース 。 ドキ ュ メ ン トか ら カ ー ドや 磁 気 テ ー プ へ の変 換 を行 っ て い

る っ

(3)の シ ヌ テ ム ズ 。ア ン ド 。プr.rグ ラ ミ ン グ課 は76人 の 要 員 を かSえ て 、

シヌ テ ム開 発 と導 入 を 担 当 す る ほ か
、 現 行 シ ヌ テ ム の改 善 を提 案 した り、

コ ン ピ ュ ー タ ・プ ・ グ ラ ム の 設 計
、 コ ー ド ・ テ ス ト、 ドキ ュ メ ン ト等 を 行

な っ て い る 。 プ ロ パ テ ィ ・サ ー ビス 係 は 財 産 情 報 に 関 す る シ ヌ テ ム 開 発 、

設 計 、メ ン テ ナ ン ス を行 っ て い る。 ま た 、 住 民 サ ー ビヌ 係 は 、 医 療 セ ン

クー 、 社 会 福 祉 、 選 挙 等 住 民 生 活 に密 着 した シ ヌ テ ム の 開 発 、 設 計 、 メ ン

テ ナ ン ス を行 っ て い る。 さ ら に、 行 政 サ ー ビ ス係 は 、 給 与 ・予 算 と 実 績 。

購 買 ・人 事 等 に 関 連 し た行 政 管 理 上 必 要 な シ ス テ ム の 開 発 ・設 計 ・メ ン テ

ナ ン ス を 行 っ て い る。(最 近 でcaこ れ ら3係 の 他 に 犯 罪 ・司 法 サ ー ビヌ 係

が 設 置 さ れ 、 犯 罪 ・裁 判 に 関 す る シ ヌ テ ム開 発 。設 計 。 メ ン テ ナ ン ス を担

当 して い る)。

2.適 用 業務
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現在 、 オ レン ジ郡 に お け る 適 用 業 務 の主 な もの と して は、

(1)加 税 金額 の計 算

(2)徴 税 額 の計算

(3)給 与 計 算

(4)選 挙 民 の登録 と投 票

(5)図 書 の貸 出 ・受 入 れ 管理

(6)医 療 費 の 計算 と請 求

(7)予 算 の執 行 状 況 の把握

(8)交 通 違 反 者 の召 喚

等 が あ り、 こ の他 に現 在 では 、犯 罪情報 シス テ ムの開発 に 力 を入 れ て い る。

これ らの 適 用 業 務 の うち オ ン ライ ン化 され てい る もの と しては

(1)予 算 の 執 行 状 況 の把握

(2)交 通 違 反 者 の 召 喚 シス テ ム(30万 件)

(3)青 少年 犯 罪 シス テ ム(7万 件)

に関 す る シヌ テ ムが あ る。

な お、 適 用 業 務 を オ ン ライ ン化 す るか しないか の判断 基 準 と しては 、 レ

ヌ ボ ンス 。タイ ム に関 す る短縮要 求 の程 度 の度 合 が第一 の条 件 として検 討

さ れ る とい うこ とで あ る。 ま た、 オ レン ジ郡 で は、 マ ッ ピン グ用 の汎 用 ソ

フ トウエア と して、ttACGDIME"を 開 発 し、 セン サス 。デ ー タ等 の プ

ア イ ル を入 力 と して 、 各種 の項 目に関 す る分布 地 図 の作 成 な ど を行 い、 コ

ン ピ ュー タの有効 的活 用 手 段 を開 発 して 、政策 判 断 上 お よび管理 上 の参 考

と して い るo

ろ.シ ス テム 開 発 の方 法
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オ レ ン ジ郡 に ㌔ け る シ ス テ ム開 発 に お い て ロ 、 ユ ー ザ 部 門 が 積 極 的 に 参

加 す る こ と を建 前 と して お り、 なか で も ユ ー ザ 部 門 の 長 の 参 加 を 義 務 づ け

て い るo

各 種 の シ ス テ ム開 発 ロ 、 す べ て オ レ ン ジ郡 で 作 成 した"Standardand

ProcedureManual"に も とつ い て 行 わ れ る こ と とftっ て お り、 表4の

よ う に7つ の フ ェ ー ズ に 分 け て 進 捗 管 理 が 行 わ れ て い る。
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◎ 実 施 ○:協 力 △:監 督 .

FUNCTIONAIＬTASKS

ユ

|
ザ

部

門

E

D

、P'部

門

監

査

官

lSYSTEMPROPOSAL

1-A Preparerequest
◎ ○ △

1-B R,vi,wrequestandsch・d・1・analy・isst・ ・tdat・
○ ◎ △

1-C Definesystemrequirementsandbenefits
○ ◎ △

1-D Defineauditandcontrolrequirements
○ ○ ◎

1-E Schθdulesystemsdevelopment
○ ◎ △

皿MANAGEMENTREVIEWANDAUTHORIZATION

皿－A Defineproposedreviewschedule
○ ◎ △

皿－B Submitsystemproposalandobtainauthorization
○ ◎

`

△

皿SYSTEMDESIGN

皿 －A Publishplanofaetion
○ ◎ △

皿－B Definethesystematprogramlevel
○ ◎ .

皿 －C Identifydatarequirements
○ ◎

皿 －D Definedetailedschedules
○ ◎

皿 －E Prepareprocedures
◎ ◎ ◎

皿－F
・

Programmlng
◎

WSYST正MTEST

W-A SUPPlyinputdata
◎ ○ △

W-B Simulateproductionrun
○ ◎ △

W-C Evaluatesystemtest
◎ ○ △

1V-D Approvesystemtest
◎ ○ △

VIMPLEMENTATION

V-A

－
Convertdatabase

○ ◎ △

V-B Trainpersonne1
◎ ◎ ◎

V-C Paralleloperation
◎ ○ △

V-D Reviewandapproveoperationa18ystem
◎ ○ △

V-E Implementoperationalsystem
◎ ○ △

VlOPERATIONAL

W-A Systemmaintenance
○ ◎ △

W-B Systemchanges・
◎ ○ △

Vl-C Systemaudits
○ ○ ◎

WPOSTIMPLEMENTATIONREVIEW

w-A C。mp・ ・e・ ・tua1・ ・p・ ・P・・edb・n・fit・andcosts
◎ ○ △

W-B Evaluatesystemeffectiveness
◎ ○ △

W-C Recommendations
◎ ○ △

表4 シス テ ム開 発 の プ ロセス と責 任 体 制
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「 一 一 一← 一'一 一 ー 一 一 … 一 一 … 一 一 二 一 一 一 一 一 ー ー 一 一'一}'一 ー 一 一 一 一 「

1各 フ ェ ー ズ の 内 容 は 次 の 通 り で あ る 。

!

|

1(1)Sy.stemProposal
　

'ン ピー 一 夕を用 い た システ ムの難 フ ィrジ ビ リ'Pt"デ ィ・ マ1

ネ ジ メ ン トに 対す る説 明 用 資料 を 作 成 す る。1 　
②Man・g・tnentR・v・ ・w・ ・dA・ ・h・…a・ ・⑰:

シ ス テ ム開'発 に 対 す る 繍 を 受 け るni

|

1(3)SytemDesignl

il

lシ ス テ ム 開 発 に必 要 な設 計 を行 な い 、 プ ログ ラ ミ ン グ ま で を行 な う。1
'1　
1(4)SystemTestl

l

す べ て の 手 続 お よ び プ ロ グ ラ ムに つ い て総 合 的 テ ヌ トを行 な う。

(5)Conversionand1mplementation
l

lデ ー タ ・ペー ヌ の変 換 、新 シス テ ムの尊.入、新 旧 シス テ ムの並列 的運l
ll

!用 を 行 な う 。

1

}(6)Operationa1

l

l新 システ ムの運用を行 な う
o

l

;(・)P・s・lmpl・m・n…i・ ・R・v・ ・wl

;シ ス テ ムの有 効 度 ・=・… につ き・ 当初 の予 定 ・実 際 の値 と挑 戦 検l

i討 する。i

各 フェ ー ズは さ らに細 か い ステ ップ に分 け られ て お り、 ま た各 シス テ ム

の開発 単位 ご とに、 第1フ ェ ー ズの シス テ ム ・プ ロポ ーザ ル の 段 階 で 運

営委 員 会(SteeringCommittee)が 設 置 され、 シス テ ム開発 に関 す る

全 責 任 を委 ね られ、 この運 営委 員会 は第7フ ェ ー ズ の ポヌ ト ・イ ンプ リメ

ンテ ー シ ョン ・レ ビ ュー の段階 ま で存 続 す る。

.運 営 委 員 会 の構 成 は、 当該 シヌ テ ムの担 当部 長 が 議 長 と な り、 そ の他 の
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委fiua行 政 長 官 、 監 査官foよ びEDP部 門 の長 が 当 る こ と とな ってい るc

委員 会 の開催za原 則 と し て月1回 と定 め られ 、 プ ロジ ェ ク トの計画 の立

案 、プ ロ ジ ェ ク トの フェ ー ズに また が る手 続 的 問題 、 お よび重複 す る分

野 に関 す る評 価 と調 整 を行 っ てい る。

ま た運 営 委 員 会 の 下 に実 践 部隊(taskforce)が 設置 され、 運営 委 員

会 の指 示 に も とつ い て シス テ ム開発 に必 要 な 実際 的 作業 を行 ってい る。

実 践 部隊 は 各 部 門 の専 門 家 に よって 溝 成 され る。 なお、数 市 に またが る

犯 罪 ・司 法 情 報 シス テ ム の よ うな大 き なプ ロ ジ ェ ク トの場 合 には 、運 営

委 員 会 の上 に政 策 委 員 会 が 設 置 され、 年4回 の割 合 で 会 合 を も ってい る。

政 策委 員 会 何運 営 委員 会 か ら提 出 され た プ ロジェ ク トにつ い て、 そ の 優

先 順位 を定 め.プ ロ ジ ェク トの内容 、 資源 の配 分 等 に つい て検 討 を加 え る

こ ととな って い るo
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1

－
m
べ
.L

1.SYSTEM㎜

CENrRALWARRANTSERVICESYSTEM

2,SYSTEM㎜IBER

工旺)25(CJIO)

TASK/PHASE
JUI

1972WEEKENDING

Auq Oct U6v Dec

6 13 20 27 3 10 17 2413・ 7 14 21 28 5 12
`
19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28 4

1.SYSTEMANALYSIS

2.MANAGEMENTREVIEW&AUTH.

3.SYSTEMDESIGN

4,APPROVEREPORTFORMAT

5,PROGRAMDEFINITION

6.TESTINDIVIDUALPROGRAMS

7、SOURCEDOCUMENTDEFINITION

8,PRODCONTINST

9.USERINSTRUCTIONS

10,TRAINING

11.SYSTEMTEST

12,DATABASECONVERSION

13.PARALLELOPERATION

14.OPERATIONALTURNOVER

15.POSTIMPLEMENTATIONREVIEW

、

▲ △
w

▲ ● O

▲ 合

A ㊥
(白 )

△

合

LEGEND:

4.DATE

△SCHEDULEDSTART▲ACTUALSTARTOSCHEDULED

5.PREPAREDBY

F.Wallace/M

COMPLETION

OACTUAL

Santell

COMPLETION

表5日 程 管理表 サ ンフ'ル



シヌ テ ム 開発 に際 して注 目す べ き点 は、 予 算、 日程 、 お よび マ ンパ ワの

く

管 理 が表5の よ うな様 式 で、 一 定 期 間 ご とにか な り厳格 に なさ れ て お り、

な かで も予 算 超過 に つ い ては特 に厳 し くチ ェップ ざ れ てい る。 しか し、 実

際 の シス テ ムの開 発 に 当 って、 シヌ テ ム の計 画 段 階 で相 当額 の予算 と時 間

を つ ぎζ ん で フィー ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィを行 って い るので 、実 際 の シス

テ ム醗 噂 手 した段階 で預 を上 まわる嚇r穀 ん どない とい うこ とで

ζ:
あ った。"1

開 発 したシステ ムの供与 につ いては、 申 し出 が あれ ば応 じる こととして

い る。 そ の場合、 シヌテ ムその もの よ りもシヌ テム開発 の経験 が参考 にさ

れ るo
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〔XVI〕 サ γ 。'ベル ナ ニ デ イ ノ郡 役 所 ,

○ 訪問先

◎ 訪 問 日

◎ 所在地

◎

CountyofSan.Bernadino

昭和48年i溺 鰻 ,
HallofRec,ords、172W.ThirdStreet,Ba.臼ment

S。n"Bern。 。di。 。,C。1豆f92401

●Wr ・JoelFHauser・Director,・lDataProcessing

Department

1郡 の 概 要' ,,

リ

サ ン ・ベ ル ナ ー デ ㌃ ノ 郡 は 入 口70万 入 程 度 の郡 で あ り
、 コ ン ピ ュ_タ

はIBM370/155(1MB)を 導 入 して 、34部 局 に 対 しサ ー ビス を 行

っ て い るo

EDP部 門 の 組 織 は 図25の よ う に な っ て い る。
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SANBERN/RDINOCOUNTY

DEPARrllMENrOIDATAPROCESSING

STANDARDPRACTICES

SUBJECT:

DFPART[㎜

ORGANIZATION

SE㏄ION

EFFECTIVE

PAGE・

Assistan't

Director

Resources

Management

Technical

Services 1蕊 、－
Analysis/

Progra㎜ing
Operations

図25EDP部 門組 織 図
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・'リ ソ ー セ ス ・マ ネ ジ メ ン ト部 門 は 各 ユ ー ザ 部 門 か らの依 頼 業 務 の 処 理

コ ヌ トを 把 握 した り、 要 員 の 管 理 ・養 成 お よ び 各 種 の 標 準 化 を担 当 して

い るo'』'

・ テ ク ニ カ ル 。サ ー ビ ヌ課 は
、 シ ヌ テ ム 。プ ロ グ ラ ミ ン グ とデ ー タ 。ペ

ー ヌ ・マ ネ ジ メ ン トを 行 っ て お り
、 デ ー タ・・ベ ー ス ・マ ネ ジ ャぱ ご 既 存

の デ ー タ ・ペ ー ス の リ ン ク や新 任 者 のIMS教 育 を 行 っ て い る
。

・ デ ー タ ・オ ー デ ィ ッ ト課 は 予 算 コ ン ト ロー ル と ジ ョブ の チ ェ ッ ク を行

っ て い るo

。 ア ナ リ シ ス/プ ロ グ ラ ミ ン グ 。マ ネ ジ メ ン ト課 は5つ の プ ロ ジ
ェ ク ト 。

チ ー ム に 分 か れ て 、 そ れ ぞ れ の プ ロ ジ ェ ク トの 分 析 と プ ログ ラ ミン グ お

よび サ ポ ー トを 行 っ て い る っ

・ オ ペ レー シ ョ ン ズ 。 マ ネ ジ メ ン ト課 は
、 キ ー パ ン チ 、 ス ケ ジ ュ リ ン グ、

テ ー プ の 保 管 、 オ ペ レ ー シ ョン等 を行 っ て い る
。

2・ 代表 的 適 用業 務'

サ ン.ベ ル ナー デ ィノ郡 に よ って開発 さ れ た シヌテ ムの うち、 特徴 的 な

もの と しては、 財 産評 価 シヌ テ ム と道路 シス テ ムとが ある。

(1)財 産 評価 シス テ ム'

財 産評 価 は徴税 の た めの 基礎 資料 を作 成 す る主 要 な業務 で あ り、 年1

度 行 うこ とが法 律 に よ って義務 づ け られ て い る。 財産 評 価 シヌ テ ムは コ

ン ピ ュ ー タを利用 して、複 雑 な財 産評 価 を行 うた めの参 考 資料 を二 公 正 ・

迅速 に作成 す る こと を 目的 と してい る。 現 在、 郡 内 の土 地 を45万 区 画

に分割 して財 産 評価 を行 っ てい る。 土地 評価 の項 目 と して は、土 地 の 種

類 、 家 の 向 き、 家 の作 り方、 屋 根 の種類 、風 呂の有 無等 、 約70vateよ
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ぶ細 かピ評 価 ポ イ ン.トが定 め られて い る。 これ らの ポ イ ン ト毎 の特 徴 を

一 つか ん で、 回帰 分析 等 の各 種 の統計 手 段 を用い て ア ウ ト ・プ ッ トを提 供

して い る。

ア メ リカの場 合 、財 産評 価 は評 価 時 点 で の処 分 価格 を想定 して評 価 が

な され て お り、 そ.の計算 方 式 は標 準 価格(買 換!え価格 ×25%)に 一 定

の税 率 を掛 け る方 式 を とっ て い る。 この シス テ ムは デ ー タ ・ファ イ ル化

され て い る の で、 毎 年評価 方法 が異 った と して も即応 で きる よ うに な っ

てい る。

土 地 鑑 定 士 は コン ピュー タか らの ア ウ トプ ッ トを参考 と し、 現地 調 査

を行 った上 で最終 評 価 の結 論 を 出 して い る。 現在 コ ン ピ ュー タ ・ア ウ ト

プ ッ トの信 頼 性 は95%と な ってお り、 コン ピュ ー タを活用 す る こ とに

よって財産 評 価が か な.り能 率 的 に行 わ れ て い る こ とが 類 推 され るo

(2)道 路 シス テ ム

この シス テ ムは道 路 を新 た に建 設 しま たは修理 す る場 合 に、 そ の対 象

と なる区 間 を 自動 的 に決 定 す る と と もに、 道路材 料 の材質 ・価格 、 必要

人 員 、必要 機 器等 の ファ イル を照 合 して 、道 路 の建 設 ・修理 の単 価 を も

計算 す る シ ス テ ムで あ る。 現 在 は土 地 利 用 の デ ー タ ・ファ イル と して の

デ ー タ 。ベ ース に はな ってい ない が、 将 来 他 の デ ー タ ・ベー ス との連 け

い が予想 さ れ る。

5.デ ー タ ・ベ ース 開発 の 状況

サ ン ・ベ ル ナ ー デ ィノ郡 に お け る デ ー タ ・ざ 一ス の開 発状 況 につ い て は、

IMSを 用い て .,い

。 選 挙
、1,1',;'、
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・ 社 会福 祉}

。Childcare

・ 病 院'

シ ヌ テ ム に つ い て の デ ー タ ・べ ー ヌ が 開 発 さ れ て い・る
。 この う ち社 会 福

祉 シス デ ム と病院 シス テ ム との 間 に料 金 雀タ収 に関 して有機 的結 合 が な され

て い る 。 ま た 、9hildcareと 病 院 シ ス テ ム に つ い て恒 、 オ ン ラ イ ン ・デ ー

タ ・ペ ー ヌ を使 用 して い る。一 …'∴
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〔XVll〕 サ ン ジ エ ゴ 郡 役 所

◎

◎

◎

訪問先

訪 問 日

所在地

CountyofSanDlego

昭和48年1月2Q目

1600PacificHighway-RoomO77SanDiegoCal-

if92101

。MrA ,「V・Nichols,Director,Departmentof

EDPServiees

1。 郡 の 概 要

(1)サ ン 。 ジ ェ ゴ郡 は 人 口135万 人 を 擁 し、 ロヌ ア ン ゼ ル ヌ 、 オ レ ン ジ

郡 に 次 ぎ カ リフ ォ ル ニ ア 州 第3の 大 き な 郡 で あ る。

1966年 頃 迄 は8つ の 部 で そ れ ぞ れ 別 個 にPCS化 が 行 わ れ て い た

が 、1970年 か ら1971年 に か け て の コ ン ピ ュ ー タ の導 入 と と も に 、

コ ン ピ ュ ー タの 効 率 的 利 用 を 図 る た め に 順 次 集 中 化 を進 め て き た。 コ ン

ピ ュ ー タは オ ン ライ ン 用 と し てIBM370/155(786KB)、 ヌ タ ン バ イ

用 と してIBM370/145(512KB)が 導 入 さ れ て お り、20モ ジ ュ ー

ル のIBM3330大 容 量 デ ィnク と60の 端 末 を も っ て い る。

現 在 の 郡 行 政 組 織 と し て は 、 従 来 の 組 織 を機 能 的 に 再 統 合 し て、 図26

の よ うに8つ の 局 か ら構 成 さ れ て お り、EDP部 門 は プ ロ グ ラ ム 開 発 局

に 所 属 し て い るo
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図26行 政 機'構図

一165一



EDP部 門 は図27の よ うな組織 構 成 を と って お り、140名 の要 員 を

か か えて、35～40部 門 に対 しサ ー ビヌ を行 ってい る。 な お この要 員 数

の中 には デー タ ・イ ン プ ッ トの ため の キー ・パ ン チ ャは含 まれ てい な い。

EDP部 門 の オ ペ レー シ ョンズ課 のス ケ ジュー ラ(4r、 ユー ザ部 門 とのス

ケ ジ ュー ル の調 整 を図 る役 割 を もって お り、 か な り高 い地 位 が与 え られ て

い る。 ヌ ケ ジ ュー リングは18ケ 月間/月 間/毎 日の3段 階 に分 けて 行 っ

て い るが 、 シス テ ム開発 が承 認 され た プ ロジ ェク トに つい て は同程 度 に必

要 度 が 高 い とい うこ とで、 プ ロジ ェク ト相 互 間 の プ ラ イオ リテ ィは つ け な

い 方針 を とって い る。 ス ケ ジ ュール を たて た結果 、 マ シン ・タイ ム

が オ ーバ 。フ ローす る よ うな場 合 に ¢1EDP部 門 に責任 あ りと して、 プ ロ

グ ラム ・テス トの時 間 をけ ず る な ど、 ユ ーザ部 門 には迷惑 を か け ない 方法

を とってい る.こ うい った事態 が 日常 的 に起 る と予 想 され る と きは、 新機

種 の尊 人 を提 案 す る。各 部 門 ご との便 用実 績 ば、 年4回 各関 係 者 に送 られ

てい るo

シヌ テ ム開発 課 に お いて は、 業務 引継 ぎに伴 う トラ ブル を避 け る た め、

シス テ ム 。ア ナ リヌ トと プ ログ ラマ とを区 別 せず 、 同一 人 が シ ヌテ ム設 計

か らプ ロ グ ラ ミン グ ・テス トま で を行 って いる。

EDP部 門 の定着 率 は非 常 に高 く、離職 率 はほ とん どゼ ロとい うこ とで

あ る。 そ の理 由 と して は 次 の よ うな ことが あげ られて い る。

(1)内 部昇 進 を優 先 的 に考慮 し、 高 い給 料 と開拓 的 な ブ ・ジ ェク トを与 え

てい るう

(2)ユ ー ザ部 門 ご とに担 当 者 を あて、各 部門 の動 向 を常 に把握 す る よ う努

力 させ て い る。

(3)目 標管 理 を徹 底 させ 、 要員 の 自己啓 発 の意欲 を高 め て い る。
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(2)シ ヌ テ ム化推 進 に 対 す る考 え 方';・`""

EDP化 を推 進 す る原則 としてn、 まず 住民 の ニ ー ズを尊 重 し、 住民

に最 も便利 な形 で郡 の行政 業 務 が処 理 さ れ る こと を建 前 と して い る
。 ま

た、 各部 局 のEDP化 を促 進 す るに 当 って は'、例 え ば オ ン ライ ン化 の効

果 に対 す るデ モ ヌ トレー シ ョンを行 うな ど して、EDP部 門 か ら積 極 的

に働 きかけ て ユ ーザ 部 門 の 自発 性 を刺 激 し、 シス テ ム開発 が 具体 化 した

段 階 で は、 ユー ザ部 門 の 自主性 を尊 重 す る よ う配慮 が なされ て い る。

ま た、複 雑 な新 しい シス テ ム を開 発 す る に当 って は 、 すで に開発 さ れ

て い て信頼 度 が 明 らか な旧技 術 を利 用 す る こ と として お り、 成功 す るか

ど うか の確 率 が 不 明 な新 技 術 は採 用 しない とい うこ とで ある。

さ らに、 サ ンジ エ ゴ郡 で は キ ー ・パ ンチ機能 を各 ユ ーザ に もたせ てい

る。 そ れは

(1)各 業務 につ い て の専 門 家 で あ るユ ー ザ部 門 職 員 が デ ー タaイ ンプ ッ

トを行 うこ とが正 確性 の 上 か ら も迅速 性 の上 か ら も重 要 で あ る。

(2)多 くの ソー ヌ ・ ドキ ュメ ン トは⇔ 扱 い とな ってk・ り、責 任部 署 で扱

うのが順 当 で ある。

(3)将 来 各 業 務 が オ ン ライ ン化 され る場 合、現 行 の キーパ ン チの部 分 を

そ の まsデ ー タ ・エ ン ト リー に置 きか え れば よい の で移 行 が ス ムー ス

にで き る。

等 の理 由 に よるか らで あ るう

2.適 用 業 務

現 行 の 主 な シ ヌ テ ム と し て は 次 の よ う な も の が あ る。

(1)SecuredTaxSystem・ ・,
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課 税 ・徴 税 に 関 す る シース テ ムで あ り、 サ ン ジ エ ゴ郡 の 中 で は 最 大

規 模 の シ ス テ ム で あ る。

(2)WelfareCaseDataSystem

生 活 扶 助 料 の 支 給 状 況 、 担 当 ソー シ ヤ ル ワ ー カ の 氏 名 等 生 活 保 護

者 の た め の シ ス テ ム

(3),RevenueandRecoverySystem

病 院 、 鑑 別 所 等 の 使 用 料 金 の請 求 と 受 入 れ の シ ヌ テ,ム 。 オ ン ラ イ

ン化 さ れ て い る。 ,'一

(4)・MunicipalCourtMovingTrafficCit.ationSystem

オ レ ン ジ郡 と して 最 初 に オ ン ラ イ ン化 さ れ た もの で 、 交 通 違 反 者

に対 す る課 徴 金 の 計 算 と チ ケ ッ トを 発 行 す る シ ス テ ム。

(5)Emp:oyeePayrollSystem

職 員 に対 す る 給 与 支 払 い に 関 す る シ ス テ ム。

(6)Budgeレ,andAp/preprili.ationAccountingSystem

tt予 算 に対 す る支 出 を常 時 把 握 し
、 決 算 書 の 作 成 を も行 う シ ス テ ム。

(7)JailCensusSystem

留 置 所 へ の 拘 留 人 の 病 歴 、 裁 判 所 へ の 出 頭 日、 留 置 日数 等 の オ ン

ラ イ ゾ に よ『る問 合 わ せ シ ス テ ム

(8)RegisteredVoterAffidavitProcessingSYstem"

選 挙 人 の 登 録 と投 票 結 果 の 集 計 シ ス テ ム ー ㌧,tt:「,1

(9)Bas'icCourtSystem

裁 判 官 、 弁 護 士 、 検 事 の ヌ ケ ジ ュ ー リ ン グ ・シ ス テ ムで ベ ガ ッ ブ、

イ ン化 さ れ て い る 。 ∵.一:∴ ・㌧

(19AnimalRegulationSystem・-1六 二 、1i;.'1
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⑪

⑰

15万 匹'uc及 ぶ 犬 の 予 防 接 種 状 況 を 把 握 ず る't".xテ ム'

SalesRatioSystem .

固 定 資 産 評 価 の た め の 計 算 ジ蛍 デ ム/ttt1,

1

LandUseInformationSystem

郡全 域 に及 ぶ区 画 別土 地 利用 デ ー タ ・べ 」∴rヌの維持 ・管理 シス テ

ムO

現 在 開 発 が 進 め られ て い る シ メ テ ム は 次 の通 りで あ る 。

(1)wa'n't/WarrantSyStem川

オ ン ラ イ ン に ょ る逮 捕 状 発 行 シ ヌ テ ム

(2)Employe6・ ㌧InfOrmationSyst・eth'tt－ ㍉'

職 員 管 理 の た め の シ ヌ テ ム'F11』 ビ「バ

(3)Public'WblfarePeoplesIndex

(4)U・S・D・ACo㎜odityDistributionPrograパ

過 剰 農 産 物 を生 活 保 護 者 へ 配 給 す る シ ス デ ム'。

(5)BasieCourtSystemforSamDiegoMU垣cipalCourt'
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〔XV皿 〕 サ ン ジ エ ゴ 市 役 所

訪問先

訪 問 日

所在地

CityofSanDieg・lo

昭 和48年1月26日

CityAdministrationBuildisgCommunity

Concourse202"C、 、

St「eetSanDiegoCalif92101

・Mr.BRPardeeDirector,DataProcessing

Dept.

。Mr 。HowardV.Ot七erholt,Assistant

Director,DataProcessingDept.

1。'市 の 概 要 ・ 「tt・t.

サ ン ・ジ エ ゴ市 は 入 口、70万 入 で 、 カ リフ ォ ル ニ ア州 内"で,は14番 目 に

人 口 の 多 い 市 で あ るっ

サ ン ・ジ エ ゴ市 に お け るEDPの 歴 史 は 比 較 的 浅 く、 こ れ か ら本 格 的 に

取 組 む 所 で あ る が 、 現 在IBM360/40を 導 入 して、 約60人 の 要 員

を か か え て各 部 門 に 対 しサ ー ビ ヌ を行 っ て い る。EDP部 門 の 予 算 は 年 間

120万 ド ル で 、 市 の 全 体 予 算 の約1%を 占 め て い る。(参 考 ま で に 記 す

と、 カ リ フ ォ ル ニ ア州 に お け るEDP部 門 の標 準 予 算 は 全 体 予 算 の2.2%

と な っ て い る と の こ と で あ る 。 ま た 、 人 口1人 当 りの コ ン ピ ュ ー タ支

出as、 米 国 平 均 の1.84ド ル に 対 し サ ン ・ジ エ ゴ市 は1.12ド ル と な っ て

い る)。

EDP部 門 の 組 織 構 成et、 図28の よ うに な っ て お り、 デ ー タ ・ シ ヌ テ
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ム課 で 各 種 適 用 業 務 の シ ヌ テ ム開 発 を担 当 して い る
。 こ(bう 』ち 、'C"ity・

Planning"&DitectPublicServices係 は 市 政 の政 策 立 案 業 務

や 徴 税 ・社 会 福 祉 な ど住 民 に 直 結 す ーる 業 務 を担 当 し
、PublicSafety

Applications係 は 警 察 ・消 防 を担 当 し こ ま たFinance&Adminis-

trative係 は 予 算 編 成 、 職 員 の 給 与 支 払 等 内 部 管 理 業 務 を担 当 して い

る。 な お 、 ス ケ ジ ュ リ ン グ課 に は キ ー パ ン チ業 務 が 含 ま れ て い る
。

Direct。r。[

D・t・P・ 。。e,si。gl
⊥

15人

Operation
DataSystem

Assistant

18人

Scheduling

9入

CityPlannifig

&DirectPublic

ServiceS

5入

PablicSafety

ApPlications

9人

Finance&

Administrative

ApPlications

図28EDP部 門組 織 図
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2.シ ス テ ム 開 発 の手 順

サ ン ジエ ゴ市 では シ ステ ム開発 に着 手 す るまで の手 順 と し て図219の よ

うなプ ・ セメ が と .られ て い る。 こ の 図 力・ら も分 る よ う に・ ユ ーザ 部 門 に シ

ス テ 杢開 発 の主 体 性 が お か れてい る とい え よ う。

ユ
ー

ザ

部

門

E
D
P
部
門

ブザ委
ロル

ポ割員

1価会

監
査
官

新 たに必要 とされ る

EDP化 の プ ロポ

ー ザ ル を所 定 様式

を用 い て作 成 の上 、

EDP部 長 へ提 出

す る。

各 部 門 か らの プ ロ

ポ ー ザ ルを調 整 .し、

評 価委 員 会 に提 出

す る 。'

中 止

承認されたプロポーザルに

対するフィージビリスタデ

ィ、シヌテム開発を行 う担

当者を指名 し、EDP部 門

の協力を得て計画に着手す

るo

承 認 さ れ な

か つた プ ロ

ポ ー ザ ル を

ユー ザ部 門

に送 付す る。

プロポーずルを評

価 し、EDP吾 汗5

へ送付する。

承認されたプロ

ポーザルについ

てユーザ部門と

連けいをとり予

備的なフィージ

ビリス タディお

よびコスト分析

等を行い委員会、

ユーザ部門、監

査人(コ ピー)

に送付すdy

1

|

i
ヘゴ 　 へ

1{掴

図29シ ステム開発に着手するまでのプロセス
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ユー ザ部 門 か ら最 初 に提 出 され る プ ロポ ーザル の内 容 と じて は

(1)予 想 され る利 益(金 銭 的 な利 益 の他 、 市民 に対 す るサ ー ビヌ 向上 とい

っ た非 金銭 的 な利 益 を も含 む)

(2)現 在 支 出 して い る コス ト"

(3)EDP化 され た場 合 の予想 コス ト

(4)予 想 さ れ る開 発 コヌ ト

(5)EDP化 に よ り節 減 され る もの の内容

等 が 記入 さ れ る。従 っ て、 ユーザ部 門 の 長 は コン ピ ュー タに対 す る知 識 の

他 、 コス ト分析 、 ジヌ テ ム開 発 全般 に関 す る知 識 を も合 わせ て もつ てい る

必要 が あ ろ う◎

な お、 図29の 中 の プ ロポ ー ザ ル評 価委 員 会 は市 長 に よっ て任 命 され る

委 員 会 で、各 種 の プ ・ポ ーザ ル を評 価 し、 システ ム化 の優 先順位 を きめ る

機能 を もって い る。

ろ.適 用 業務 ノ 』 層　㌧

主 な適 用業 務 と して は、 次 の よ うな もの が あげ られ る。

一 般 会 計 の処理

職 員 の 給与 支払 い

予算 編 成

証 明書 発 行 と認 可業 務

公 共 事業 の費 用計 算

交 通 事 故 の召 喚状 発 行

公 益 事業 の会 計 処 理等

ま た、新 たに 開発 さ れて い る適 用 業務 の主 な もの と して は
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(1)ComprehensiveManagementPlanningSystem

プ ロ グ ラ ム ご と に ア ク テ ィ ビズ ィニを わ け て 、 各 種 リソ ー ス を ど う

調 達 し割 当 て るか を 計 算

(2)PublicSafetyInformationSystem

警 察 官 、 消 防 車 の 発 動

(3)IntegratedCityPlanningDataSystem

市 の 計 画 立 案 の た め の 情 報 に 用 い る な どが あ り、現 在 開 発 が 進 め

られ て い る 。

ま た 、 サ ン ジ エ ゴ郡 と共 同 開 発 を行 っ て い る シス テ ム と して は

(・)P。1i,esySt,m』

(2)WarrantSystem

(3)G。 。-c。di。g〈 地 図 情 報)

な どが あ る。

ltM"・ 長 期 計 画 の 一 部 と し て 、 将 来 サ ン ジ エ ゴ郡 と市 のEDP部

門 機 能 を 一 つ に ま と め て 、RegionalDataProcessingFounda-

tionを 設 立 す る構 想 が あ る と の こ とで あ っ た。
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入 手 資..料;・ ・;一 ・・'覧

「)』

CountyofSacramento

1.AReportontheSystems .DevelopmentMasterPlan

2,Inter-DepartmentCorrespondence 、;・

3.ManpowerandProjectScheduling・-MAPS.System

4・Systems&DataProcessingDepartment

SacramentoRegionalAreaPlanningCommission

1.RegiohalIGeneralPlan・LTransitPlanandPtogram:
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